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§5. Bluetooth ライブラリ 


5-1.機能 
Bluetooth ライブラリは、ハンディターミナル本体に内蔵している Bluetooth モジュールを利用して、他の


Bluetooth機器との接続および通信を行うためのライブラリです。通常は本体内蔵のBluetooth接続ツールを


使用して Bluetooth 機器との接続を行いますが、本ライブラリを使用することにより、ユーザアプリケーションか


ら直接 Bluetooth 機器との接続および通信を行うことができます。なお、Bluetooth ライブラリと Bluetooth


接続ツールを同時に使用することはできません。 


サポートする通信プロファイルは以下の通りです。いずれのプロファイルにおいても、仮想COMポートを使用


して通信を行います。 


 


シリアルプロファイル（マスター） COM5: 
シリアルプロファイル（スレーブ） COM8: 
ダイヤルアッププロファイル BTP1: 
LANプロファイル BTP2: 


 


5-2.動作環境 
■機種 DT-950 


■OS Microsoft WindowsCE .NET 4.1 


 


5-3.開発環境 
■Microsoft eMbedded C++ Version4.0 + ServicePack 1 


※ServicePack２以降は使用しないで下さい。 


 


5-4.提供ファイル 
■インポートライブラリ BTLib.lib 


■ヘッダファイル  BTLib.h 


 


5-5.使用方法 
開発環境において、プログラムソース内にヘッダファイル(BTLib.h)をインクルードし、インポートライブラリ


( BTLib.lib)を使用するライブラリとして指定してください。 


 Bluetooth接続ツールが起動している場合、Bluetoothライブラリを使用したユーザアプリケーションを起動す


る前に、Bluetooth設定ツールを終了させてください。 


DT-950で Bluetooth通信を行う場合の手順を次項に示します。 
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5-5-1.Bluetoothの通信動作モードについて 


Bluetooth機器間で通信を行う場合、Bluetooth通信機器はピコネットと呼ばれるワイヤレスネットワークを構


成し、その中で各 Bluetooth機器はマスタまたはスレーブのいずれかのモードで動作します。 


 


・通信先の Bluetooth機器が Bluetoothモデム・携帯電話・アクセスポイント・プリンタ等の場合 


DT-950本体をマスタモード、他の通信機器をスレーブモードで使用します 


・通信先の Bluetooth機器が PC・他の DT-950の場合 


一方の Bluetooth機器をマスタモード、もう一方をスレーブモードで使用します 


 


5-5-2.DT-950本体をマスタモードにして通信する場合 


DT-950本体をマスタモードにして通信する場合の概要を示します。具体的な通信方法については、4-8を参


照してください。 


 


(1) 通信する Bluetooth 機器のデバイス情報の登録 


・Bluetooth 機器の Inquiry（問い合わせ）を実行 


・Inquiry で発見された Bluetooth 機器の情報を取得 


・取得した Bluetooth 機器情報をレジストリに登録 


・必要に応じて、デフォルトで通信する Bluetooth 機器を設定 


(2) 通信する Bluetooth 機器の選択および通信の実行 


・レジストリから Bluetooth 機器情報を取得 


・通信する Bluetooth 機器を選択 


デフォルトに指定した Bluetooth 機器と通信する場合、上記操作は不要 


・選択した Bluetooth 機器との接続および通信を実行 


 


5-5-3.DT-950本体をスレーブモードにして通信する場合 


DT-950 本体をスレーブモードにして通信する場合の概要を示します。具体的な通信方法については、4-8


を参照してください。 


 


(1) DT-950 のデバイス情報の登録 


・通信先の Bluetooth 機器で、DT-950 の Inquiry（問い合わせ）を実行 


・DT-950 の Bluetooth デバイス情報を通信先の Bluetooth 機器に登録 


(2) Bluetooth 通信の実行 


・通信先の Bluetooth 機器で、通信する Bluetooth 機器として DT-950 を指定 
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・通信先の Bluetooth 機器で、DT-950 との接続を実行 


・通信先の Bluetooth 機器との通信を実行 


 
 


5-5-4.Bluetooth使用中の電源 OFF/ON時の注意 


 Bluetooth 使用中に電源をOFF した場合、次回電源ON時に Bluetooth の再初期化が自動的に行われるの 


で、電源OFF前に Bluetooth を DeInitialize する必要はありません。 


ただし、次回電源ON時に Bluetooth が再初期化するまでに 15 秒程度かかりますので、Bluetooth の再初期 


化の終了したかどうかをチェックする必要があります。 


以下の方法で再初期化終了のチェックを行ってください。 


 


   (1) 電源 ONが発生したかどうかをチェックする。 


   (2) 電源 ONが発生したら、BTLib_GetDefaultDeviceInfo 関数を実行し、エラーフラグをチェックする。 


   (3) もし BTERR_LIB_INIT が戻っている場合は、Bluetooth が再初期化中なので、500～1000ms 程度の 


Sleep を実行してから(2)を再度実行する。 


BTERR_LIB_INIT 以外のエラーフラグが戻ったら、Bluetooth が使用可能状態となっている。 


(4) Bluetooth の再初期化では PassKey 設定も初期化されるため、PassKey を設定している場合は、再度 


BTLib_SetPassKey 関数を実行する。  
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5-6.関数一覧 
 Bluetooth接続を行うためのライブラリ関数と、仮想 COMポートで使用可能なシリアル関数(Windows API)


の一覧を以下に示します。 


 


5-6-1.ライブラリ関数一覧 


NO. Function Description 
Connection Functions 
01 BTLib_Initialize Bluetoothプロトコルスタックを初期化します。 


02 BTLib_Deinitialize Bluetoothプロトコルスタックのリソースを解放します。 


03 BTLib_GetLocalInfo DT-950本体のBluetoothデバイス情報を取得します。 


04 BTLib_SetLocalInfo DT-950本体のBluetoothデバイス情報を設定します。 


05 BTLib_Inquiry Bluetooth機器のInquiry（問い合わせ）を実行します。 
06 BTLib_GetDeviceInfo 接続するBluetooth機器の情報を取得します。 


07 BTLib_GetServiceInfo 接続するBluetooth機器のサービス情報を取得します。 


08 BTLib_SelectDevice 接続するBluetooth機器を指定します。 


09 BTLib_SetPassKey DT-950本体のPassKeyを設定します。 


10 BTLib_TrustDevice 指定したBluetooth機器に対してデバイスの信頼を行います。 


11 BTLib_GetWakeOnStatus DT-950本体のBluetooth WakeOn設定を取得します。 


12 BTLib_SetWakeOnStatus DT-950本体のBluetooth WakeOn機能を設定します。 


Registry Access Functions 
13 BTLib_RegisterLocalInfo DT-950本体のBluetoothデバイス情報をレジストリに登録します。 
14 BTLib_RegisterDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリに登録します。 


15 BTLib_SearchDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから検索して取得します。 


16 BTLib_DeleteDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから削除します。 


17 BTLib_GetDefaultDeviceInfo デフォルトで通信するBluetooth機器の情報を取得します。 


18 BTLib_SetDefaultDevice デフォルトで通信するBluetooth機器を設定します。 
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5-6-2.仮想シリアル通信 API 


NO. 関数名 機能 
Serial Communication Functions (Windows API) 


1 CreateFile 仮想COMポートをオープンします。 


2 CloseHandle 仮想COMポートをクローズします。 


3 GetCommState 仮想COMポートの状態を取得します。 


4 SetCommState 仮想COMポートの状態を設定します。 


5 GetCommTimeouts 仮想COMポートのタイムアウトパラメータを取得します。 


6 SetCommTimeouts 仮想COMポートのタイムアウトパラメータを設定します。 


7 WriteFile 仮想COMポートにデータを送信します。 


8 ReadFile 仮想COMポートからデータを受信します。 


9 SetCommMask 仮想COMポートのイベントマスクの値を取得します。 


10 GetCommMask 仮想COMポートのイベントマスクの値を設定します。 


11 WaitCommEvent 仮想COMポートをイベント待ち状態にします。 


12 EscapeCommFunction 仮想COMポートの拡張機能を実行します。 


13 ClearCommBreak 仮想COMポートのブレーク状態から復帰します。 


14 ClearCommError 仮想COMポートのエラー状態を取得し、エラー状態から復帰します。 


15 GetCommProperties 仮想COMポートのプロパティを取得します。 


16 GetCommModemStatus 仮想COMポートのモデム制御レジスタの値を取得します。 
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5-7.関数リファレンス 


5-7-1.ライブラリで使用する構造体の定義 


ライブラリ関数で使用する構造体の定義を示します。 


 


(1) BTST_LOCALINFO構造体 


DT-950本体の Bluetoothデバイス情報を格納する構造体です。 


struct _btlocalinfo { 


TCHAR  LocalName[82];  Bluetooth機器名 


  TCHAR  LocalAddress[18];  Bluetooth機器アドレス 


  LONG  LocalDeviceMode;  Bluetoothデバイスモード 


  LONG  LocalMajorClass  Bluetooth メジャーデバイスクラス 


  LONG  LocalMinorClass  Bluetoothマイナーデバイスクラス 


  LONG  LocalServiceClass  Bluetooth メジャーサービスクラス 


  BOOL  Authentication;  Bluetooth認証設定フラグ 


  BOOL  Encryption;  暗号設定フラグ 


} BTST_LOCALINFO; 


 


BTST_LOCALINFO構造体を使用する関数は以下の通りです。 


BTLib_GetLocalInfo 


BTLib_SetLocalInfo 


 


(2) BTST_DEVICEINFO構造体 


通信する Bluetoothデバイスの情報を格納する構造体です。 


struct _btdeviceinfo { 


 LONG  DeviceErrorFlag;  エラーフラグ 


 TCHAR  DeviceName[82];  Bluetooth機器名 


 TCHAR  DeviceAddress[18]; Bluetooth機器アドレス 


 LONG  MajorDeviceClass;  Bluetooth メジャーデバイスクラス 


 LONG  MinorDeviceClass; Bluetoothマイナーデバイスクラス 


 LONG  ServiceClass;  Bluetooth メジャーサービスクラス 


 DWORD  ProfileNumber;  使用可能なプロファイルの数 


 WORD  ProfileUUID[16];  使用可能なプロファイルの種類 


} BTST_DEVICEINFO; 
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BTST_DEVICEINFO構造体を使用する関数は以下の通りです。 


BTLib_GetDeviceInfo 


BTLib_GetDeviceInfo 


BTLib_SelectDevice 


BTLib_TrustDevice 


BTLib_RegisterDeviceInfo 


BTLib_SearchDeviceInfo 


BTLib_DeleteDeviceInfo 


BTLib_GetDefaultDeviceInfo 


BTLib_SetDefaultDevice 


 


5-7-2.ライブラリで使用する定数パラメータの定義 


ライブラリ関数で使用する定数パラメータを次に示します。 
 


(1) デバイスモードの定義 


デバイスモードは、DT-950本体のBluetoothが他のBluetoothデバイスに対してアクセス許可するかどう


かを決めるパラメータです。以下のパラメータが使用できます。 


 


BTMODE_NO_SCANS 他のBluetoothデバイスからのInquiryおよび接続を許可しない 


BTMODE_INQUIRY_ENABLED 他のBluetoothデバイスからのInquiryのみ許可する 


BTMODE_PAGE_ENABLED 他のBluetoothデバイスからの接続のみ許可する 


BTMODE_BOTH_ENABLED 他の Bluetoothデバイスからの Inquiryおよび接続を許可する 


 


デバイスモードパラメータは、BTST_LOCALINFO構造体のLocalModeメンバを使用して、パラメータの


取得および設定を行います。デフォルトの設定は、BTMODE_BOTH_ENABLEDです。 
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(2) デバイスクラスの定義 


デバイスクラスは、Bluetooth 機器がどのような属性を持っているかを示すパラメータです。デバイスクラス


のパラメータは、メジャーサービスクラス、メジャーデバイスクラス、マイナーデバイスクラスの 3 種類があり、こ


れらのパラメータの論理和（OR）を取ることにより、パラメータとして機能します。 


 


(ⅰ)メジャーサービスクラス 


 メジャーサービスクラスは、Bluetooth デバイスのサービス属性を示すパラメータです。以下のパラメ


ータが使用可能です。各パラメータの論理和（OR）を取ることにより、複数のメジャークラスサービスを設


定することが可能です。 


 


BTCOD_LIMITED_DISCOVERABLE  


BTCOD_RESERVED_1    


BTCOD_RESERVED_2    


BTCOD_POSITIONING    


BTCOD_NETWORKING    


BTCOD_RENDERING    


BTCOD_CAPTURING    


BTCOD_OBJECT_TRANSFER   


BTCOD_AUDIO     


BTCOD_TELEPHONY    


BTCOD_INFORMATION    


 


(ⅱ)メジャーデバイスクラス 


 メジャーデバイスクラスは、Bluetoothデバイスの大まかな機器属性を示すパラメータです。以下のパ


ラメータのうち、どれか 1種類が使用可能です。 


 


BTCOD_MAJOR_MISC    


BTCOD_MAJOR_COMPUTER   


BTCOD_MAJOR_PHONE    


BTCOD_MAJOR_LAN_ACCESS_POINT  


BTCOD_MAJOR_AUDIO    


BTCOD_MAJOR_PERIPHERAL   


BTCOD_MAJOR_IMAGING   


BTCOD_MAJOR_UNCLASSIFIED   
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(ⅲ)マイナーデバイスクラス 


マイナーデバイスクラスは、Bluetooth デバイスの詳細な機器属性を示すパラメータです。各メジャー


デバイスクラスごとに、使用可能なマイナーデバイスクラスが決められております。 


 


以下のパラメータは、BTCOD_MAJOR_LAN_ACCESS_POINTを除く全てのメジャーデバイスクラ 


スと組み合わせて使用します。 


BTCOD_MINOR_UNCLASSIFIED   


 


以下のパラメータは、BTCOD_MAJOR_COMPUTERデバイスクラスと組み合わせて使用します。 


BTCOD_COMPUTER_DESKTOP   


BTCOD_COMPUTER_SERVER   


BTCOD_COMPUTER_LAPTOP   


BTCOD_COMPUTER_HANDHELD   


BTCOD_COMPUTER_PALM   


 


以下のパラメータは、BTCOD_MAJOR_PHONEデバイスクラスと組み合わせて使用します。 


BTCOD_PHONE_CELLULAR   


BTCOD_PHONE_CORDLESS   


BTCOD_PHONE_SMART    


BTCOD_PHONE_MODEM    


 


以下のパラメータは、BTCOD_MAJOR_LAN_ACCESS_POINT デバイスクラスと組み合わせて使


用します。 


BTCOD_LAP_FULLY_AVAILABLE   


BTCOD_LAP_USAGE_1    


BTCOD_LAP_USAGE_2    


BTCOD_LAP_USAGE_3    


BTCOD_LAP_USAGE_4    


BTCOD_LAP_USAGE_5    


BTCOD_LAP_USAGE_6    


BTCOD_LAP_NOT_AVAILABLE   
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以下のパラメータは、BTCOD_MAJOR_AUDIOデバイスクラスと組み合わせて使用します。 


BTCOD_AUDIO_HEADSET_PROFILE  


BTCOD_AUDIO_HANDS_FREE   


BTCOD_AUDIO_RESERVED1   


BTCOD_AUDIO_MICROPHONE   


BTCOD_AUDIO_LOUDSPEAKER   


BTCOD_AUDIO_HEADPHONES   


BTCOD_AUDIO_PORTABLE_AUDIO  


BTCOD_AUDIO_CAR_AUDIO   


BTCOD_AUDIO_SET_TOP_BOX   


BTCOD_AUDIO_HI_FI_DEVICE   


BTCOD_AUDIO_VCR    


BTCOD_AUDIO_VIDEO_CAMERA   


BTCOD_AUDIO_CAMCORDER   


BTCOD_AUDIO_VIDEO_MONITOR   


BTCOD_AUDIO_DISPLAY_LOUDSPEAKER  


BTCOD_AUDIO_VIDEO_CONFERENCING  


BTCOD_AUDIO_RESERVED   


BTCOD_AUDIO_GAMING_TOY   


  


以下のパラメータは、BTCOD_MAJOR_PERIPHERALデバイスクラスと組み合わせて使用します。 


BTCOD_PP_KEYBOARD    


BTCOD_PP_POINTING_DEVICE   


BTCOD_PP_COMBO_DEVICE   


 


以下のパラメータは、BTCOD_MAJOR_PERIPHERAL デバイスクラスのマイナーデバイスクラスと


組み合わせて使用します。 


BTCOD_PP_UNCATEGORIZED   


BTCOD_PP_JOYSTICK    


BTCOD_PP_GAMEPAD    


BTCOD_PP_REMOTE_CONTROL   


BTCOD_PP_SENSING_DEVICE   
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以下のパラメータは、BTCOD_MAJOR_IMAGINGデバイスクラスと組み合わせて使用します。 


BTCOD_IMAGING_RESERVED1   


BTCOD_IMAGING_RESERVED2   


BTCOD_IMAGING_DISPLAY   


BTCOD_IMAGING_CAMERA   


BTCOD_IMAGING_SCANNER   


BTCOD_IMAGING_PRINTER   


 


(ⅳ)デバイスクラスパラメータの取得・設定方法 


DT-950 本体のデバイスクラスを取得する場合は、BTLib_GetLocalInfo 関数を実行した後、引数の


BTST_LOCALINFO構造体の LocalMajorClass, LocalMinorClass, LocalServiceClassの各メン


バを参照します。他の Bluetooth デバイスのデバイスクラスを取得する場合は、BTLib_GetDeviceInfo


関数を実行した後、引数のBTST_DEVICEINFO構造体のMajorDeviceClass, MinorDeviceClass, 


ServiceClassの各メンバを参照します。 


DT-950本体のデバイスクラスを設定する場合は、BTST_LOCALINFO構造体のLocalClassメンバ


にデバイスクラスパラメータを設定後、BTLib_SetLocalInfo関数を実行します。 


 


※デバイスクラスパラメータの詳細につきましては、Bluetooth Assinged Numbersを参照してください。 


http://www.bluetooth.org/assigned-numbers.htm 
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(3) サービス UUIDの定義 


サービスUUIDは、通信先のBluetoothデバイスで使用可能なサービスを取得する際に使用されるパラメ


ータです。以下のパラメータが使用できます。 


BTUUID_SDP_PROTOCOL 


BTUUID_RFCOMM_PROTOCOL 


BTUUID_TCS_PROTOCOL 


BTUUID_CTP_PROTOCOL 


BTUUID_L2CAP_PROTOCOL 


BTUUID_IP_PROTOCOL 


BTUUID_UDP_PROTOCOL 


BTUUID_TCP_PROTOCOL 


BTUUID_TCS_AT_PROTOCOL 


BTUUID_OBEX_PROTOCOL 


BTUUID_FTP_PROTOCOL 


BTUUID_HTTP_PROTOCOL 


BTUUID_WSP_PROTOCOL 


BTUUID_BNEP_PROTOCOL 


BTUUID_UPNP_PROTOCOL 


BTUUID_HIDP_PROTOCOL 


BTUUID_SERVICE_DISCOVERY_SERVER  


BTUUID_BROWSE_GROUP_DESCRIPTOR  


BTUUID_PUBLIC_BROWSE_ROOT   


BTUUID_PUBLIC_BROWSE_GROUP 


BTUUID_SERIAL_PORT    


BTUUID_LAN_ACCESS_USING_PPP  


BTUUID_DIALUP_NETWORKING   


BTUUID_IR_MC_SYNC    


BTUUID_OBEX_OBJECT_PUSH   


BTUUID_OBEX_FILE_TRANSFER   


BTUUID_IR_MC_SYNC_COMMAND  


BTUUID_HEADSET    


BTUUID_CORDLESS_TELEPHONY  


BTUUID_INTERCOM    


BTUUID_FAX     


BTUUID_HEADSET_AUDIO_GATEWAY  


BTUUID_WAP     


BTUUID_WAP_CLIENT  
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BTUUID_PANU   


BTUUID_NAP   


BTUUID_GN   


BTUUID_DIRECT_PRINTING  


BTUUID_REFERENCE_PRINTING  


BTUUID_IMAGING  


BTUUID_IMAGING_RESPONDER    


BTUUID_IMAGING_AUTOMATIC_ARCHIVE  


BTUUID_IMAGING_REFERENCE_OBJECTS  


BTUUID_HANDSFREE     


BTUUID_HANDSFREE_AUDIO_GATEWAY  


BTUUID_DIRECT_PRINTING_REFERENCE_OBJECTS 


BTUUID_REFLECTED_UI     


BTUUID_BASIC_PRINTING    


BTUUID_PRINTING_STATUS    


BTUUID_HUMAN_INTERFACE_DEVICE_SERVICE  


BTUUID_HARDCOPY_CABLE_REPLACEMENT  


BTUUID_CHR_PRINT     


BTUUID_HCR_SCAN     


BTUUID_COMMON_ISDN_ACCESS   


BTUUID_VIDEO_CONFERENCING_GW   


BTUUID_PNP_INFORMATION    


BTUUID_GENERIC_NETWORKING   


BTUUID_GENERIC_FILE_TRANSFER   


BTUUID_GENERIC_AUDIO    


BTUUID_GENERIC_TELEPHONY    


BTUUID_CTP      


  


サービスクラスは、BTLib_GetServiceInfo 関数を実行したとき、BTST_DEVICEINFO 構造体の


ProfileUUID メンバに値が格納されます。 
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5-7-3.エラーフラグ 


エラーフラグの種類について説明します。エラーフラグは、エラーカテゴリフラグとエラーステータスフラグの組


み合わせとして、ライブラリ関数から戻ります。 


 


 (1) エラーカテゴリフラグ 


   エラーカテゴリフラグは、エラーが発生したカテゴリを示すためのフラグです。 


BTERR_CAT_NO_CATEGORY  


BTERR_CAT_UART   


BTERR_CAT_OSIF   


BTERR_CAT_L2HCI   


BTERR_CAT_RFCOMM   


BTERR_CAT_SDK   


BTERR_CAT_LYM   


BTERR_CAT_IPC_RPC     


BTERR_CAT_OBEX   


BTERR_CAT_BLUETOOTH  


BTERR_CAT_WSADAPTER  


BTERR_CAT_WINSOCK_2X  


BTERR_CAT_BNEP   


BTERR_CAT_WINDOWS_SYSTEM  


BTERR_CAT_WINDOWS_REGISTRY 


 


 (2) エラーステータスフラグ 


   エラーステータスフラグは、エラーの状態を示すためのフラグです。 


 BTERR_SUCCESS 


 BTERR_INVALID_PARAMETER_1  


 BTERR_INVALID_PARAMETER_2  


 BTERR_INVALID_PARAMETER_3  


 BTERR_INVALID_PARAMETER_4  


 BTERR_INVALID_PARAMETER_5  


 BTERR_INVALID_PARAMETER_6  


 BTERR_INVALID_PARAMETER_7  


 BTERR_INVALID_PARAMETER_8  


 BTERR_INVALID_PARAMETER_9  


 BTERR_INVALID_PARAMETER_10 


 BTERR_INVALID_PARAMETER_11_OR_MORE 
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 BTERR_FAILED     


 BTERR_PENDING    


 BTERR_NO_MEMORY    


 BTERR_INVALID_PARAMETER   


 BTERR_OPERATION_FAILED   


 BTERR_INVALID_HANDLE   


 BTERR_CONNECTION_CLOSED   


 BTERR_BUFFER_TOO_SMALL    


 BTERR_END_OF_LIST    


 BTERR_ALREADY_EXISTS   


 BTERR_NOT_FOUND    


 BTERR_OVERFLOW    


 BTERR_TIMEOUT    


 BTERR_NOT_IMPLEMENTED   


 BTERR_NO_RESOURCES    


 BTERR_INVALID_CONNECTION   


 BTERR_UNINITIALIZED    


 BTERR_UNLOADING    


 BTERR_NO_SERVER    


 BTERR_INVALID_STATE    


 BTERR_HW_ERROR    


 BTERR_DOES_NOT_EXIST   


 BTERR_CONNECTION_FAILED   


 BTERR_CONNECTION_LOST   


 BTERR_EARLY_RETURN    


 BTERR_CANCELLED_BY_USER   


 BTERR_UNAUTHORIZED    


 BTERR_INVALID_CHANNEL   


 BTERR_CONFLICT    


 BTERR_COULD_NOT_WRITE_TO_FILE  


 BTERR_SHARE_DOES_NOT_EXIST  


 BTERR_SCATTERNET    


 BTERR_PACKET_DROPPED   


 BTERR_MALFORMED_PACKET   


 BTERR_REDUNDANT    


 BTERR_COULD_NOT_OPEN_FILE   


 BTERR_TCPIP_NOT_AVAILABLE   
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 BTERR_INVALID_CRITICAL_SECTION  


 BTERR_BIND     


 BTERR_OPENING_SOCKET    


 BTERR_MAXIMUM_RECURSION   


 BTERR_NO_MATCH    


 BTERR_PROTOCOL_UNAVAILABLE  


 BTERR_VERSION    


 BTERR_VALUE_NOT_FOUND   


 BTERR_SET_STRING_VALUE   


 BTERR_SET_UINT_VALUE   


 BTERR_SET_BIN_VALUE    


 BTERR_UNK_VALUE_TYPE   


 BTERR_MALFORMED_ADDRESS   


 BTERR_INVALID_PORT    


 BTERR_INVALID_UUID    


 BTERR_SERVICE_DOES_NOT_EXIST  


 BTERR_OBJECT_TYPE_INVALID   


 BTERR_DEFAULT_OBJECT_NOT_SET  


 BTERR_MALFORMED_PROPERTY   


 BTERR_COULD_NOT_READ_FILE   


 BTERR_FILE_NOT_FOUND   


 BTERR_DIRECTORY_NOT_FOUND  


 BTERR_CONNECTED    


 BTERR_MALFORMED_PRINTABLE_STRING 


 BTERR_MAX_FILESIZE_REACH   


 


BTERR_LIB_INIT    


BTERR_APP_EXIST    


 BTERR_DEVICE_LIST    


 BTERR_DEVICE_ADDRESS   


 BTERR_REG_OPEN    


 BTERR_REG_WRITE    


 BTERR_REG_READ    


 BTERR_REG_DELETE    


 BTERR_REG_NO_DATA    


 BTERR_REG_NOT_FOUND   
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5-7-4.関数リファレンス 


次頁より、関数リファレンスを説明します。 


仮想COMポートで使用するシリアル通信関数については、Windows API関連の資料を参照してください。 


また、仮想 COMポートでシリアル通信関数を使用する際の注意点については、5-9を参照してください。 
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 BTLib_Initialize 
 


機能 DT-950 本体の Bluetooth デバイスの使用を開始します。Bluetooth 仮想 COM ポートも初期化さ


れます。 


他の Bluetooth機器との接続および通信を行う前に、最初にこの関数を必ず実行してください。 


 


書式 LONG BTLib_Initialize ( 


void 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  初期化に失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 
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 BTLib_DeInitialize 
 


機能 DT-950 本体の Bluetooth デバイスの使用を終了します。Bluetooth 仮想 COM ポートも使用でき


なくなります。 


他の Bluetooth機器との通信終了後、最後にこの関数を必ず実行してください。 


 


書式 LONG BTLib_DeInitialize ( 


void 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  リソース解放に失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 本関数を実行しないでユーザアプリケーションを終了した場合、次回 BTLib_Initialize 関数を実行


したときにエラーが発生して、DT-950本体の Bluetoothデバイスが使用できなくなる可能性がありま


す。 
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 BTLib_GetLocalInfo 
 


機能 DT-950本体の Bluetoothデバイス情報を取得します。本関数では、BTST_LOCALINFO構造体


の全てのメンバが取得されます。 


Bluetoothデバイスモードおよび Bluetoothデバイスクラスにおいて取得可能なパラメータについて


は、4-7-2を参照してください。 


 


書式 LONG BTLib_GetLocalInfo ( 


  BTST_LOCALINFO *LocalInfo 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ LocalInfo [out] DT-950本体の Bluetoothデバイス情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報取得失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 
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 BTLib_SetLocalInfo 
 


機能 DT-950 本体の Bluetooth デバイス情報を設定します 。本関数を実行する前に 、


BTLib_GetLocalInfo関数を実行して、現在の Bluetoothデバイス情報を取得してください。 


本関数では、BTST_LOCALINFO 構造体のメンバのうち、Bluetooth アドレスを除く全てのデバイ


ス情報が設定されます。Bluetoothデバイスモードおよび Bluetoothデバイスクラスにおいて設定可


能なパラメータについては、4-7-2を参照してください。 


 


書式 LONG BTLib_SetLocalInfo ( 


BTST_LOCALINFO *LocalInfo 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ LocalInfo [in] 設定する DT-950本体の Bluetoothデバイス情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報設定失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 Bluetoothデバイス情報のうち、Bluetooth機器アドレスは変更しないでください。Bluetooth機器ア


ドレスを変更して本関数を実行すると、エラーとなります。 


暗号設定フラグは、Bluetooth 認証フラグが有効の場合のみ、設定が可能です。Bluetooth 認証フ


ラグが無効の場合は、暗号設定フラグを無効に設定してください。 
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 BTLib_Inquiry 
 


機能 Bluetooth機器の Inquiry（問い合わせ）を実行します。 


 


書式 LONG BTLib_Inquiry ( 


DWORD *DeviceNumber,  


 DWORD InquiryTime 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceNumber [out] Inquiryで発見された Bluetooth機器の数を格納する変数 


 InquiryTime [in] Inquiryを実行する時間（単位はミリ秒） 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器の Inquiry失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 本関数を実行した後、BTLib_GetDeviceInfo 関数を実行して、Bluetooth 機器のデバイス情報を


取得してください。 
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 BTLib_GetDeviceInfo 
 


機能 BTLib_Inquiry 関数で発見された Bluetooth 機器のデバイス情報を取得します。BTLib_Inquiry


関数を実行後、必ず本関数を実行して Bluetooth機器情報を取得してください。 


 本関数で取得できるデバイス情報は、以下の通りです。Bluetooth デバイスクラスにおいて取得可能


なパラメータについては、4-7-2を参照してください。 


 


・Bluetooth機器名 


・Bluetooth機器アドレス 


・Bluetoothデバイスクラス 


 


書式 LONG BTLib_GetDeviceInfo ( 


  BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo,  


 DWORD DeviceNumber 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [out] Bluetooth機器情報を格納する構造体変数 


 DeviceNumber [in] BTLib_Inquiry関数で取得した Bluetooth機器の数 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報取得失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 Bluetooth機器情報を格納する構造体の変数は、配列として用意してください。 


Bluetooth機器名が取得できなかった場合、Bluetooth機器名の変数に Bluetooth機器アドレスを


格納します。 


取得した Bluetooth 機器情報のうち、Bluetooth 機器名以外の情報は書き換えないでください。


Bluetooth機器との接続および通信ができなくなる可能性があります。 


本関数を実行すると、Bluetooth 機器のサービス情報が初期化されます。Bluetooth 機器のサービ


ス情報を取得する場合は、本関数を実行後、BTLib_GetServiceInfo関数を実行してください。 
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 BTLib_GetServiceInfo 
 


機能 通信する Bluetooth機器のサービス情報を取得します。取得可能なサービスクラスパラメータについ


ては、4-7-2を参照してください。 


本関数を実行する前に、BTLib_GetDeviceInfo 関数を実行して、サービス情報以外のデバイス情


報をあらかじめ取得してください。 


 


書式 LONG BTLib_GetServiceInfo ( 


  BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in / out] Bluetooth機器情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器サービス情報取得失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 本関数を実行しなくても、Bluetooth 機器との接続を行うことは可能です。サポートしている通信プロ


ファイルの種類をチェックする場合に使用してください。 


Bluetooth機器によっては、SDP(Service Discovery Profile)をサポートしない等の理由で、


使用可能なプロファイルの情報をを取得できない場合があります。 


本関数を実行後、再び BTLib_GetDeviceInfo関数を実行すると、引数に格納された Bluetooth


サービス情報は消去されてしまいます。 
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 BTLib_SelectDevice 
 


機能 接続する Bluetooth 機器を指定します。Bluetooth 通信を開始する前にこの関数を実行して、接続


する Bluetooth機器を選択してください。 


 


書式 LONG BTLib_SelectDevice ( 


  BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo,  


 LPTSTR PortName 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 接続する Bluetooth機器の情報 


    デフォルトの Bluetooth機器を指定する場合、NULLを指定する 


 PortName [in] 接続する通信ポート 


    以下の中から一つを指定する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器の指定に失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 この関数を実行しない場合、BTLib_SetDefaultDevice関数で設定したデフォルトの Bluetooth機


器が、接続する Bluetooth機器として指定されます。 
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 BTLib_SetPassKey 
 


機能 DT-950本体の PassKey を設定します。PassKey は、DT-950本体で他の Bluetooth機器とのボ


ンドを実行する場合、および他の Bluetooth機器から PassKey要求があったときに使用されます。 


パラメータの設定により、他のBluetooth機器からのPassKey要求を拒否することが可能です。設定


した PassKeyは、BTLib_SetPassKey関数および BTLib_DeInitialize関数を実行するまで有効


です。 


 


書式 LONG BTLib_SetPassKey ( 


 LPTSTR  PassKey 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ PassKey  [in] 設定するパスキー 


    NULL または空文字列(””)を指定した場合、他の Bluetooth機器 


からの PassKey要求を拒否する 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  PassKeyの設定に失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 BTLib_TrustDevice関数を実行する前に、必ず本関数を実行してください。 


他の Bluetooth機器から DT-950へ PassKey要求が必要となる場合は、事前に本関数を実行して


PassKeyを設定してください。 
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 BTLib_TrustDevice 
 


機能 DT-950本体から、指定した Bluetooth機器との信頼を行います。 


 


書式 LONG BTLib_TrustDevice ( 


  BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo,  


 LPTSTR PortName 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] デバイスの信頼を実行する Bluetooth機器の情報 


    NULLを指定した場合、デフォルトのBluetooth機器とのデバイスの 


信頼を実行する 


 PortName [in] デフォルトで通信する設定をした通信ポート 


DeviceInfo で NULL を指定した場合のみ、以下の中から一つを指


定する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器とのボンドに失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 関数を実行する前に、BTLib_SetPassKey 関数を必ず実行して、ボンド実行時に使用される


PassKeyを設定しておいてください。 


PassKeyを設定していない場合、または BTLib_SetPassKey関数でパラメータにNULLまたは空


文字列(“”)を指定した場合、本関数はエラーを返します。 


通信先の Bluetooth機器からボンド要求があった場合、BTLib_SetPassKeyで設定した PassKey


を自動的に送信するので、本関数を実行する必要はありません。 
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 BTLib_GetWakeOnStatus 
 


機能 DT-950本体の Bluetooth WakeOn設定を取得します。 


 


書式 LONG BTLib_GetWakeOnStatus ( 


  DWORD *WakeOnStatus 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ WakeOnStatus [out] DT-950本体の Bluetooth Wake On設定を取得する変数 


    以下の値のいずれかが取得される 


    BTWAKEON_ENABLE Bluetooth WakeON設定が有効 


    BTWAKEON_DISABLE Bluetooth WakeON設定が無効 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報取得失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 
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 BTLib_SetWakeOnStatus 
 


機能 DT-950本体の Bluetooth WakeOn機能を設定します。 


 


書式 LONG BTLib_SetWakeOnStatus ( 


DWORD WakeOnStatus 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ WakeOnStatus [in] DT-950本体の Bluetooth WakeOnを設定する変数 


    以下の値のいずれかを設定する 


    BTWAKEON_ENABLE Bluetooth WakeOn設定を有効にする 


    BTWAKEON_DISABLE Bluetooth WakeOn設定を無効にする 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報設定失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 Bluetooth WakeOn設定は、DT-950をサスペンドする前に実行してください 
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 BTLib_RegisterLocalInfo 
 


機能 DT-950本体の Bluetoothデバイス情報をレジストリに登録します。 


登録したデバイス情報は、次回 BTLib_Initialize関数を実行したときに再設定されます。 


 


書式 LONG BTLib_RegisterLocalInfo ( 


  void 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報登録失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 Bluetooth デバイス情報を変更してレジストリに登録する場合は、本関数を実行する前に


BTLib_SetLocalInfo関数を実行して、Bluetoothデバイス情報を変更してください。 
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 BTLib_RegisterDeviceInfo 
 


機能 Bluetooth機器の情報をレジストリに登録します。 


 


書式 LONG BTLib_RegisterDeviceInfo ( 


  BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 登録する Bluetooth機器の情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリへの登録失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 登録するBluetooth機器情報のBluetoothアドレスがすでにレジストリに登録されている場合、以前


登録した Bluetooth機器情報は上書きされます。 
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 BTLib_SearchDeviceInfo 
 


機能 検索キーを指定して、Bluetooth機器の情報をレジストリから検索して取得します。 


 検索キーと一致する Bluetooth機器情報の数のみを取得することも可能です。 


 


書式 LONG BTLib_SearchDeviceInfo ( 


  BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo,  


DWORD *DeviceNumber,  


  LPTSTR SearchKey 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in / out] キーと一致した Bluetooth機器の情報 


    DeviceNumberで指定した数以上の配列を用意する 


NULL を指定した場合、キーと一致した Bluetooth機器の数のみを


返す 


DeviceNumber [in / out] 取得する Bluetooth機器情報の最大値を設定する 


実行後、キーと一致した Bluetooth機器の数が格納される 


 SearchKey [in] Bluetooth機器情報検索キー 


    Bluetoothアドレスまたは Bluetooth機器名を指定する 


NULL を指定した場合、レジストリに登録されている全ての


Bluetooth機器の情報を返す 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリからの検索失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 Bluetooth機器情報を格納する構造体の変数は、配列として用意してください。 


DeviceNumberで小さい値を指定すると、キーと一致したBluetooth機器情報が完全には取得でき


ない場合があります。キーと一致すると想定される Bluetoothデバイスの個数よりも大きい値を指定し


てください。 


検索キーと一致する Bluetooth機器情報の数が予想できない場合には、最初に検索キーと一致


する Bluetooth機器情報の数のみを取得してください。その後、Bluetooth機器情報を格納する構


造体の変数を動的に確保し、再度同じ検索キーを使用して Bluetooth 機器情報を取得してく


ださい。 
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 BTLib_DeleteDeviceInfo 
 


機能 指定した Bluetooth機器の情報をレジストリから削除します。 


 


書式 LONG BTLib_DeleteDeviceInfo ( 


  BT_DEVICEINFO *DeviceInfo 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 削除する Bluetooth機器の情報を格納する構造体 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリからの削除失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 指定するBluetooth機器情報は、BTLib_SearchDeviceInfo関数を使用して取得してください。 


引数として使用する Bluetooth 機器情報が、レジストリに登録されている Bluetooth 機器情


報と一致しない場合、エラーとなります。 
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 BTLib_GetDefaultDeviceInfo 
 


機能 デフォルトで通信する Bluetooth機器の情報を取得します。 


 


書式 LONG BTLib_GetDefaultDeviceInfo ( 


BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo,  


LPTSTR PortName 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [out] デフォルトの Bluetooth機器の情報を取得する構造体 


 PortName [in] デフォルトの Bluetooth機器と通信するときの通信ポート 


    以下の中から一つを指定する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デフォルトで通信する Bluetooth機器情報の取得失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 デフォルトで通信する Bluetooth機器を設定していない場合、エラーとなります。 
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 BTLib_SetDefaultDevice 
 


機能 デフォルトで通信する Bluetooth機器を設定します。 


本関数で設定したデフォルトの Bluetooth機器は、次回 BTLib_Initialize関数を実行したときに有


効となります。 


 


書式 LONG BTLib_SetDefaultDevice ( 


  BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo,  


  LPTSTR PortName 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] デフォルトに設定する Bluetooth機器の情報を格納する構造体 


    NULLを指定した場合、デフォルトで通信するデバイスを設定しない 


PortName [in] デフォルトの Bluetooth機器と通信するときの通信ポート 


    以下の中から一つを選択する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デフォルトで通信する Bluetooth機器情報の設定失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 本関数を実行しても、BTLib_SelectDevice 関数を使用して接続先として指定した Bluetooth 機器


は変更されません。 


関数を実行する前に、BTLib_RegistDeviceInfo 関数を実行して、Bluetooth 機器情報をレジストリ


に登録しておく必要ががあります。 


関数で使用する Bluetooth機器情報は、BTLib_SearchDeviceInfo関数を使用して取得してく


ださい。Bluetooth機器情報がレジストリに登録されている Bluetooth機器情報と一致しない


場合、エラーとなります。 
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5-8.各プロファイルの Bluetooth機器接続手順 
 DT-950 がサポートしているプロファイルを使用して、他の Bluetooth 機器との接続および通信を行う手順を


示します。 


 


5-8-1.通信する Bluetooth機器情報の登録 


DT-950 本体の Bluetooth デバイスをマスタモードで使用する場合には、以下の手順に従って通信する


Bluetooth機器の登録を行ってください。 


 


(1) Bluetoothデバイスの初期化


BTLib_Initialize 


(2) Bluetoothデバイスの情報設定 


BTLib_GetLocalInfo 


BTLib_SetLocalInfo 


(3) Bluetoothデバイスの 


情報をレジストリへ登録 


BTLib_RegistLocalInfo


(4) 通信するBluetooth機器の


Inquiry（問い合わせ） 


BTLib_Inquiry 


(6) 通信するBluetooth機器の 


サービス情報取得 


BTLib_GetServiceInfo 


(7) 通信するBluetooth機器の 


情報をレジストリへ登録 


BTLib_RegistDeviceInfo 


(8) デフォルトで通信する 


Bluetooth機器を指定 


BTLib_SetDefaultDevice 


(9) Bluetooth機器との 


通信を実行 


(10) Bluetoothデバイスの使用を終了


BTLib_DeInitialize 


(5) 通信するBluetooth機器の


機器情報取得 


BTLib_GetDeviceInfo 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


・手順(6)は省略することが可能です。 


・デフォルトで通信する Bluetooth機器を指定する場合は、手順(8)を実行してください。 


・Bluetooth機器情報の登録終了後直ちに通信を行う場合は、手順(9)を実行してください。 
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5-8-2.シリアルプロファイル使用時の接続方法 


シリアルプロファイルを使用する場合、DT-950本体のBluetoothデバイスの動作モードによって、2通りの接


続方法があります。 


 


(1) クライアント（マスタ）モードで接続する場合 


 


(1) Bluetoothデバイスの初期化


BTLib_Initialize 


(2) 通信する Bluetooth機器の 


情報をレジストリから取得 


BTLib_SearchDeviceInfo 


(3) 通信する Bluetooth機器を選択 


BTLib_SelectDevice 


(4) Bluetooth Passkeyの設定


  BTLib_SetPassKey 


(6) Bluetooth機器との通信を実行 


WriteFile / ReadFile等 


(7) Bluetooth接続の切断 


（仮想 COMポートのクローズ） 


CloseHandle 


(8) Bluetoothデバイスの使用を終了


BTLib_DeInitialize 


(5) Bluetooth機器との接続 


  （仮想 COMポートのオープン） 


  CreateFile 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


・デフォルトの Bluetooth機器と接続する場合、手順(2)と手順(3)は不要です。 


・通信先の Bluetooth機器が PassKeyを要求する場合は、手順(4)を実行してください。 


・複数の Bluetooth機器とシリアル通信を行う場合は、手順(2)から手順(7)を繰り返し実行してください。 
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(2) サーバ（スレーブ）モードで接続する場合 


 


(6) Bluetooth機器との接続 


通信先の Bluetooth機器で


接続操作を実行 


(7) Bluetooth機器との通信を実行 


WriteFile / ReadFile等 


(8) Bluetooth機器の切断 


通信先の Bluetooth機器で


切断操作を実行 


(9) 仮想 COMポートのクローズ 


CloseHandle 


(10) Bluetoothデバイスの使用を終了


BTLib_DeInitialize 


(1) Bluetoothデバイスの初期化


BTLib_Initialize 


(2) Bluetoothデバイスの情報設定 


BTLib_GetLocalInfo 


BTLib_SetLocalInfo 


(3) Bluetoothデバイスの情報を 


レジストリへ登録 


BTLib_RegisterLocalInfo 


(4) Bluetooth Passkeyの設定


  BTLib_SetPassKey 


(5) 仮想 COMポートのオープン


CreateFile 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


・サーバモードで接続する場合、DT-950本体に Bluetooth機器情報を登録する必要はありません。 


・複数の Bluetooth機器とシリアル通信を行う場合は、手順(2)から手順(9)を繰り返し実行してください。 
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5-8-3.ダイヤルアッププロファイル使用時の接続方法 


 


(5) Bluetooth Passkeyの設定 


  BTLib_SetPassKey 


(6) ダイヤルアップ接続の実行 


(7) Bluetooth機器との通信を実行 


通信ソフトまたはユーザアプリ 


ケーションを使用 


(9) Bluetoothデバイスの使用を終了


BTLib_DeInitialize 


(2) Bluetoothデバイスの初期化


BTLib_Initialize 


(3) 通信する Bluetooth機器の 


情報をレジストリから取得 


BTLib_SearchDeviceInfo 


(4) 通信する Bluetooth機器を選択 


BTLib_SelectDevice 


(1) 使用する仮想 COMポートを 


指定してダイヤルアップ接続を作成 


(8) ダイヤルアップ接続の切断 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


・手順(1)、(6)、(7)、(8)は、DT-950 のコントロールパネル「ダイヤルアップとネットワーク接続」を操作してくだ


さい。具体的な操作方法については、別途マニュアルを参照してください。 


・デフォルトの Bluetooth機器と接続する場合、手順(3)と手順(4)は不要です。 


・通信先の Bluetooth機器が PassKeyを要求する場合は、手順(4)を実行してください。 


・複数の Bluetooth 機器とダイヤルアップ通信を行う場合は、手順(3)から手順(8)を繰り返し実行してくださ


い。 
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5-8-4.LANプロファイル使用時の接続方法 


 


 (1) Bluetoothデバイスの初期化


BTLib_Initialize 


(2) 通信する Bluetooth機器の 


情報をレジストリから取得 


BTLib_SearchDeviceInfo 


(3) 通信する Bluetooth機器を選択 


BTLib_SelectDevice 


(4) Bluetooth Passkeyの設定


  BTLib_SetPassKey 


(6) Bluetooth機器との通信を実行 


通信ソフトまたはユーザアプリ 


ケーションを使用 


(5) LAN接続の切断 


(8) Bluetoothデバイスの使用を終了


BTLib_DeInitialize 


(5) LAN接続の実行 
 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


・手順(5)、(6)、(7)は、DT-950のコントロールパネル「ダイヤルアップとネットワーク接続」を操作してください。


具体的な操作方法については、別途マニュアルを参照してください。 


・デフォルトの Bluetooth機器と接続する場合、手順(2)と手順(3)は不要です。 


・通信先の Bluetooth機器が PassKeyを要求する場合は、手順(4)を実行してください。 


・複数の Bluetooth 機器とダイヤルアップ通信を行う場合は、手順(2)から手順(7)を繰り返し実行してくださ


い。 
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§6. コモンコントロールライブラリ 


6-1.機能 


DT-950 アプリケーション開発用のコモンコントロールです。下記５種類のコントロールが用意 


されています。 


メニューコントロール、ベースウインドウ、メッセージボックス、エディットコントロール 


ファイル選択コントロール 


 


6-2.動作環境 


■機種 DT-950 


■OS Microsoft WindowsCE .NET 4.1 


 


6-3.開発環境 


■Microsoft eMbedded Visual C++ Version4.0 + ServicePack 1 


※ServicePack２以降は使用しないでください。 


 


6-4.提供ファイル 


■ CommonCTL.lib ダイナミックライブラリ 


■ CommonCTL.dll インポートライブラリ 


■ CTLDefine.h  ヘッダファイル 


 


6-5.使用方法 


アプリケーションは CTLDefine.h をインクルードし、CommonCTL.lib をリンクすることにより dll 内の関数を使用できま


す。（LoadLibrary()や GetProcAddress()関数呼出は不要です。） 


 


  コモンコントロールが発行する独自メッセージ（UM_CTLXXXX）には、 


WM_APP+0x3000～WM_APP+0x30FF 


を使用しています。 


  アプリケーションは番号が重ならないように注意してください。 
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構造体構文 


struct MENUWHOLE{ LPCTSTR lpTitle; 


int iDefCur; 


int iScroll; 


bool bPageN; 


bool bPageP; 


bool bArrowU; 


bool bArrowD; 


int iID; 


}; 


メニュー画面全体に関する情報を格納します。 


 


メンバ 


lpTitle ：表示したいタイトルを NULL で終わる文字列へのポインタを指定します。 


単行のみ（全角 10 文字、半角 20 文字まで） 


iDefCur ：初期表示でカーソルを当てる行を指定します。(1～9) 


0 を指定した場合は 1 行目から数え bCursor、bActive が共に TRUE の行に設定されます。（すべての行


が該当しない場合は CTL_NO_DEFAULT_LINE が指定されカーソルが表示されないページになりま


す。）（CTLCreateBaseWindow 関数を呼び出す場合：設定不要） 


iScroll ：スクロールバーを伴うリスト部分の開始位置を指定します。(1～9)  


スクロールゲージを表示したい場合は、1～100 の値を 16 倍したものを加算することでゲージが表示され


るようになります。スクロールバーを指定しない場合は 0 を指定する。（CTLCreateBaseWindow 関数を呼


び出す場合：設定不要） 


bPageN ：次ページの存在を指定します。(TRUE/FALSE) 


（CTLCreateBaseWindow 関数を呼び出す場合：設定不要） 


bPageP ：前ページの存在を指定します。(TRUE/FALSE) 


（CTLCreateBaseWindow 関数を呼び出す場合：設定不要） 


bArrowU ：スクロールバーの上項の存在を指定します。(TRUE/FALSE) 


（CTLCreateBaseWindow 関数を呼び出す場合：設定不要） 


bArrowD ：スクロールバーの下項の存在を指定します。(TRUE/FALSE) 


（CTLCreateBaseWindow 関数を呼び出す場合：設定不要） 


iID ：メニューを識別するための ID 番号を指定します。 
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構造体構文 


struct MENUITEM{ LPCTSTR lpLabel; 


int iKeyVal; 


bool bCursor; 


bool bActive; 


bool bCheck; 


}; 


メニュー画面の各行の情報を格納します。 


 


メンバ 


lpLabel ：表示したい項目(ラベル)を NULL で終わる文字列へのポインタを指定します。 


単行のみ（全角 10 文字、半角 20 文字まで） 


iKeyVal ：数字キーで選択する為に対応する数字キーを指定します。(CTL_KEY_00～CTL_KEY_09) 


チェックボックス属性の場合は ON/OFF 状態を示します。（0:OFF、1:ON） 


（CTLCreateBaseWindow 関数を呼び出す場合：設定不要） 


bCursor ：TRUE：カーソル選択が有効に指定されます。 


  FALSE: カーソル選択が無効に指定されます。 


（CTLCreateBaseWindow 関数を呼び出す場合：設定不要） 


bActive ：TRUE:文字がアクティブに指定されます。 


FALSE:文字が非アクティブ(薄色表示)に指定されます。 


BCheck ：TRUE:チェックボックス属性が指定されます。 


FALSE: チェックボックスなしの通常状態が指定されます。 


（CTLCreateBaseWindow 関数を呼び出す場合：設定不要） 
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6-6.ライブラリ一覧 


 


関数名 機能 


CTLCreateMenuControl DT-950 の基本画面であるﾒﾆｭｰ表示画面を作成します 


CTLSetMenuParam ﾒﾆｭｰｺﾝﾄﾛｰﾙのﾊﾟﾗﾒｰﾀを再設定し、表示を更新します 


CTLGetMenuParam ﾒﾆｭｰｺﾝﾄﾛｰﾙのﾊﾟﾗﾒｰﾀを読み込みます 


CTLCloseMenuControl ﾒﾆｭｰｺﾝﾄﾛｰﾙを破棄します 


CTLCreateBaseWindow ﾒﾆｭｰを表示しない画面を作成します 


CTLCloseBaseWindow ﾍﾞｰｽｳｲﾝﾄﾞｳを破棄します 


CTLMessageBox ﾒｯｾｰｼﾞを表示したい場合に使用します 


CTLCreateEditControl 文字入力をさせたい場合に使用します 


CTLCloseEditControl ｴﾃﾞｨｯﾄｺﾝﾄﾛｰﾙを破棄します 


CTLFileDialogControl ﾌｧｲﾙ選択を行う場合に使用します 


CreateMenuControlRC 機能は CTLCreateMenuControl と同じ 


CTLSetMenuParamRC 機能は CTLSetMenuParam と同じ 


CTLGetMenuRC ﾘｿｰｽで作成した情報を MENUWHOLE と MENUITEM 構造体に読み


込みます 


CTLCreateBaseWindowRC 機能は CTLCreateBaseWindow と同じ 


 


 


6-7.関数リファレンス 


次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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 CTLCreateMenuControl 
 


機能 DT-950 の基本画面であるメニュー表示に使用します。 


アプリから親ウインドウのハンドル、タイトル文字列、各行の文字列、項目毎のキーコードなどを指定して


Create します。不要になったら Close します。リストビュー（詳細表示）のようなものです。 


    メニュー内の選択表示の移動などはコントロールが行います。そして項目が選択された時や 


CLR キーなどが押された時に、親ウインドウにメッセージを送信します。 


    選択表示が移動しない行や、項目をグレー表示する行などを設定することができます。 


    特殊な使い方としては、メニュー表示の一部分だけがスクロールするような画面が作成できます。 


 


 


書式 HWND CTLCreateMenuControl( HWND hwnd,  


MENUWHOLE *pmw,  


MENUITEM *pmi 


); 


 


パラメータ 


hWnd： Create するメニューの親ウインドウのハンドルを指定します。 


pmw ： MENUWHOLE 構造体のポインタを指定します。 


pmi ： MENUITEM 構造体のポインタを指定します。 


 


戻り値 


関数が成功すると、作成されたウィンドウのハンドルが返ります。 


関数が失敗すると、NULL が返ります。 
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 CTLSetMenuParam 
 


機能 メニューコントロールのパラメータを再設定し、表示を更新します。 


一部項目のステータスだけ変更する（ある行をグレー表示にする、チェックボックスの状態を変えるなど）場


合 は 、 CTLGetMenuParam 関 数 で 現 在 状 態 を 読 み 込 ん で 、 一 部 パ ラ メ ー タ を 変 更 し た 後 、


CTLSetMenuParam 関数で設定を変更します。 


 


書式 bool CTLSetMenuParam( HWND hwnd, 


MENUWHOLE* pmw, 


MENUITEM* pmi 


); 


 


パラメータ 


hWnd： Create するメニューの親ウインドウのハンドルを指定します。 


pmw ： MENUWHOLE 構造体のポインタを指定します。 


pmi ： MENUITEM 構造体のポインタを指定します。 


 


戻り値  


TRUE 正常終了 


FALSE エラー 
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 CTLGetMenuParam 
 


機能 メニューコントロールのパラメータを読み込みます。 


 


書式 bool CTLGetMenuParam(  HWND hwnd, 


MENUWHOLE* pmw, 


MENUITEM* pmi 


); 


 


パラメータ 


hWnd： Create するメニューの親ウインドウのハンドルを指定します。 


ｐmw ： MENUWHOLE 構造体のポインタを指定します。 


pmi ： MENUITEM 構造体のポインタを指定します。 


 


戻り値 


TRUE 正常終了 


FALSE エラー 
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 CTLCloseMenuControl 
 


機能 メニューコントロールを破棄します。 


 


書式 bool CTLCloseMenuControl( HWND hwnd ); 


 


パラメータ 


hWnd：破棄するメニューウインドウのハンドルを指定します。  


 


戻り値 


TRUE 正常終了 


FALSE エラー 
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メニューコントロールで利用されるメッセージ 


 


UM_CTLMENU 


  メニューコントロールの項目が選択された。または画面切り替えの必要がある。 


wParam 


  ■ HWND                        ウインドウハンドル 


lParam（HIWORD） 


  ■ ID    MENUWHOLE 構造体で指定した ID 番号 


lParam（LOWORD） 


  ■ CTL_UP_OVER   前ページに移動しました。 


  ■ CTL_UP_SCROLLOVER  前項目(上矢印)に移動しました。 


  ■ CTL_DOWN_SCROLLOVER  次項目(下矢印)に移動しました。 


  ■ CTL_DOWN_OVER   次ページに移動しました。 


 


  ■ CTL_KEY_00   ０番キーが押下されました。 


  ■ CTL_KEY_01   １番キーが押下されました。 


  ■ CTL_KEY_02   ２番キーが押下されました。 


  ■ CTL_KEY_03   ３番キーが押下されました。 


  ■ CTL_KEY_04   ４番キーが押下されました。 


  ■ CTL_KEY_05   ５番キーが押下されました。 


  ■ CTL_KEY_06   ６番キーが押下されました。 


  ■ CTL_KEY_07   ７番キーが押下されました。 


  ■ CTL_KEY_08   ８番キーが押下されました。 


  ■ CTL_KEY_09   ９番キーが押下されました。 


  ■ CTL_KEY_CLEAR   クリアキーが押下されました。 


■ CTL_KEY_ENTER   エンターキーが押下されました。 


（カーソル移動できない場合、エンター押下時設定される。） 


 


 


UM_CTLCHECK 


  メニューコントロール内のチェックボックスの状態が変更された。 


wParam 


  ■ HWND                        ウインドウハンドル 


lParam（HIWORD） 


  ■ ID    MENUWHOLE 構造体で指定した ID 番号 


lParam（LOWORD） 


  ■ 1～9    操作されたチェックボックスの行番号 
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 CTLCreateBaseWindow 
 


機能 DT-950 のメニューを表示しない画面を作成する場合に使用します。 


アプリから親ウインドウのハンドル、タイトル文字列、ウインドウクラス名などを指定して Create します。不要に


なったら Close します。 


パラメータはメニューと同じで、タイトルや各行の文字列を指定すれば表示を作れます。 


ダイアログボックスのようなものです。ここにビットマップを貼り付けたり、エディットコントロールなどをおくこと


ができます。 


このウインドウに対するメッセージは、アプリが指定したウインドウクラスのウインドウプロシージャに送られま


す。 


 


書式 HWND CTLCreateBaseWindow( HWND hwnd, 


LPCTSTR lpszClassName, 


HINSTANCE hInst, 


MENUWHOLE *pmw,  


MENUITEM *pmi 


); 


 


パラメータ 


hWnd ：Create するウィンドウの親ウインドウハンドルを指定します。 


LpszClassName ：登録されたクラス名のアドレスを指定します。 


hInst ：アプリケーションインスタンスのハンドルを指定します。 


pmw ：MENUWHOLE 構造体のポインタを指定します。 


pmi ：MENUITEM 構造体のポインタを指定します。 


 


戻り値 


関数が成功すると、作成されたウィンドウのハンドルが返ります。 


関数が失敗すると、NULL が返ります。 
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 CTLCloseBaseWindow 
 


機能 ベースウインドウを破棄します。 


 


書式 bool CTLCloseBaseWindow( HWND hwnd ); 


 


パラメータ 


hwnd ： 破棄するウインドウハンドルを指定します。 


 


戻り値 


TRUE 正常終了 


FALSE エラー 
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 CTLMessageBox 
 


機能  表示されている画面上に、メッセージを表示したい場合に使用します。 


       パラメータにより、タイトル、メッセージ、メッセージに対するキーによる確認動作を数タイプから選択すること


が可能です。 


 


書式 int CTLMessageBox( HWND hWnd,  


LPCTSTR lpText,  


LPCTSTR lpCaption,  


UINT uType 


); 


 


パラメータ 


hWnd ：作成したいメッセージボックスのオーナーウィンドウのハンドルを指定します。NULL を指定すると、


オーナーウィンドウを持たないメッセージボックスが作成されます。 


lpText：表示したいメッセージを NULL で終わる文字列へのポインタを指定します。 


複数行指定する場合は、文字列に改行コード(\n)を含めて下さい。 


（ メッセージのみの場合で、 高９行（全角９０文字まで） ） 


lpCaption：メッセージボックスのタイトルを、NULL で終わる文字列へのﾎﾟｲﾝﾀを指定します。 


単行のみ（全角１０文字、半角２０文字まで） 


uType ：メッセージに対するキーによる確認動作を、次頁のいずれかのパターンより設定します。 
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uType 値 


値 意味 


CTL_M_YESNO 1.はい 2.いいえを表示し, 1.はい がﾃﾞﾌｫﾙﾄｶｰｿﾙです 


CTL_M_YESNO2 1.はい 2.いいえを表示し, 2.いいえ がﾃﾞﾌｫﾙﾄｶｰｿﾙです 


CTL_M_YESNOCANCEL 1.はい 2.いいえ 3.ｷｬﾝｾﾙを表示し,1.はい がﾃﾞﾌｫﾙﾄｶｰｿﾙです 


CTL_M_YESNOCANCEL2 1.はい 2.いいえ 3.ｷｬﾝｾﾙを表示し,2.いいえ がﾃﾞﾌｫﾙﾄｶｰｿﾙです 


CTL_M_YESNOCANCEL3 1.はい 2.いいえ 3.ｷｬﾝｾﾙを表示し,3.ｷｬﾝｾﾙ がﾃﾞﾌｫﾙﾄｶｰｿﾙです 


CTL_M_OK 1.OK を表示します。 


CTL_M_CANCEL 1.ｷｬﾝｾﾙを表示します 


CTL_M_CANCELTRYCONTINUE 1.ｷｬﾝｾﾙ 2.再実行 3.続行を表示し,1.ｷｬﾝｾﾙ がﾃﾞﾌｫﾙﾄｶｰｿﾙです


CTL_M_CANCELTRYCONTINUE2 1.ｷｬﾝｾﾙ 2.再実行 3.続行を表示し,2.再実行 がﾃﾞﾌｫﾙﾄｶｰｿﾙです


CTL_M_CANCELTRYCONTINUE3 1.ｷｬﾝｾﾙ 2.再実行 3.続行を表示し,3.続行 がﾃﾞﾌｫﾙﾄｶｰｿﾙです 


CTL_M_RETRYCANCEL 1.再試行 2.ｷｬﾝｾﾙを表示し,1.再実行 がﾃﾞﾌｫﾙﾄｶｰｿﾙです 


CTL_M_RETRYCANCEL2 1.再試行 2.ｷｬﾝｾﾙを表示し,2.ｷｬﾝｾﾙ がﾃﾞﾌｫﾙﾄｶｰｿﾙです 


CTL_M_NONE ﾒｯｾｰｼﾞ+ 下部に [ENT] 閉じる と表示します 


CTL_M_NONE_CLOSE ﾒｯｾｰｼﾞのみ表示します 


CTL_M_HELP ﾒｯｾｰｼﾞ+ 下部に [ENT] 閉じる と表示します 


CTL_M_HELP_CLOSE ﾒｯｾｰｼﾞのみ表示します 


 


※CTL_M_NONE と CTL_M_HELP の違い(CLOSE も含む)は CTL_M_HELP が[L]ｷｰおよび[R]ｷｰも有効であるこ


とです。 


※CTL_M_NONE と CTL_M_NONE_CLOSE の違い(HELP も含む)は CTL_M_NONE_CLOSE が 下部行に" 


[ENT] 閉じる"を表示しません。 


 


 


表示例（uType に M_YESNOCANCEL を指定した場合） 


 


                                       タイトル (全角 10 字,半角 20 字まで) 


      ジ (複数行可能。改行する場合は、 


                      改行ｺｰﾄﾞ(\n)を文字列に含めてください) 


 


 


 


 


                選択行（背景黒,文字白） 


                動作確認(uTtype が CTL_M_NONE_CLOSE や 


動作確認 


CTL_M_HELP_CLOSE の場合は表示しません） 


 


 


※ 表示


（表示上

                  メッセー


                           


                           


                           


処理を続行します 


よろしいですか? 


 


 


 


 


１．はい            


２．いいえ         


３．ｷｬﾝｾﾙ         
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メッセージの文字列が長く、表示しきれない場合は途中でカットされます。 


限文字数は引数 uType により異なります。） 







DT-950 ライブラリマニュアル 


§6．コモンコントロールライブラリ 


6-14 


戻り値 


関数が成功すると、次頁の値のいずれかが返ります。失敗すると、0 (FALSE)が返ります。 


 


値 意味 


CTL_I_CANCEL ［キャンセル］に相当するキーが押されました。 


CTL_I_CONTINUE ［続行］に相当するキーが押されました。 


CTL_I_NO ［いいえ］に相当するキーが押されました。 


CTL_I_OK ［OK］に相当するキーが押されました。 


CTL_I_RETRY ［再試行］に相当するキーが押されました。 


CTL_I_TRYAGAIN ［再実行］に相当するキーが押されました。 


CTL_I_YES ［はい］に相当するキーが押されました。 


CTL_I_LEFT L キーが押されました。 


CTL_I_RIGHT R キーが押されました。 


 


※ 数字キー,上下キー,Enter キー,マルチキー,CLR キー(含 Fn 同時),L キー,R キー以外が押下された場合は無視


します。(uType の設定により異なります) 


※ 上下キーはカーソルが移動するのみで本ルーチンからは抜けません。 


※ CLR および Fn+CLR キーが押下されると CTL_I_CANCEL を返します。 


※ uType が CTL_M_NONE および CTL_M_NONE_CLOSE の場合、Enter キーが押下された場合は CTL_I_OK を返し


ます。 


※  uType が CTL_M_HELP および CTL_M_HELP_CLOSE の場合、Enter キーが押下された場合は CTL_I_OK を返し、


L キーならば CTL_I_LEFT, R キーならば CTL_I_RIGHT を返します。 
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 CTLCreateEditControl 
 


機能 文字入力をさせたい場合に使用します。 


    標準のエディットコントロールとの違いは、CLRキーや上下カーソルキーなど特定のキー入力があった時にアプ


リに通知させることができます。 


 


書式 HWND CTLCreateEditControl( DWORD  dwExStyle,  


LPCTSTR  lpszClassName,  


LPCTSTR  lpszWindowName,  


DWORD  dwStyle,  


int  x,   


int  y,  


int  nWidth,  


int  nHeight,  


HWND  hwndParent,  


HMENU  hmenu,  


HINSTANCE  hinst,  


LPVOID  lpvParam,  


HWND  hwndMessage,  


DWORD  dwFlag 


); 


 


パラメータ 


dwExStyle ：拡張ウインドウスタイル 


lpszClassName ：登録されたクラス名のアドレス（ TEXT(“EDIT”) ） 


lpszWindowName ：ウインドウ名のアドレス 


dwStyle ：ウインドウスタイル 


x ：ウインドウの水平座標の位置 


y ：ウインドウの垂直座標の位置 


nWidth ：ウインドウの幅 


nHeight ：ウインドウの高さ 


hwndParent ：親ウインドウまたはオーナーウインドウのハンドル 


hmenu ：メニューのハンドルまたは子ウインドウの ID 


hinst ：アプリケーションインスタンスのハンドル 


lpvParam ：ウインドウ作成データのアドレス 


hwndMessage ：dwFlag で指定したキーが押された時にメッセージを送信するウインドウ 


dwFlag ：アプリケーションに通知するキー 


このパラメータは､ 次のページの組合わせになります。 
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値 意味 


CTL_KEYUP 上カーソルキーが押されました。 


CTL_KEYDOWN 下カーソルキーが押されました。 


CTL_KEYENTER エンターキーが押されました。 


CTL_KEYCLR クリアキーが押されました。 


CTL_KEYESC ESC キーが押されました。 


CTL_KEYFNNUM Fn＋数字キーが押されました。 


CTL_KEYFNUP Fn＋上カーソルキーが押されました。 


CTL_KEYFNDOWN Fn＋下カーソルキーが押されました。 


CTL_KEYFNLEFT Fn＋左カーソルキーが押されました。 


CTL_KEYFNRIGHT Fn＋右カーソルキーが押されました。 


 


dwFlag で指定したキーが押されると、hwndMessage で指定したウインドウに 


メッセージ UM_CTLEDIT が送信されます。 


 


戻り値 


関数が正常に終了した場合は､ 作成したエディットコントロールのハンドルを返します。 


それ以外の場合は､ NULL を返します。 


 


備考 


戻り値のハンドルに対して WM_SETTEXT、WM_GETTEXT、EM_LIMITTEXT などのメッセージを送信するこ


とにより、エディットコントロールの制御が行えます。 


 


dwFlag で指定しないキーの動作はオリジナルのエディットボックスの動作に従います。 


 


CLR キーはボックス内に入力文字列がある場合は全文字を消去します。 


ボックスが空の場合は、dwFlag で CTL_KEYCLR が指定されている場合は親ウインドウにメッセージを送信し、


dwFlag で CTL_KEYCLR が指定されていない場合は NOP になります。 


 


ES_MULTILINE ス タ イ ル を 指 定 し た エ デ ィ ッ ト ボ ッ ク ス で も CTL_KEYUP や CTL_KEYDOWN や


CTL_KEYENTER を指定することができますが、エディットボックス内でのカーソルの上下移動や改行入力が


できなくなりますので注意してください。 
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 CTLCloseEditControl 
 


機能 エディットコントロールを破棄します。 


 


書式 BOOL CTLCloseEditControl( HWND hwndEdit ); 


 


パラメータ 


hwndEdit ： 破棄するウインドウハンドルを指定します。 


 


戻り値 


TRUE 正常終了 


FALSE エラー 
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エディットボックスで利用されるメッセージ 


UM_CTLEDIT 


  エディットボックスで指定されたキー入力があった。 


wParam 


  ■ HWND                    キー入力があったエディットボックスのハンドル 


lParam 


  ■ CTL_KEYUP   上カーソルキーが押されました。 


  ■ CTL_KEYDOWN   下カーソルキーが押されました。 


  ■ CTL_KEYENTER   エンターキーが押されました。 


■ CTL_KEYCLR   クリアキーが押されました。 


■ CTL_KEYESC   ESC キーが押されました。 


  ■ CTL_KEYFN0   Fn＋０が押されました。 


  ■ CTL_KEYFN1   Fn＋１が押されました。 


  ■ CTL_KEYFN2   Fn＋２が押されました。 


  ■ CTL_KEYFN3   Fn＋３が押されました。 


  ■ CTL_KEYFN4   Fn＋４が押されました。 


  ■ CTL_KEYFN5   Fn＋５が押されました。 


  ■ CTL_KEYFN6   Fn＋６が押されました。 


  ■ CTL_KEYFN7   Fn＋７が押されました。 


  ■ CTL_KEYFN8   Fn＋８が押されました。 


  ■ CTL_KEYFN9   Fn＋９が押されました。 


  ■ CTL_KEYFNUP   Fn＋上カーソルが押されました。 


  ■ CTL_KEYFNDOWN   Fn＋下カーソルが押されました。 


  ■ CTL_KEYFNLEFT   Fn＋左カーソルが押されました。 


  ■ CTL_KEYFNRIGHT  Fn＋右カーソルが押されました。 


 


※一部の Fn＋数字キーにはバックライト ON/OFF などの機能が割り当てられています。 


パラメータは CTL_KEYFN0 から CTL_KEYFN9 まで用意してありますが、機能付きのキーが押されてもアプリには通


知されません。 
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 CTLFileDialogControl 
 


機能 DT-950 のファイル選択を行う場合に使用します。 


    読込用ファイルの指定、保存用ファイルの指定、フォルダの選択が可能です。 


また、指定されたフォルダより上位への移動を禁止することも可能です。 


 


書式 BOOL CTLFileDialogControl(  HWND hWnd,  


HINSTANCE hInstance,  


LPCTSTR pDefaultFolder,  


INT dwOperateMode,  


LPCTSTR pReturnFilePath,  


LPCTSTR pMaskExtension 


); 


 


パラメータ 


hWnd：Create するウィンドウの親ウインドウハンドルを指定します。 


hIinstance：親ウインドウのインスタンスを指定します。 


pDdefaultFolder：ウインドウオープン時の初期フォルダ位置を指定します。（必須） 


dwOperateMode：実行時の動作を指定します。 


      以下の値が指定できます。 


 


値 意味 


CTL_FD_FILEOPEN   ファイルを開くモードで動作する。 


CTL_FD_FILESAVE    ファイルへ保存するモードで動作する。 


CTL_FD_FOLDERSELECT  フォルダ選択を行う。（ファイルは表示されなくなります） 


CTL_FD_CHFOLDERROOT pDefaultFolder で指定されたフォルダより上位への移動を禁止します。 


 


pReturnFilePath：ユーザが選択したファイル名を保存するエリアのポインタを指定します。 


（必須）このｴﾘｱにﾃﾞﾌｫﾙﾄとなるﾌｧｲﾙ名を入れておくことが可能です。 


※この内容は、正しく設定して下さい。不定な値のままの場合は、ﾒﾆｭｰよ 


りﾌｧｲﾙ名入力を選択した際に、不正な表示が行われる場合があります。 


pMaskExtension：ファイルの拡張子で表示されるファイルを制限する場合に、その拡張子を指定します。指


定しない場合は、NULL を指定します。 


※ 現在指定できる拡張子は、ひとつのみです。半角３文字で指定してください。 


 大文字小文字は、同一として判定されます。 


戻り値 


ユーザがファイルまたはフォルダを指定すると、TRUE が返ります。 


 ユーザが選択を行わずに終了すると、FALSE が返ります。 


 


 ※ ユーザが選択したファイル名が pReturnFilePath で指定されたエリアに格納されます。 
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    ファイルおよびフォルダの存在性チェックは、ダイアログ側では行っていません。 


   必ずアプリケーションにて、チェックし必要な処理を行ってください。 


 


 


 


 


 


ﾌｧｲﾙﾀﾞｲｱﾛｸﾞの表示画面 


 


・CTL_FD_FILEOPEN で呼び出した時の画面 


ﾌｧｲﾙを開く   XXX/XXX 


タスクバー 


ﾌｫﾙﾀﾞ 1         


ﾌｫﾙﾀﾞ 2 


ﾌｫﾙﾀﾞ 3 


ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ 1 


ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ 2 


ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ 3 


ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ 4 


ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ 5 


ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ 6 


ページ番号表示 


現在ページ番号/総ページ数を表す。 


ファイルやフォルダが存在しない場合


は、0/0 となる。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


[Ｒ]キー押下で、次のページへ（存在しない場合は変化せず） 


[Ｌ]キー押下で、前のページへ（存在しない場合は変化せず） 


ファイルを選択時、Enter キー押下にて、そのファイルを選択し、FileDialogControl を終了する。 


[↑]キー押下で、選択をひとつ上の行へ（存在しない場合は変化せず、ただし前ページがある場合は、前ペー


ジの 終行へ） 


[↓]キー押下で、選択をひとつ下の行へ（存在しない場合は変化せず、ただし次ページがある場合は、次ペー


ジの先頭行へ） 


フォルダ選択時、[Fn]+[R]キー押下でそのフォルダ内へ 


[Fn]+[L]キー押下時、上位フォルダが存在する場合は、上位フォルダへ（ただし、現在のフォルダより 


上位フォルダへの移動を禁止されている場合は、変化せず） 


[F8](メニュー)キー押下時、メニュー画面を表示する。 
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・CTL_FD_FILESAVE で呼び出した時の画面 


ﾌｧｲﾙへ保存   XXX/XXX 


タスクバー 


ﾌｫﾙﾀﾞ 1         


ﾌｫﾙﾀﾞ 2 


ﾌｫﾙﾀﾞ 3 


ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ 1 


ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ 2 


ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ 3 


ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ 4 


ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ 5 


ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ 6 


ページ番号表示 
現在ページ番号/総ページ数を表す。 
ファイルやフォルダが存在しない場合


は、0/0 となる。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


[Ｒ]キー押下で、次のページへ（存在しない場合は変化せず） 


[Ｌ]キー押下で、前のページへ（存在しない場合は変化せず） 


ファイルを選択時、Enter キー押下にて、そのファイルを選択し、FileDialogControl を終了する。 


[↑]キー押下で、選択をひとつ上の行へ（存在しない場合は変化せず、ただし前ページがある場合は、前ペー


ジの 終行へ） 


[↓]キー押下で、選択をひとつ下の行へ（存在しない場合は変化せず、ただし次ページがある場合は、次ペー


ジの先頭行へ） 


フォルダ選択時、[Fn]+[R]キー押下でそのフォルダ内へ 


[Fn]+[L]キー押下時、上位フォルダが存在する場合は、上位フォルダへ（ただし、現在のフォルダより上位フォル


ダへの移動を禁止されている場合は、変化せず） 


[F8](メニュー)キー押下時、メニュー画面を表示する。 


 


 


・CTL_FD_FOLDERSELECT で呼び出した時の画面 


ﾌｫﾙﾀﾞを選択 XXX/XXX 


ﾌｫﾙﾀﾞ 1         


ﾌｫﾙﾀﾞ 2 


ﾌｫﾙﾀﾞ 3 


 
 
 
 
 
 


ページ番号表示 


現在ページ番号/総ページ数を表す。 


ファイルやフォルダが存在しない場合


は、0/0 となる。 


タスクバー 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


[Ｒ]キー押下で、次のページへ（存在しない場合は、先頭ページへ） 


[Ｌ]キー押下で、前のページへ（存在しない場合は、 終ページへ） 


フォルダを選択時、Enter キー押下にて、そのフォルダを選択し、FileDialogControl を終了する。 


[↑]キー押下で、選択をひとつ上の行へ（存在しない場合は、前ページ又は、 終ページの 後の行へ） 


[↓]キー押下で、選択をひとつ下の行へ（存在しない場合は、次ページ又は、先頭ページの 初の行へ） 


フォルダ選択時、[Fn]+[R]キー押下でそのフォルダ内へ 


フォルダ選択時、[Fn]+[L]キー押下時、上位フォルダが存在する場合は、上位フォルダへ（ただし、現在の


フォルダより上位フォルダへの移動を禁止されている場合は、変化せず） 


[F8](メニュー)キー押下時、メニュー画面を表示する。 
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・ﾒﾆｭｰボタンを押下した時の画面 


タスクバー 


1.ﾌｧｲﾙ/ﾌｫﾙﾀﾞ名表示     


2.ｶﾚﾝﾄﾌｫﾙﾀﾞ名表示 


3.ﾌｧｲﾙ/ﾌｫﾙﾀﾞ情報表示 


4.新規ﾌｫﾙﾀﾞ作成 


5.ﾌｧｲﾙ名入力 


 
 


ﾌｧｲﾙﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾒﾆｭｰ  


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 各メニューの動作について 


1.ﾌｧｲﾙ/ﾌｫﾙﾀﾞ名表示 


現在選択されているﾌｧｲﾙまたはﾌｫﾙﾀﾞの名称を１画面に表示する。 


2.ｶﾚﾝﾄﾌｫﾙﾀﾞ名表示 


現在対象となっているﾌｫﾙﾀﾞ位置を 1 画面に表示する。 


3.ﾌｧｲﾙ/ﾌｫﾙﾀﾞ情報表示 


現在選択されているﾌｧｲﾙまたはﾌｫﾙﾀﾞの情報を１画面に表示する。 


4.新規ﾌｫﾙﾀﾞ作成 


ｶﾚﾝﾄﾌｫﾙﾀﾞ上に、指定された名前のﾌｫﾙﾀﾞを作成する。 


5.ﾌｧｲﾙ名入力 


対象とするﾌｧｲﾙの名称を直接入力する。 


ﾌｫﾙﾀﾞ選択時は、本ﾒﾆｭｰは選択不可とする。 


CLR キーでファイル一覧に戻る。 


 


 


・ﾒﾆｭｰにてﾌｧｲﾙ/ﾌｫﾙﾀﾞ名表示を選択した時の画面 


 


タスクバー 


コントロールパネル.e 


xe 


 
 


ﾌｧｲﾙ/ﾌｫﾙﾀﾞ名表示 
 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 Enter キーで一覧画面へ戻る。 
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・ﾒﾆｭｰにてｶﾚﾝﾄﾌｫﾙﾀﾞ名表示を選択した時の画面 


 


タスクバー 


\Windows\ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ\ﾕｰﾃｨﾘﾃ


ｨ 


 
 


ｶﾚﾝﾄﾌｫﾙﾀﾞ名表示 
 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 Enter キーで一覧画面へ戻る。 


 


 


 


 


 


 


・ﾒﾆｭｰにてﾌｧｲﾙ/ﾌｫﾙﾀﾞ情報表示を選択した時の画面 


      ﾌｧｲﾙの時            ﾌｫﾙﾀﾞの時 


タスクバー 


ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ 1 


ｻｲｽﾞ:XXXXXXXXXXXXXXB 
更新日付:YYYY/MM/DD 


 


ﾌｧｲﾙ情報 


タスクバー 


ﾌｫﾙﾀﾞ 1 


ﾌｫﾙﾀﾞ内のﾌｧｲﾙ数 


XXXXXXXXXXXXXXXXXX 個 


ﾌｫﾙﾀﾞ内のﾌｫﾙﾀﾞ数 


XXXXXXXXXXXXXXXXXX 個 


総ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ 


XXXXXXXXXXXXXXXXXXKB 


 


ﾌｫﾙﾀﾞ情報  


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 Enter キーで一覧画面へ戻る。 


 


 


 


 


 


 


 


 


6-23 







DT-950 ライブラリマニュアル 


§6．コモンコントロールライブラリ 


・ﾒﾆｭｰにて新規ﾌｫﾙﾀﾞ作成を選択した時の画面 


 


タスクバー 


\トップフォルダ 


 センカンドフォルダ 


  サードフォルダ 


新規ﾌｫﾙﾀﾞ作成 
 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 ﾌｫﾙﾀﾞ名を入力して Enter で新規ﾌｫﾙﾀﾞを作成し、一覧画面へ戻る。 


IE お気に入り追加および IE お気に入り選択時は、ﾌｫﾙﾀﾞが選択されている場合は、そのﾌｫﾙﾀﾞ以下に新規


ﾌｫﾙﾀﾞを作成します。それ以外は、ｶﾚﾝﾄのﾌｫﾙﾀﾞに作成します。 


 CLR キー押下時、ﾌｫﾙﾀﾞ作成を中止して、一覧画面へ戻る。 


 


 


 


 


・ﾒﾆｭｰにてﾌｧｲﾙ名入力を選択した時の画面 


 
ﾌｧｲﾙ名入力 


タスクバー 


\トップフォルダ 


 センカンドフォルダ 


  サードフォルダ 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


ﾌｧｲﾙ名を入力して Enter で FileDialogControl を終了する。 


CLR キーにて、ファイル一覧へ戻る。 


FILEOPEN および FILESAVE で、ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾌｧｲﾙ名が指定されている場合は、ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾌｧｲﾙ名を表示します。ﾃﾞﾌ


ｫﾙﾄﾌｧｲﾙ名がない場合で、ﾌｧｲﾙが選択されている時は、選択されたﾌｧｲﾙ名を表示します。IE お気に入り追加


および IE お気に入り選択の場合は、ﾌｫﾙﾀﾞが選択されている場合は、そのﾌｫﾙﾀﾞ以下として、ﾌｧｲﾙ名を作成し


ます。それ以外は、ｶﾚﾝﾄﾌｫﾙﾀﾞにﾌｧｲﾙ名を作成します。 


 


※本画面は、FILESAVE 時および IE お気に入り追加機能において 終的なﾌｧｲﾙ名を確認するために必ず表


示されます。確認にて ENTER 後、FileDialogControl を終了します。 
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・新規ﾌｫﾙﾀﾞ作成時にﾌｫﾙﾀﾞが作成できなかった時の画面 


 
警告ﾒｯｾｰｼﾞ 


タスクバー 


ﾌｫﾙﾀﾞの作成に失敗しまし


た。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 Enter キーでファイル一覧に戻る。 
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 CTLCreateMenuControlRC 
 


機能 リソース ID を指定してメニューコントロールの作成ができます。 


    機能は CTLCreateMenuControl と同じで、MENUITEM 構造体の替わりにリソース ID を指定します。 


 


書式 HWND CTLCreateMenuControlRC( HWND hwnd,   


MENUWHOLE *pmw, 


HINSTANCE hInstance, 


int iID   


); 


パラメータ 


hwnd：親ウインドウのハンドル 


pmw：MENUWHOLE 構造体 


hInstance：アプリケーション インスタンスのハンドル 


iID：リソース ID 


 


戻り値 


関数が成功すると、作成されたウィンドウのハンドルが返ります。 


関数が失敗すると、NULL が返ります。 
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 CTLSetMenuParamRC 
 


機能 リソース ID を指定してメニュー画面の変更ができます。 


    機能は CTLSetMenuParam と同じで、MENUITEM 構造体の替わりにリソース ID を指定します。 


 


書式 bool CTLSetMenuParamRC(  HWND hwnd,  


MENUWHOLE *pmw, 


HINSTANCE hInstance, 


int iID 


); 


パラメータ 


hwnd：値を設定するメニューウインドウのハンドル 


pmw：MENUWHOLE 構造体 


hInstance：アプリケーション インスタンスのハンドル 


iID：リソース ID 


 


戻り値 


TRUE 正常終了 


FALSE エラー 
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 CTLGetMenuRC 
 


機能 リソースで作成した情報を MENUWHOLE 構造体と MENUITEM 構造体に読み込みます。 


表示文字列が可変の場合などは、固定部分をリソースで持ち、この関数でリソースデータを読み込み、文字


列を編集して CTLCreateMenuControl 関数でメニューを作ります。 


 


書式 bool CTLGetMenuRC( MENUWHOLE *pmw, 


MENUITEM *pmi, 


HINSTANCE hInstance, 


int iID,  


LPCTSTR lpszTitle, 


DWORD dwSizeT, 


LPCTSTR lpszLabel, 


DWORD dwSizeL 


); 


 


パラメータ 


pmw：MENUWHOLE 構造体のポインタを指定します。 


pmi：MENUITEM 構造体のポインタを指定します。 


hInst：アプリケーションインスタンスのハンドルを指定します。 


iID：リソースの ID を指定します。 


lpszTitle：アプリ側が用意するタイトル文字列を格納する変数のポインタを指定します。 


dwSizeT：上記変数のサイズ（ワード単位）を指定します。 


lpszLabel：アプリ側が用意する各行のラベル文字列を格納する変数のポインタを指定します。 


dwSizeL：上記変数のサイズ（ワード単位）を指定します。 


 


戻り値 


TRUE 正常終了 


FALSE エラー 
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 CTLCreateBaseWindowRC 
 


機能 リソース ID を指定してベースウインドウの作成ができます。 


    機能は CTLCreateBaseWindow と同じで、MENUITEM 構造体の替わりにリソース ID を指定します。 


 


書式 HWND CTLCreateBaseWindowRC(   HWND hwnd,  


LPCTSTR lpszClassName,  


HINSTANCE hInstance, 


int iID 


); 


パラメータ 


hwnd：親ウインドウのハンドル 


lpszClassName：ウインドウクラス名 


hInstance：アプリケーション インスタンスのハンドル 


iID：リソース ID 


 


戻り値 


関数が成功すると、作成されたウィンドウのハンドルが返ります。 


関数が失敗すると、NULL が返ります。 
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リソースを使用する場合 


リソースエディタで Menu を作成し、リソース ID を引数としてメニューコントロールを作成 


することができます。 


 


embedded Visual C++のリソースエディタで Menu を作成します。 


 


 


・タイトルの入力 


 


初のメニューアイテムプロパティの「キャプション」に入力したものが、メニュー画面の 


タイトルになります。これは MENUWHOLE 構造体の lpTitle にあたります。 


 


・メニュー項目の入力 


 


  MENUITEM 構造体の各項目を入力します。 


lpLabel は「キャプション」に入力します。 


iKeyVal は「ID」に入力します。 


bCursor も「ID」で指定します。 
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ID に CTL_KEY_01～CTL_KEY_09 を指定するとカーソル選択有効、CTL_NO_KEY_VALUE を 


指定するとカーソル選択無効になります 


bActive は「淡色表示」で指定します。 


チェックしない場合は通常の文字表示、チェックするとグレー表示になります 


bCheck は「チェック」で指定します。 


チェックしない場合は通常の項目、チェックするとチェックボックスがつきます 


 


 


・リソースファイル 


必要な項目を入力して SAVE すると、例えば下記のようなリソースが出力されます。 


IDR_MENU1 MENU DISCARDABLE  


BEGIN 


        POPUP "タイトル" 


        BEGIN 


            MENUITEM "1.項目 A", CTL_KEY_01 


            MENUITEM "2.項目 B", CTL_KEY_02, CHECKED 


            MENUITEM "3.項目 C", CTL_KEY_03, GRAYED 


            MENUITEM "4.項目 D", CTL_KEY_04 


        END 


END 


 


＜注意＞ 


CTL_KEY_01～CTL_KEY_09 や CTL_NO_KEY_VALUE は CTLDefine.h で define 定義されています。 


リソースエディタに番号をふられると値が一致しなくなってしまいます。 


resource.h に CTL_KEY_01 などが生成されてしまった場合は、それを削除して、newres.h に 


「#include "CTLDefine.h"」を記述するなどしてラベルの重複をさけてください。 
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§3. システムライブラリ 


3-1.機能 
システムライブラリは、キー制御／電源制御等、本機のシステム動作に対する機能補助／拡張を実現するもの


です。 


 


3-2.動作環境 
■機種 DT-950 


■OS Microsoft WindowsCE .NET 4.1 


 


3-3.開発環境 
■Microsoft eMbedded C++ Version4.0 + ServicePack 1 


※ServicePack2 以降は使用しないで下さい。 


3-4.提供ファイル 
■Clbsys.lib インポートライブラリ   


■Clbsys.h ヘッダファイル   


 


3-5.使用方法 
・開発環境において、プログラムソース内にヘッダファイル「Clbsys.h」をインクルードし、インポートライブラリ


「Clbsys.lib」を使用するライブラリとして指定してください。 
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3-6.ライブラリ一覧 
NO. 関数名 機能 
01 CLBSetBootableButtons Wakeup 要因による電源 ON 許可/禁止 
02 CLBGetBootableButtons Wakeup 要因による電源許可/禁止の取得 
03 CLBSetOffMaskTime 電源 ON 後指定時間 OFF を禁止する 
04 CLBGetOffMaskTime 電源 ON 後 OFF を禁止する時間の取得 
05 CLBSetPowerOnKeySenseTime 電源 ON するまでの電源ﾎﾞﾀﾝ連続押し時間の設定 
06 CLBGetPowerOnKeySenseTime 電源 ON するまでの電源ﾎﾞﾀﾝ連続押し時間の取得 
07 CLBSetPowerOffKeySenseTime 電源 OFF するまでの電源ﾎﾞﾀﾝ連続押し時間の設定 
08 CLBGetPowerOffKeySenseTime 電源 OFF するまでの電源ﾎﾞﾀﾝ連続押し時間の取得 
09 CLBPowerOff 電源 OFF 
10 CLBDisablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでの OFF を禁止する 
11 CLBEnablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでの OFF を許可する 
12 CLBGetPowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝの Enable/Disable を取得する 
13 CLBAPODisable APO を禁止する 
14 CLBAPOEnable APO を許可する 
15 CLBAPOGet APO の禁止/許可状態を取得する 
16 CLBSoftReset ｿﾌﾄ RESET 
17 CLBSetIndicator LED の点灯/消灯 
18 CLBGetIndicator LED の点灯状態取得 
19 CLBCheckCharger IO ﾎﾞｯｸｽとの接続状態を取得する 
20 CLBWLANDisable 内蔵無線 LAN ﾓｼﾞｭｰﾙの電源を切状態にする 
21 CLBWLANEnable 内蔵無線 LAN ﾓｼﾞｭｰﾙの電源を入状態にする 
22 CLBWLANGet 内蔵無線 LAN ﾓｼﾞｭｰﾙの電源状態を取得する 
23 CLBSetFnButtons Fn ｷｰ動作の許可/禁止 
24 CLBGetFnButtons Fn ｷｰ動作の許可/禁止の取得 
25 CLBSetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力設定 
26 CLBGetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力の取得 
27 CLBPlayBuzzer ﾌﾞｻﾞｰを鳴らす 
28 CLBStopBuzzer ﾌﾞｻﾞｰを止める 
29 CLBSetBuzzerVolume ﾌﾞｻﾞｰ音量設定 
30 CLBGetBuzzerVolume ﾌﾞｻﾞｰ音量取得 
31 CLBSetBuzzerMute ﾌﾞｻﾞｰ全音量、個別ﾐｭｰﾄ設定 
32 CLBGetBuzzerMute ﾌﾞｻﾞｰ全音量、個別ﾐｭｰﾄ取得 
33 CLBSetCPUMode CPU 周波数制御の設定 
34 CLBGetCPUMode CPU 周波数制御の取得 
35 CLBGetDeviceIDCode EEPROM に書き込まれている Device ID の取得 
36 CLBGetUserIDCode EEPROM に書き込まれている User ID の取得 
37 CLBPlayVibrator ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀを振動させる 
38 CLBStopVibrator ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀの振動を止める 
39 CLBSetVibratorMute ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ全振動、個別振動設定 
40 CLBGetVibratorMute ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ全振動、個別振動取得 
41 CLBSetKeyConversionExceptFnMode ｷｰｺｰﾄﾞ設定（通常ﾓｰﾄﾞ） 
42 CLBGetKeyConversionExceptFnMode ｷｰｺｰﾄﾞ取得（通常ﾓｰﾄﾞ） 
43 CLBSetKeyConversionFnMode ｷｰｺｰﾄﾞ設定（Fn ﾓｰﾄﾞ） 
44 CLBGetKeyConversionFnMode ｷｰｺｰﾄﾞ取得（Fn ﾓｰﾄﾞ） 
45 CLBSetKeyRepeat ｷｰﾘﾋﾟｰﾄ設定 
46 CLBGetKeyRepeat ｷｰﾘﾋﾟｰﾄ取得 
47 CLBSetKeyRepeatFalsehood ｷｰﾘﾋﾟｰﾄ設定(偽りﾘﾋﾟｰﾄ) 
48 CLBGetKeyRepeatFalsehood ｷｰﾘﾋﾟｰﾄ取得(偽りﾘﾋﾟｰﾄ) 
49 CLBSetKeyConversionTurningOver ｷｰｺｰﾄﾞ設定（ひらがな、カタカナ、英字ﾓｰﾄﾞ） 
50 CLBGetKeyConversionTurningOver ｷｰｺｰﾄﾞ取得（ひらがな、カタカナ、英字ﾓｰﾄﾞ） 
51 CLBSetKeyNotRepeat ｷｰﾘﾋﾟｰﾄ設定（全ｷｰ） 
52 CLBGetKeyNotRepeat ｷｰﾘﾋﾟｰﾄ取得（全ｷｰ） 
53 CLBSetKeyInputDisableEx 個別ｷｰ Lock の許可/禁止 
54 CLBGetKeyInputDisableEx 個別ｷｰ Lock の許可/禁止の取得 
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3-7.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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 CLBSetBootableButtons 
 


機能 Wakeup 要因による電源 ON の有効／無効設定を行います。 


本体ＯＦＦ状態で Wakeup 要因が発生することにより、本体電源を ON するようになっています。 


本ファンクションにより、この電源 ON 動作を制御することができます。 


 


書式 BOOL CLBSetBootableButtons( DWORD dwBootableButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwBootableButtons 


  CLB_BUTTON_MULTI  マルチキーによる電源 ON 有効 


  CLB_BUTTON_LEFT  左キーによる電源 ON 有効 


  CLB_BUTTON_RIGHT  右キーによる電源 ON 有効 


  CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER 左トリガーキーによる電源 ON 有効 


  CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER 右トリガーキーによる電源 ON 有効 


  CLB_BUTTON_INBOX  IOBOX 載せによる電源 ON 有効（デフォルト） 


  CLB_BUTTON_ARRIVAL  着信信号による電源 ON 有効 


  CLB_BUTTON_NONE  Wakeup 要因による電源 ON 無効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBGetBootableButtons 
 


機能 Wakeup 要因による電源 ON の有効／無効状態を読み出します。 


 


書式 BOOL CLBGetBootableButtons( DWORD *pdwBootableButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD *pdwBootableButtons 


  指定された領域に、設定状態が返ります。 


  CLB_BUTTON_MULTI  マルチキーによる電源 ON 有効 


  CLB_BUTTON_LEFT  左キーによる電源 ON 有効 


  CLB_BUTTON_RIGHT  右キーによる電源 ON 有効 


  CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER 左トリガーキーによる電源 ON は有効 


  CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER 右トリガーキーによる電源 ON は有効 


  CLB_BUTTON_INBOX  IOBOX 載せによる電源 ON は有効 


  CLB_BUTTON_ARRIVAL  着信信号による電源 ON は有効 


  CLB_BUTTON_NONE  Wakeup 要因による電源 ON は無効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBSetOffMaskTime 
 


機能 電源 ON 後、指定された時間電源 OFF を禁止するための設定を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetOffMaskTime( DWORD dwKey , DWORD dwCard ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwKey 電源 ON 後の電源キーによる OFF 禁止時間（sec） 


デフォルト時間は、5 sec です 


 DWORD dwCard 常に ”0” を指定して下さい 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBGetOffMaskTime 
 


機能 電源 ON 後、電源 OFF を禁止する時間を取得します。 


 


書式 BOOL CLBGetOffMaskTime( DWORD *pdwKey , DWORD *pdwCard ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD *pdwKey  電源 ON 後の電源キーによる OFF 禁止時間（sec） 


デフォルト時間は、5 sec です 


 DWORD *pdwCard ”0” を返します 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBSetPowerOnKeySenseTime 
 


機能 電源 ON するまでの電源ﾎﾞﾀﾝ連続押し時間の設定を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetPowerOnKeySenseTime ( DWORD dwTime ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwTime  電源 ON するまでの電源ﾎﾞﾀﾝ連続押し時間（msec） 


デフォルト時間は、250msec です 


設定値は、16msec、 


250msec ～ 1750msec 間で 250msec 単位です 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBGetPowerOnKeySenseTime 
 


機能 電源 ON するまでの電源ﾎﾞﾀﾝ連続押し時間の取得を行います。 


 


書式 BOOL CLBGetPowerOnKeySenseTime ( DWORD *pdwTime ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD *pdwTime 電源 ON するまでの電源ﾎﾞﾀﾝ連続押し時間（msec） 


デフォルト時間は、250msec です 


戻り値は、16msec、 


250msec ～ 1750msec 間で 250msec 単位です 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBSetPowerOffKeySenseTime 
 


機能 電源 OFF するまでの電源ﾎﾞﾀﾝ連続押し時間の設定を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetPowerOffKeySenseTime ( DWORD dwTime ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwTime  電源 OFF するまでの電源ﾎﾞﾀﾝ連続押し時間（msec） 


デフォルト時間は、250msec です 


250msec ～ 1750msec 間で 250msec 単位です 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBGetPowerOffKeySenseTime 
 


機能 電源 OFF するまでの電源ﾎﾞﾀﾝ連続押し時間の取得を行います。 


 


書式 BOOL CLBGetPowerOffKeySenseTime ( DWORD *pdwTime ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD *pdwTime 電源 OFF するまでの電源ﾎﾞﾀﾝ連続押し時間（msec） 


デフォルト時間は、250msec です 


250msec ～ 1750msec 間で 250msec 単位です 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBPowerOff 
 


機能 本体電源を OFF します。 


 


書式 VOID CLBPowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 無し 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBDisablePowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFF を禁止します。 


 その際は電源スイッチを押された時に、WM_POWERBROADCAST の 


PBT_APMSUSPEND を発生します。 


ユーザーアプリでこれを取得してオフ処理後ソフト OFF して下さい。 


 本設定は、電源 ON 時に解除されますので、必要に応じて電源 ON 後設定してください。 


 電池蓋開けや緊急電源 OFF は、本設定をした後でもすぐに OFF します。 


 


書式 BOOL CLBDisablePowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBEnablePowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFF を許可します。 


 


書式 BOOL CLBEnablePowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBGetPowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFF の許可／禁止状態を取得します。 


 


書式 BOOL CLBGetPowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE  電源 OFF 禁止 


 FALSE 電源 OFF 許可 デフォルト値 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBAPODisable 
 


機能 オートパワーオフ（APO）を無効にします。 


 このファンクションを実行すると、コントロールパネルの設定に関わらず APO しなくなります。 


 


書式 BOOL CLBAPODisable() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBAPOEnable 
 


機能 オートパワーオフ(APO)を有効にします。 


 このファンクションを実行すると、コントロールパネルの設定通りに APO するようになります。 


 


書式 BOOL CLBAPOEnable() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 
備考 本関数を実行しても、他のプロセスやスレッドが “CLBAPODisable”関数を実行している時は、APO は 


有効になりません。APO を有効にする為には、“CLBAPODisable”関数を実行した回数分、本関数を 


実行する必要があります。 
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 CLBAPOGet 
 


機能 オートパワーオフ(APO)の有効／無効状態を取得します。 


 


書式 BOOL CLBAPOGet() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE APO 無効 


FALSE APO 有効 デフォルト値 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBSoftReset 
 


機能 システムをリセットします。 


 


書式 void CLBSoftReset() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 無し 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


注意 本ファンクションを実行すると、ただちにシステムがリセットされるため、書き込み中のファイルやデータ


が失われる可能性があります。オープン中のファイルやデバイスは全てクローズしてから実行してくだ


さい。 
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 CLBSetIndicator 
 


機能 LED の点灯／消灯を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetIndicator( DWORD dwLedMode, DWORD dwTime, 


DWORD dwOnTime, DWORD dwOffTime ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwLedMode 


  CLB_LED_OFF  LED を消灯します。(デフォルト値) 


CLB_LED_GREEN LED の緑を点灯します。 


  CLB_LED_RED  LED の赤を点灯します。 


  CLB_LED_ORANGE LED のオレンジを点灯します。 


 DWORD dwTime   LED 連続点灯時間。(ミリ秒単位) 


値は(dwOntime+dwOffTime)×点滅回数を設定 


 DWORD dwOnTime  LED 点灯時間。(ミリ秒単位) 1～1800000 （30 分） 


 DWORD dwOffTime  LED 消灯時間。(1 ミリ秒単位) 0～1800000 （30 分） 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラーによる異常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


使用例 LED 橙を素早く 1 回点滅する場合の設定 


（ハードの仕様により以下の引数（dwTime,dwOnTime,dwOffTime）が 低の値となります。） 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_GREEN | CLB_LED_RED, 8, 8, 0); 


 LED 緑を 1 秒 ON、１秒 OFF を 3 回点滅する場合の設定 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_GREEN, 6000, 1000, 1000); 


 LED 赤を２秒点灯する場合の設定 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_RED, 2000, 2000, 0); 


 LED 赤を連続点灯する場合の設定 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_RED, CLB_LED_MAXTIME, 


CLB_LED_MAXTIME, 0); 
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 CLBGetIndicator 
 


機能 LED の点灯／消灯状態を取得します。 


 


書式 DWORD CLBGetIndicator() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 CLB_LED_OFF  LED は消灯状態です。(デフォルト値) 


CLB_LED_GREEN LED は緑を点灯しています。 


 CLB_LED_RED  LED は赤を点灯しています。 


 CLB_LED_ORANGE LED はオレンジを点灯しています。 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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  CLBCheckCharger 
 


機能 本体と IO ボックスとの接続状態を取得します。また、接続状態を監視する時間の設定も同時に行い 


ます。 


 


書式 int CLBCheckCharger( DWORD time_out ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD time_out 接続状態監視時間 


   0：接続状態を取得するのみ。 


   1～3600000：接続状態監視時間(msec) 


   INFINITE：監視時間無限大（タイムアウト無し） 


 


戻り値 0 接続検出 


 1 タイムアウト発生 


 -1 内部エラー 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBWLANDisable 
 


機能 内蔵している無線 LAN モジュールの電源を切状態にします。 


 


書式 BOOL CLBWLANDisable( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBWLANEnable 
 


機能 内蔵している無線 LAN モジュールの電源を入状態にします。 


 


書式 BOOL CLBWLANEnable( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBWLANGet 
 


機能 内蔵している無線 LAN モジュールの電源状態を取得します。 


 


書式 BOOL CLBWLANGet( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 内蔵している無線 LAN モジュール電源 ON 状態 


 FALSE 内蔵している無線 LAN モジュール電源 OFF 状態 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBSetFnButtons 
 


機能 Fn ｷｰ動作の許可／禁止設定を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetFnButtons( BOOL bFnButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ BOOL bFnButtons 


  TRUE Fn キー有効 (デフォルト) 


  FALSE Fn キー無効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBGetFnButtons 
 


機能 Fn ｷｰ動作の許可／禁止状態を読み出します。 


 


書式 BOOL CLBGetFnButtons() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE Fn キー有効 


 FALSE Fn キー無効 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


 


 







DT-950 ライブラリマニュアル 
§3．システムライブラリ 


 CLBSetInputChangeButtons 
 


機能 入力切替ｷｰ動作の入力設定を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetInputChangeButtons( DWORD dwInputChangeButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwInputChangeButtons 


  CLB_BUTTON_NORMAL  通常動作 (デフォルト) 切替可能 


  CLB_BUTTON_LOCK_NUM 数字固定 


3-28 


  CLB_BUTTON_LOCK_HIRA ひらがな固定 


  CLB_BUTTON_LOCK_KANA カタカナ固定  切替不可 


  CLB_BUTTON_LOCK_ALPHA 英大文字固定 


  CLB_BUTTON_LOCK_ALPHAS 英小文字固定 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBGetInputChangeButtons 
 


機能 入力切替ｷｰ動作の入力状態を読み出します。 


 


書式 DWORD CLBGetInputChangeButtons() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 CLB_BUTTON_NORMAL  数字 


 CLB_BUTTON_LOCK_NUM 数字固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_HIRA ひらがな固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_KANA カタカナ固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_ALPHA 英大文字固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_ALPHAS 英小文字固定 


 CLB_BUTTON_HIRA  ひらがな 


 CLB_BUTTON_KANA  カタカナ 


 CLB_BUTTON_ALPHA  英大文字 


 CLB_BUTTON_ALPHAS  英小文字 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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  CLBPlayBuzzer 
 


機能 ブザーを鳴らします。 


 


書式 BOOL CLBPlayBuzzer( DWORD dwType, DWORD dwHelz, DWORD dwTime ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwType 属性 


 ブザー音の属性は以下の７種類です。デフォルト値を示します。 
 周波数(Hz) 時間(ms) 個別ミュート 属性 


キークリック音 2600 50 ON/OFF B_CLICK 
アラーム音 2800 150 ON/OFF B_ALARM 
警告音 3000 100 ON/OFF B_WARNING 
読取完了音 3100 75 ON/OFF B_SCANEND 
カード読み書き音 2900 100 ON/OFF B_CREAD 
無線着信音 3200 100 ON/OFF B_WIREREAD 
ユーザー指定音 - - ON/OFF B_USERDEF 


 


 DWORD dwHelz ユーザ指定音時のみ有効 


  B_USERDEF 以外の場合は、CLB_BUZZER_DEFAULT を使用します。 


 DWORD dwTime ユーザ指定音時のみ有効 


  B_USERDEF 以外の場合は、CLB_BUZZER_DEFAULT を使用します。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


備考 全音量ミュートが設定されている場合、または鳴らしたい属性の個別ミュートが ON の場合は 


 ブザーは鳴りません。 
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 CLBStopBuzzer 
 


機能 ブザーを止めます。 


 


書式 BOOL CLBStopBuzzer() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


 


 







DT-950 ライブラリマニュアル 
§3．システムライブラリ 


3-32 


 CLBSetBuzzerVolume 
 


機能 ブザー音量設定を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetBuzzerVolume( DWORD dwType，DWORD dwBuzzerVolume ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwType 属性 


 ブザー音の属性は以下の７種類です。 
 属性 
キークリック音 B_CLICK 
アラーム音 B_ALARM 
警告音 B_WARNING 
読取完了音 B_SCANEND 
カード読み書き音 B_CREAD 
無線着信音 B_WIREREAD 
ユーザー指定音 B_USERDEF 


 


DWORD dwBuzzerVolume 


  CLB_BUZZERVOLUME_MIN 音量 小 


  CLB_BUZZERVOLUME_MID 音量 中 (デフォルト) 


  CLB_BUZZERVOLUME_MAX 音量 大 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBGetBuzzerVolume 
 


機能 ブザー音量を読み出します。 


 


書式 DWORD CLBGetBuzzerVolume(DWORD dwType) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwType 属性 


 ブザー音の属性は以下の７種類です。 
 属性 
キークリック音 B_CLICK 
アラーム音 B_ALARM 
警告音 B_WARNING 
読取完了音 B_SCANEND 
カード読み書き音 B_CREAD 
無線着信音 B_WIREREAD 
ユーザー指定音 B_USERDEF 


 


戻り値 CLB_BUZZERVOLUME_MIN 音量 小 


 CLB_BUZZERVOLUME_MID 音量 中 (デフォルト) 


 CLB_BUZZERVOLUME_MAX 音量 大 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBSetBuzzerMute 
 


機能 ブザーの全音量、個別ミュートを設定します。 


 


書式 BOOL CLBSetBuzzerMute( DWORD dwType, BOOL bMute ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwType 属性 


 ブザー音の属性は以下の８種類です。 
 属性 
キークリック音 B_CLICK 
アラーム音 B_ALARM 
警告音 B_WARNING 
読取完了音 B_SCANEND 
カード読み書き音 B_CRREAD 
無線着信音 B_WIREREAD 
ユーザー指定音 B_USERDEF 
全音量 B_ALL 


 


 BOOL bMute 


  TRUE ミュート ON (ブザーは鳴りません) 


  FALSE ミュート OFF (ブザーは鳴ります) デフォルト 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


備考 全音量ミュートが設定されている場合、または鳴らしたい属性の個別ミュートが ON の場合は 


 ブザーは鳴りません。 
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 CLBGetBuzzerMute 
 


機能 ブザーの全音量、個別ミュートを取得します。 


 


書式 BOOL CLBGetBuzzerMute( DWORD dwType ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwType 属性 


 ブザー音の属性は以下の８種類です。 
 属性 
キークリック音 B_CLICK 
アラーム音 B_ALARM 
警告音 B_WARNING 
読取完了音 B_SCANEND 
カード読み書き音 B_CRREAD 
無線着信音 B_WIREREAD 
ユーザー指定音 B_USERDEF 
全音量 B_ALL 


 


戻り値 TRUE ミュート ON (ブザーは鳴りません) 


 FALSE ミュート OFF (ブザーは鳴ります) デフォルト 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


備考 全音量ミュートが設定されている場合、または鳴らしたい属性の個別ミュートが ON の場合は 


 ブザーは鳴りません。 
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 CLBSetCPUMode 
 


機能 CPU 周波数制御の設定を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetCPUMode( DWORD dwMode) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwMode  CPU 周波数 


  CLB_CPUMODE_LOW  CPU 周波数: 55MHz 


   CLB_CPUMODE_HIGH  CPU 周波数:110MHz 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBGetCPUMode 
 


機能 CPU 周波数制御を読み出します。 


 


書式 BOOL CLBGetCPUMode(DWORD *pdwMode) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD *pdwMode CPU 周波数 


  CLB_CPUMODE_LOW  CPU 周波数: 55MHz 


  CLB_CPUMODE_HIGH  CPU 周波数:110MHz 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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  CLBGetDeviceIDCode 
 


機能 EEPROM に書き込まれている DeviceID を読み出します。 


 


書式 BOOL CLBGetDeviceIDCode (TCHAR *pdwDevID) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ TCHAR *pdwDevID[32] 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBGetUserIDCode 
 


機能 EEPROM に書き込まれている UserID を読み出します。 


 


書式 BOOL CLBGetUserIDCode (WORD *pwUserID) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ WORD *pwUserID 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBPlayVibrator 
 


機能 バイブレータを振動します。 


 


書式 BOOL CLBPlayVibrator( DWORD dwType, DWORD dwCount, 


DWORD dwOnTime, DWORD dwOffTime ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwType 属性 


 ブザー音の属性は以下の７種類です。デフォルト値を示します。 
 回数 ON 時間 OFF 時間 個別ミュート 属性 


アラーム 1 1000 1000 ON/OFF B_ALARM 
警告 1 1000 1000 ON/OFF B_WARNING 
読取完了 1 1000 1000 ON/OFF B_SCANEND 
カード読み書き 1 1000 1000 ON/OFF B_CREAD 
無線着信 1 1000 1000 ON/OFF B_WIREREAD 
ユーザー指定 1～20 0～16000 0～1000 ON/OFF B_USERDEF 


 


 DWORD dwCount  ユーザ指定時のみ有効 


  B_USERDEF 以外の場合は、CLB_VIBRATOR_DEFAULT を使用します。 


 DWORD dwOnTime (msec) ユーザ指定時のみ有効 


  B_USERDEF 以外の場合は、CLB_ VIBRATOR _DEFAULT を使用します。 


 DWORD dwOffTime (msec) ユーザ指定時のみ有効 


  B_USERDEF 以外の場合は、CLB_ VIBRATOR _DEFAULT を使用します。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


備考 全振動ミュートが設定されている場合、または振動したい属性の個別ミュートが ON の場合は 


 バイブレータは振動しません。 
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 CLBStopVibrator 
 


機能 バイブレータの振動を止めます。 


 


書式 BOOL CLBStopVibrator() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBSetVibratorMute 
 


機能 バイブレータの全振動、個別ミュートを設定します。 


 


書式 BOOL CLBSetVibratorMute( DWORD dwType, BOOL bMute ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwType 属性 


 バイブレータの属性は以下の 7 種類です。 
 属性 
アラーム B_ALARM 
警告 B_WARNING 
読取完了 B_SCANEND 
カード読み書き B_CRREAD 
無線着信 B_WIREREAD 
ユーザー指定 B_USERDEF 
全音 B_ALL 


 


 BOOL bMute 


  TRUE ミュート ON (バイブレータは振動しません) 


  FALSE ミュート OFF (バイブレータは振動します) デフォルト 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


備考 全振動ミュートが設定されている場合、または振動したい属性の個別ミュートが ON の場合は 


 バイブレータは振動しません。 
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 CLBGetVibratorMute 
 


機能 バイブレータの全振動、個別ミュートを取得します。 


 


書式 BOOL CLBGetVibratorMute( DWORD dwType ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwType 属性 


 バイブレータの属性は以下の 7 種類です。 
 属性 
アラーム B_ALARM 
警告 B_WARNING 
読取完了 B_SCANEND 
カード読み書き B_CRREAD 
無線着信 B_WIREREAD 
ユーザー指定 B_USERDEF 
全音 B_ALL 


 


戻り値 TRUE ミュート ON (バイブレータは振動しません) 


 FALSE ミュート OFF (バイブレータは振動します) デフォルト 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


備考 全振動ミュートが設定されている場合、または振動したい属性の個別ミュートが ON の場合は 


 バイブレータは振動しません。 
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  CLBSetKeyConversionExceptFnMode 
 


機能 キーコードを設定します。（通常モード） 


 


書式 BOOL CLBSetKeyConversionExceptFnMode( DWORD dwKeyID, 


DWORD dwKeyCode ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwKeyID キーID 


 KeyID は以下の 28 種類です。 
KEY_ID_LEFTTRIGGER KEY_ID_F7 
KEY_ID_RIGHTTRIGGER KEY_ID_F8 
KEY_ID_MULTI KEY_ID_0 
KEY_ID_FUNCTION KEY_ID_1 
KEY_ID_LEFT KEY_ID_2 
KEY_ID_RIGHT KEY_ID_3 
KEY_ID_UP KEY_ID_4 
KEY_ID_DOWN KEY_ID_5 
KEY_ID_F1 KEY_ID_6 
KEY_ID_F2 KEY_ID_7 
KEY_ID_F3 KEY_ID_8 
KEY_ID_F4 KEY_ID_9 
KEY_ID_F5 KEY_ID_CLEAR 
KEY_ID_F6 KEY_ID_ENTER 


 


 DWORD dwKeyCode キーコード 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBGetKeyConversionExceptFnMode 
 


機能 キーコードを取得します。（通常モード） 


 


書式 BOOL CLBGetKeyConversionExceptFnMode( DWORD dwKeyID, 


DWORD *pdwKeyCode ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwKeyID キーID 


 KeyID は以下の 28 種類です。 
KEY_ID_LEFTTRIGGER KEY_ID_F7 
KEY_ID_RIGHTTRIGGER KEY_ID_F8 
KEY_ID_MULTI KEY_ID_0 
KEY_ID_FUNCTION KEY_ID_1 
KEY_ID_LEFT KEY_ID_2 
KEY_ID_RIGHT KEY_ID_3 
KEY_ID_UP KEY_ID_4 
KEY_ID_DOWN KEY_ID_5 
KEY_ID_F1 KEY_ID_6 
KEY_ID_F2 KEY_ID_7 
KEY_ID_F3 KEY_ID_8 
KEY_ID_F4 KEY_ID_9 
KEY_ID_F5 KEY_ID_CLEAR 
KEY_ID_F6 KEY_ID_ENTER 


 


 DWORD *pdwKeyCode キーコード 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBSetKeyConversionFnMode 
 


機能 キーコードを設定します。（Fn モード） 


 


書式 BOOL CLBSetKeyConversionFnMode( DWORD dwKeyID, DWORD dwKeyCode ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwKeyID キーID 


 KeyID は以下の 28 種類です。 
KEY_ID_LEFTTRIGGER KEY_ID_F7 
KEY_ID_RIGHTTRIGGER KEY_ID_F8 
KEY_ID_MULTI KEY_ID_0 
KEY_ID_FUNCTION KEY_ID_1 
KEY_ID_LEFT KEY_ID_2 
KEY_ID_RIGHT KEY_ID_3 
KEY_ID_UP KEY_ID_4 
KEY_ID_DOWN KEY_ID_5 
KEY_ID_F1 KEY_ID_6 
KEY_ID_F2 KEY_ID_7 
KEY_ID_F3 KEY_ID_8 
KEY_ID_F4 KEY_ID_9 
KEY_ID_F5 KEY_ID_CLEAR 
KEY_ID_F6 KEY_ID_ENTER 


 


 DWORD dwKeyCode キーコード 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBGetKeyConversionFnMode 
 


機能 キーコードを取得します。（Fn モード） 


 


書式 BOOL CLBGetKeyConversionFnMode( DWORD dwKeyID, 


DWORD *pdwKeyCode ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwKeyID キーID 


 KeyID は以下の 28 種類です。 
KEY_ID_LEFTTRIGGER KEY_ID_F7 
KEY_ID_RIGHTTRIGGER KEY_ID_F8 
KEY_ID_MULTI KEY_ID_0 
KEY_ID_FUNCTION KEY_ID_1 
KEY_ID_LEFT KEY_ID_2 
KEY_ID_RIGHT KEY_ID_3 
KEY_ID_UP KEY_ID_4 
KEY_ID_DOWN KEY_ID_5 
KEY_ID_F1 KEY_ID_6 
KEY_ID_F2 KEY_ID_7 
KEY_ID_F3 KEY_ID_8 
KEY_ID_F4 KEY_ID_9 
KEY_ID_F5 KEY_ID_CLEAR 
KEY_ID_F6 KEY_ID_ENTER 


 


 DWORD *pdwKeyCode キーコード 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBSetKeyRepeat 
 


機能 キーリピートするキーコードの設定します。 


 


書式 BOOL CLBSetKeyRepeat ( DWORD *pdwKeyRepeat ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD pdwKeyRepeat[16] キーリピートするキーコード（ 大１６個） 


 デフォルトは下記の値が設定されています。 
配列 Virtual Key Code Virtual Key Code の値 


0 VK_UP 0x26 
1 VK_DOWN 0x28 
2 VK_LEFT 0x25 
3 VK_RIGHT 0x27 
4 設定なし 0x00 
5 設定なし 0x00 
6 設定なし 0x00 
7 設定なし 0x00 
8 設定なし 0x00 
9 設定なし 0x00 
10 設定なし 0x00 
11 設定なし 0x00 
12 設定なし 0x00 
13 設定なし 0x00 
14 設定なし 0x00 
15 設定なし 0x00 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


備考 設定は必ず０(Zero)から順番に入れて下さい。途中に設定なしの 0x00 が入っていますと、それ以降


の設定は無効になります。 


 また設定する場合は、必ず CLBGetKeyRepeat()を行い、現在のキーリピート状態を取得した後に、 


 キーリピート変更設定を行って下さい。 
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 CLBGetKeyRepeat 
 


機能 キーリピートするキーコードを取得します。 


 


書式 BOOL CLBGetKeyRepeat (DWORD *pdwKeyRepeat ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD pdwKeyRepeat[16] キーリピートするキーコード（ 大１６個） 


 デフォルトは下記の値が設定されています。 
配列 Virtual Key Code Virtual Key Code の値 


0 VK_UP 0x26 
1 VK_DOWN 0x28 
2 VK_LEFT 0x25 
3 VK_RIGHT 0x27 
4 設定なし 0x00 
5 設定なし 0x00 
6 設定なし 0x00 
7 設定なし 0x00 
8 設定なし 0x00 
9 設定なし 0x00 
10 設定なし 0x00 
11 設定なし 0x00 
12 設定なし 0x00 
13 設定なし 0x00 
14 設定なし 0x00 
15 設定なし 0x00 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBSetKeyRepeatFalsehood 
 


機能 キーリピート（偽りリピート）するキーコードの設定します。 


 


書式 BOOL CLBSetKeyRepeatFalsehood ( DWORD *pdwKeyRepeat ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD pdwKeyRepeat[4]  キーリピート（偽りリピート）するキーコード（ 大４個） 


 デフォルトは下記の値が設定されています。 
配列 Virtual Key Code Virtual Key Code の値 


0 VK_F24 0x87 
1 VK_F21 0x84 
2 設定なし 0x00 
3 設定なし 0x00 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


備考 設定は必ず０（Zero）から順番に入れて下さい。途中に設定なしの 0x00 が入っていますと、それ以降


の設定は無効になります。 


 また設定する場合は、必ず CLBGetKeyRepeatFalsehood()を行い、現在のキーリピート状態を 


取得した後に、キーリピート（偽りリピート）変更設定を行って下さい。 
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 CLBGetKeyRepeatFalsehood 
 


機能 キーリピート（偽りリピート）するキーコードを取得します。 


 


書式 BOOL CLBGetKeyRepeatFalsehoodORD *pdwKeyRepeat ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD pdwKeyRepeat[4]  キーリピート（偽りリピート）するキーコード（ 大 4 個） 


 デフォルトは下記の値が設定されています。 
配列 Virtual Key Code Virtual Key Code の値 


0 VK_F24 0x87 
1 VK_F21 0x84 
2 設定なし 0x00 
3 設定なし 0x00 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBSetKeyConversionTurningOver 
 


機能 キーコードを設定します。（ひらがな、カタカナ、英字モード） 


 


書式 BOOL CLBSetKeyConversionTurningOver ( WORD wMode, WORD wKeyID, 


DWORD *pdwCodes ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ WORD wMode  モード 


 Mode は以下の３種類です。 
KEY_CONVERSION_MODE_KANA ひらがな、カタカナ 
KEY_CONVERSION_MODE_CAPITALALPHA 英大文字 
KEY_CONVERSION_MODE_SMALLALPHA 英小文字 


 


WORD wKeyID  キーID 


 KeyID は以下の 10 種類です。 
KEY_ID_0 
KEY_ID_1 
KEY_ID_2 
KEY_ID_3 
KEY_ID_4 
KEY_ID_5 
KEY_ID_6 
KEY_ID_7 
KEY_ID_8 
KEY_ID_9 


 


 DWORD *pdwCode[20] モード、キーID に対応するキーコード（ 大 20 個） 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


備考 設定は必ず０（Zero）から順番に入れて下さい。途中に設定なしの 0x00000000 が入っていますと、 


それ以降の設定は無効になります。 


 また設定する場合は、必ず CLBGetKeyConversionTurningOver ()を行い、 


現在のキーコード状態を取得した後に、キーコード変更設定を行って下さい。 
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 CLBGetKeyConversionTurningOver 
 


機能 キーコードを取得します。（ひらがな、カタカナ、英字モード） 


 


書式 BOOL CLBGetKeyConversionTurningOver ( WORD wMode, WORD wKeyID, 


DWORD *pdwCodes ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ WORD wMode  モード 


 Mode は以下の３種類です。 
KEY_CONVERSION_MODE_KANA ひらがな、カタカナ 
KEY_CONVERSION_MODE_CAPITALALPHA 英大文字 
KEY_CONVERSION_MODE_SMALLALPHA 英小文字 


 


WORD wKeyID  キーID 


 KeyID は以下の 10 種類です。 
KEY_ID_0 
KEY_ID_1 
KEY_ID_2 
KEY_ID_3 
KEY_ID_4 
KEY_ID_5 
KEY_ID_6 
KEY_ID_7 
KEY_ID_8 
KEY_ID_9 


 


 DWORD *pdwCode[20] モード、キーID に対応するキーコード（ 大 20 個） 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBSetKeyNotRepeat 
 


機能 全キーのリピートの設定を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetKeyNotRepeat (BOOL bNot) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ BOOL bNot 


  TRUE リピート無効 


  FALSE リピート有効 (デフォルト) 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBGetKeyNotRepeat 
 


機能 全キーのリピートの取得を行います。 


 


書式 BOOL CLBGetKeyNotRepeat () 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE リピート無効 


FALSE リピート有効 デフォルト値 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBSetKeyInputDisableEx 
 


機能 個別キーロックの許可／禁止設定を行います。 


 トリガーキー、マルチキー、電源キー以外のキー押下の許可／禁止設定を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetKeyInputDisableEx ( DWORD dwDisableBits ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwDisableBits 


 DisableBits は以下の 27 種類です。 
KEY_DISABLE_NONE KEY_DISABLE_0 
KEY_DISABLE_FUNCTION KEY_DISABLE_1 
KEY_DISABLE_LEFT KEY_DISABLE_2 
KEY_DISABLE_RIGHT KEY_DISABLE_3 
KEY_DISABLE_UP KEY_DISABLE_4 
KEY_DISABLE_DOWN KEY_DISABLE_5 
KEY_DISABLE_F1 KEY_DISABLE_6 
KEY_DISABLE_F2 KEY_DISABLE_7 
KEY_DISABLE_F3 KEY_DISABLE_8 
KEY_DISABLE_F4 KEY_DISABLE_9 
KEY_DISABLE_F5 KEY_DISABLE_CLEAR 
KEY_DISABLE_F6 KEY_DISABLE_ENTER 
KEY_DISABLE_F7 KEY_DISABLE_ALL 
KEY_DISABLE_F8  


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


備考 リセットを行う事により、禁止設定は全て無効となり、全てのキー入力が可能となります。 


 また KEY_DISABLE_ALL を指定した場合は、トリガーキー、マルチキー、電源キー以外のキー 


入力を受け付けませんので、リセットによる解除方法しか手段がありません。 
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 CLBGetKeyInputDisableEx 
 


機能 個別キーロックの許可／禁止状態を読み出します。 


 トリガーキー、マルチキー、電源キー以外のキー押下の許可／禁止状態を読み出します。 


 


書式 DWORD CLBGetKeyInputDisableEx () 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 戻り値は以下の 27 種類です。 
KEY_DISABLE_NONE KEY_DISABLE_0 
KEY_DISABLE_FUNCTION KEY_DISABLE_1 
KEY_DISABLE_LEFT KEY_DISABLE_2 
KEY_DISABLE_RIGHT KEY_DISABLE_3 
KEY_DISABLE_UP KEY_DISABLE_4 
KEY_DISABLE_DOWN KEY_DISABLE_5 
KEY_DISABLE_F1 KEY_DISABLE_6 
KEY_DISABLE_F2 KEY_DISABLE_7 
KEY_DISABLE_F3 KEY_DISABLE_8 
KEY_DISABLE_F4 KEY_DISABLE_9 
KEY_DISABLE_F5 KEY_DISABLE_CLEAR 
KEY_DISABLE_F6 KEY_DISABLE_ENTER 
KEY_DISABLE_F7 KEY_DISABLE_ALL 
KEY_DISABLE_F8  


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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3-8.レジストリ 
システムライブラリでは、以下のレジストリを使用します。これらの値は提供する API 関数により自動的に更新さ


れますので、ユーザが直接編集する必要はありません。 


 
LocalMachine\Drivers\BuiltIn\pmu


Wakeup要因による電源ONの設定をします。


キー名 型 値 説明


0 マルチキーによるWake-upを許可MultiKeyWakeupDisa


ble


DWORD


1 マルチキーによるWake-upを禁止


0 左キーによるWake-upを許可LeftKeyWakeupDisab


le


DWORD


1 左キーによるWake-upを禁止


0 右キーによるWake-upを許可RightKeyWakeupDisa


ble


DWORD


1 右キーによるWake-upを禁止


0 左トリガキーによるWake-upを許可LeftTrgKeyWakeupDi


sable 


DWORD


1 左トリガキーによるWake-upを禁止


0 右トリガキーによるWake-upを許可RightTrgKeyWakeupD


isable


DWORD


1 右トリガキーによるWake-upを禁止


0 IoBox 載せによる Wake-up を許可 IoBoxWakeupDisable 


 


DWORD 


1 IoBox 載せによる Wake-up を禁止 


 


LocalMachine\Drivers\BuiltIn\pmu 


電源 ON 後指定時間 OFF を禁止する時間を設定します。 


キー名 型 値 説明 


PowerOffKeyReadyTi


me 


DWORD 非設定（初期値） 電源 ON 後一定時間 OFF キーを無効にする時間を秒


単位で設定 


 


LocalMachine\Drivers\BuiltIn\pmu 


電源 ON するまでの電源ﾎﾞﾀﾝ連続押し時間を設定します。 


キー名 型 値 説明 


PowerOnKeySenseTim


e 


DWORD 1 電源 OFF 時に、電源 ON するまでの電源ﾎﾞﾀﾝ連続押


し時間を 250msec 単位で設定 


0(16msec)、1(250msec)～7(1750msec) 


 


LocalMachine\Drivers\BuiltIn\pmu 


電源 OFF するまでの電源ﾎﾞﾀﾝ連続押し時間を設定します。 


キー名 型 値 説明 


PowerOffKeySenseTi


me 


DWORD 1 電源 ON 時に、電源 OFF するまでの電源ﾎﾞﾀﾝ連続押


し時間を 250msec 単位で設定 


1(250msec)～7(1750msec) 


 


LocalMachine\Drivers\BuiltIn\pmu 


電源ボタンでの OFF の禁止／許可を設定します。 


キー名 型 値 説明 


0 電源キー有効 PowerOffKeyDisable DWORD 


1 電源キー無効 
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LocalMachine\Drivers\BuiltIn\Buzzer\Click 


ブザー（クリック）の個別設定を設定します。 


キー名 型 値 説明 


Freq DWORD 2730 クリック周波数[Hz] 


Time DWORD 50 クリック音長[ms] 


Volume DWORD 2 クリック音量[1-3] 


Mute DWORD 0 クリックミュート[0:OFF、1:ON] 


 
LocalMachine\Drivers\BuiltIn\Buzzer\Alarm 


ブザー（アラーム）の個別設定を設定します。 


キー名 型 値 説明 


Freq DWORD 2340 アラーム周波数[Hz] 


Time DWORD 150 アラーム音長[ms] 


Volume DWORD 2 アラーム音量[1-3] 


Mute DWORD 0 アラームミュート[0:OFF、1:ON] 


 
LocalMachine\Drivers\BuiltIn\Buzzer\Warning 


ブザー（警告音）の個別設定を設定します。 


キー名 型 値 説明 


Freq DWORD 4096 警告音周波数[Hz] 


Time DWORD 100 警告音音長[ms] 


Volume DWORD 2 警告音音量[1-3] 


Mute DWORD 0 警告音ミュート[0:OFF、1:ON] 


 
LocalMachine\Drivers\BuiltIn\Buzzer\ScanEnd 


ブザー（スキャナ読取完了音）の個別設定を設定します。 


キー名 型 値 説明 


Freq DWORD 2048 スキャナ読取完了音周波数[Hz] 


Time DWORD 75 スキャナ読取完了音音長[ms] 


Volume DWORD 2 スキャナ読取完了音音量[1-3] 


Mute DWORD 0 スキャナ読取完了音ミュート[0:OFF、1:ON] 


 
LocalMachine\Drivers\BuiltIn\Buzzer\CRead 


ブザー（カード読み書き音）の個別設定を設定します。 


キー名 型 値 説明 


Freq DWORD 2730 カード読み書き周波数[Hz] 


Time DWORD 100 カード読み書き音音長[ms] 


Volume DWORD 2 カード読み書き音量[1-3] 


Mute DWORD 0 カード読み書きミュート[0:OFF、1:ON] 


 
LocalMachine\Drivers\BuiltIn\Buzzer\WireRead 


ブザー（無線着信音）の個別設定を設定します。 


キー名 型 値 説明 


Freq DWORD 2340 無線着信音周波数[Hz] 


Time DWORD 100 無線着信音音長[ms] 


Volume DWORD 2 無線着信音音量[1-3] 


Mute DWORD 0 無線着信音ミュート[0:OFF、1:ON] 
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LocalMachine\Drivers\BuiltIn\Buzzer\UserDef 


ブザー（ユーザー定義音）の個別設定を設定します。 


キー名 型 値 説明 


Freq DWORD XXXX ユーザー定義音周波数[Hz] 


Time DWORD XXXX ユーザー定義音音長[ms] 


Volume DWORD 2 ユーザー定義音音量[1-3] 


Mute DWORD 0 ユーザー定義音ミュート[0:OFF、1:ON] 


 
LocalMachine\Drivers\BuiltIn\Buzzer\All 


ブザー（全ミュート）の設定をします。 


キー名 型 値 説明 


Mute DWORD 0 全ミュート[0:OFF、1:ON] 


 
LocalMachine\Drivers\BuiltIn\Vibrator\Alarm 


バイブレータ（アラーム）の個別設定を設定します。 


キー名 型 値 説明 


Count DWORD 1 アラーム回数 


OnTime DWORD 200 アラーム On 時間[ms] 


OffTime DWORD 200 アラーム Off 時間[ms] 


OnOff DWORD 1 アラーム OnOff[0:OFF、1:ON] 


Mute DWORD 0 アラームミュート[0:OFF、1:ON] 


 
LocalMachine\Drivers\BuiltIn\Vibrator\Warn 


バイブレータ（警告）の個別設定を設定します。 


キー名 型 値 説明 


Count DWORD 1 警告回数 


OnTime DWORD 200 警告 On 時間[ms] 


OffTime DWORD 200 警告 Off 時間[ms] 


OnOff DWORD 1 警告 OnOff[0:OFF、1:ON] 


Mute DWORD 0 警告ミュート[0:OFF、1:ON] 


 
LocalMachine\Drivers\BuiltIn\Vibrator\ReadComplete 


バイブレータ（スキャナ読取完了）の個別設定を設定します。 


キー名 型 値 説明 


Count DWORD 1 スキャナ読取完了回数 


OnTime DWORD 200 スキャナ読取完了 On 時間[ms] 


OffTime DWORD 200 スキャナ読取完了 Off 時間[ms] 


OnOff DWORD 1 スキャナ読取完了 OnOff[0:OFF、1:ON] 


Mute DWORD 0 スキャナ読取完了ミュート[0:OFF、1:ON] 


 
LocalMachine\Drivers\BuiltIn\Vibrator\Card 


バイブレータ（カード読み書き）の個別設定を設定します。 


キー名 型 値 説明 


Count DWORD 1 カード読み書き回数 


OnTime DWORD 200 カード読み書き On 時間[ms] 


OffTime DWORD 200 カード読み書き Off 時間[ms] 


OnOff DWORD 1 カード読み書き OnOff[0:OFF、1:ON] 


Mute DWORD 0 カード読み書きミュート[0:OFF、1:ON] 
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LocalMachine\Drivers\BuiltIn\Vibrator\Radio 


バイブレータ（無線着信）の個別設定を設定します。 


キー名 型 値 説明 


Count DWORD 1 無線着信回数 


OnTime DWORD 200 無線着信 On 時間[ms] 


OffTime DWORD 200 無線着信 Off 時間[ms] 


OnOff DWORD 1 無線着信 OnOff[0:OFF、1:ON] 


Mute DWORD 0 無線着信ミュート[0:OFF、1:ON] 


 
LocalMachine\Drivers\BuiltIn\Vibrator\UserSpec 


バイブレータ（ユーザー定義）の個別設定を設定します。 


キー名 型 値 説明 


Count DWORD 1 ユーザー定義回数 


OnTime DWORD XXXX ユーザー定義 On 時間[ms] 


OffTime DWORD XXXX ユーザー定義 Off 時間[ms] 


OnOff DWORD 1 ユーザー定義 OnOff[0:OFF、1:ON] 


Mute DWORD 0 ユーザー定義ミュート[0:OFF、1:ON] 


 
LocalMachine\Drivers\BuiltIn\Vibrator\All 


バイブレータ（全ミュート）を設定します。 


キー名 型 値 説明 


Mute DWORD 0 全ミュート[0:OFF、1:ON] 
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§1. 概要 


本マニュアルは、ハンディターミナル DT-950 のカシオライブラリ機能に関して述べたものです。 


以下のライブラリは全て「DT-950」のみで動作可能です。ハードウェア固有の機能を使用していますので、


WindowsCE.NET 汎用ではありません。 


 


■Export SDK 
Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔから提供されています開発環境で DT-950 のアプリケーションが開発できるようにするための SDK


です。本 SDK を開発環境がインストールしてあるＰＣにインストールすることによって DT-950 用のアプリケーシ


ョンが開発できるようになります。 


 


■システムライブラリ 
バックライト制御／電源制御等、予め本体に搭載している機能に対する拡張及び補助機能をライブラリで提供し


ます。 


 


■レーザースキャナーライブラリ 
スキャナライブラリは、本体に内蔵していますレーザースキャナを使用するためのもので、バーコード


の読み取り、読み取りパラメータの設定等を行う関数を提供します。 


 


■Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ ライブラリ 
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈライブラリは、本体に内蔵していますＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールを利用して通信を行わせるためのライブ


ラリです。本ライブラリを使用することによってアプリケーションからＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信を利用することができます。 


 


■コモンコントロールライブラリ 
DT-950 アプリケーション開発用のコモンコントロールです。次の５種類のコントロールが用意されて


います。 


メニューコントロール、ベースウインドウ、メッセージボックス、エディットコントロール 


ファイル選択コントロール 


 


■開発環境 
 


 
 

・Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ eMbededded Visual C++ 4.0 ＋ ＳerviceＰack １

1-1 
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§2. Export SDK 


2-1.機能 
Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔから提供されています開発環境で DT-950 のアプリケーションが開発できるようにするための SDK


です。 


 


2-2.動作環境 
■機種    下記機能を有する PC 


■OS    Windows2000(SP2 以降)または、WindowsXP Professional 


■CPU     PentiumⅡ 266MHz 以上 


■RAM     128MB 以上 


■空き Disk  1.7GB 以上 


 


2-3.開発環境 
■Microsoft eMbedded C++ Version4.0 ＋ ServicePack 1 


※ServicePack 2 以降は使用しないで下さい。 


2-4.提供ファイル 
■DT-950_SDK.msi  SDK インストールアプリケーション 


 


2-5.使用方法 
1. SDK インストールアプリケーションを開発環境をインストールした PC 上で実行します。 


先に開発環境（eMbedded C++ Version4.0 ＋ ServicePack 1）をインストールしておく必要があります。 


2.以下 eMbedded Visual C++ Version4.0 での操作について説明します。 


3. 1.の「SDK のインストール」を行うと、プラットフォームに DT-950 が追加されます。 


4. ビルドメニュー/アクティブプラットフォームの設定で DT-950 を選択します。 


5. ＣＰＵの選択は、SH3 にしてビルドしてください。 


6. 他のCEバージョンで開発したアプリケーションを移植するには、基本的に本SDKでのリビルドが必要です。


またその他の操作については、Pocket PC のアプリケーションを開発する作業と同様な作業で本 SDK を使


用したアプリケーションを開発する事ができます。 


 


 







DT-950 ライブラリマニュアル 
§2．Export SDK 


2-2 


2-6. DT-950 に搭載されるWindowsCE.NET 4.1 Microsoft提供モジュール


一覧 
Core OS Modules DT-950


正式版 .NET Compact Framework × 


C++ 例外処理 ○ 


ランタイム型情報 ○ 


標準の IO (STDIO) ○ 


C ライブラリ 


およびランタイム 


標準の IO ASCII (STDIOA) ○ 


Microsoft Foundation Classes (MFC) ○ 


Pocket Outlook オブジェクト モデル (POOM) API × 


Windows CE .NET 用の標準 SDK ○ 


  ○ 


XML HTTP × 


XML SAX × 


  ○ 


XML コア サービスおよび 


ドキュメント オブジェクト モデル 


 (DOM) 


XML クエリ言語 (XQL) 
XML スタイルシート言語変換 (XSLT) × 


XML 
MSXML 3.0 
 (1 つ選択) 


XML 最小パーサー × 


アクティブ テンプレート ライブラリ (ATL) ○ 


OBEX クライアント ○ 


  × 


OBEX 受信トレイ × 


オブジェクト交換プロトコル 


 (OBEX) OBEX サーバー 


OBEX ファイル ブラウザ × 


  ○ 
COM 


COM 記憶域 × 


  × 


COM 記憶域 × 


コンポーネント サービス 


 (COM および DCOM) 


コンポーネント 


 オブジェクト 


 モデル 


 (1 つ選択) DCOM 


DCOM リモート アクセス × 


クライアント ○ 
シンプル オブジェクト アクセス プロトコル (SOAP) ツールキット 


サーバー × 


デバイス管理クライアント × 
デバイス管理 


簡易ネットワーク管理プロトコル (SNMP) × 


  ○ 
メッセージ キュー (MSMQ) 


SOAP リライアブル メッセージ プロトコル (SRMP) × 


A
p
p
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d
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m


e
n
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軽量ディレクトリ アクセス プロトコル (LDAP) クライアント ○ 


  ○ 


Pocket Outlook データベースの同期 × 


ファイル同期 ○ 
ActiveSync 


受信トレイの同期 ○ 


FLASH アップデート サンプル アプリケーション × 


Windows Messenger × 


フリーセル × 
ゲーム 


ソリティア × 


ターミナル エミュレータ × 


Microsoft Excel Viewer × 


Microsoft Image Viewer × 


Microsoft PDF Viewer × 


Microsoft PowerPoint Viewer × 


ファイル ビューア 


Microsoft Word Viewer × 


ヘルプ × 


リモート デスクトップ接続 リモート デスクトップ プロトコル (RDP) × 


ワードパッド   × 


A
p
p
lic


at
io


n
s 


-
 E


n
d
 U


se
r 


受信トレイ   ○ 


  × 


USB ヒューマン インプット デバイス (HID) クラス ドライバ × 


C
o
re


 O
S
 


S
e
rv


ic
e
s USB ホスト サポート 


USB プリンタ クラス ドライバ × 
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USB リモート NDIS クラス ドライバ ×  


USB 記憶域クラス ドライバ × 


  ○ 
FormatMessage API 


FormatMessage API - システム エラー メッセージ ○ カーネル機能 


ファイバ API ○ 


シリアル ポート サポート × 


LMemDebug メモリ デバッグ フック × 


キーボードおよびタッチ ドライバ デバッグ サンプル アプリケーション × 


Toolhelp API ○ 
デバッグ ツール 


リモート ディスプレイ アプリケーション × 


パラレル ポート サポート × 


電源管理 (完全) ○ 


 


電源管理 
電源管理 (最小) × 


FTP サーバー × 


RAS サーバー/PPTP サーバー (受信) × 


Telnet サーバー × 


  × 


Web サーバー管理 ISAPI × 


  × 


JScript 5.5 × 
アクティブ サーバー ページ (ASP) 
 サポート 


VBScript 5.5 × 


Web サーバー 


 (HTTPD) 


デバイス管理 ISAPI 拡張 × 


サーバ


ー 


コア サーバー サポート ○ 


ワイヤード (有線) ローカル エリア ネットワーク (802.3、802.5) ○ 
ネットワーキング - ローカル エリア ネットワーク (LAN) 


ワイヤレス LAN (802.11) - 自動構成および 802.1x ○ 


ネットワーキング - パーソナル エリア ネットワーク (PAN) IrDA ○ 


  ○ Telephony API 
 (TAPI 2.0) Unimodem サポート ○ 


イーサネット上ポイント ツー ポイント プロトコル (PPPoE) × 


  ○ ダイヤル アップ ネットワーク


 (RAS/PPP) 自動ダイヤル ○ 


ネットワーキング - 広域ネットワーク (WAN) 


仮想プライベートネットワーク (PPTP) ○ 


NDIS 5.1 ○ 


  ○ 
TCP/IP 


IP ヘルパ API ○ 


TCP/IPv6 サポート ○ 


Windows ネットワーキング API/リダイレクタ (SMB/CIFS) ○ 


Winsock サポート ○ 


  × 
インターネット接続の共有 (ICS) 


サンプル UPnP IGD スキーマ実装 × 


ネットワーク ブリッジ機能 × 


ネットワーク ユーティリティ (IpConfig、Ping、Route) ○ 


コントロール ポイント API × 


デバイス ホスト API × 
ユニバーサル プラグ アンド プレイ 


 (UPnP) 
デバイス ホスト API (最小のサブセット) × 


リアルタイム通信 (RTC) クライアント API × 


C
o
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ネットワーキング機能 


拡張可能証明プロトコル ○ 


RAM および ROM ファイル システム ○ 
ファイル システム - 内部 (1 つ選択) 


ROM のみファイル システム × 


ビット ベース ○ 
ファイルおよびデータベースの複製 (1 つ選択) 


変更番号 × 


Hive ベースのレジストリ × 
レジストリ記憶域 (1 つ選択) 


RAM ベースのレジストリ ○ 


  ○ 


CD/UDFS ファイル システム × 


F
ile


 S
ys


te
m


s 
an


d 
D


at
a 


S
to


re
 


記憶域マネージャ 


FAT ファイル システム ○ 


Arial (サブセット 1_30) × 


F
o
n
ts


 


Arial 


Arial Black × 
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Arial Bold × 


Arial Bold Italic × 


 


Arial Italic × 


Comic Sans MS × 
Comic Sans MS 


Comic Sans MS Bold × 


Courier New (Subset 1_30) ○ 


Courier New Bold × 


Courier New Bold Italic × 
Courier New 


Courier New Italic × 


Georgia × 


Georgia Bold × 


Georgia Bold Italic × 
Georgia 


Georgia Italic × 


Impact × 


Kino × 


MSLogo × 


Tahoma (Subset 1_07) ○ 
Tahoma 


Tahoma Bold × 


Times New Roman (Subset 1_30) × 


Times New Roman Bold × 


Times New Roman Bold Italic × 
Times New Roman 


Times New Roman Italic × 


Trebuchet MS × 


Trebuchet MS Bold × 


Trebuchet MS Bold Italic × 
Trebuchet MS 


Trebuchet MS Italic × 


Verdana × 


Verdana Bold × 


Verdana Bold Italic × 
Verdana 


Verdana Italic × 


Webdings × 


Wingding × 


 


Symbol × 


ナショナル言語サポート (NLS) ○ 
ロケール サービス 


英語 (米国) ナショナル言語サポートのみ × 


Agfa AC3 フォント圧縮 × 


ドイツ語 インプット メソッド Transcriber 手書き文字認識アプリケーション × 


フランス語 インプット メソッド Transcriber 手書き文字認識アプリケーション × 


英語 (全世界) インプット メソッド 手書き認識エンジン (HWX) × 


インプット メソッド Transcriber 手書き文字認識アプリケーション × 
英語 (米国) 


スペル チェック (英語) × 


GB18030 データ変換 × 


Windows CE 用 MSPY2 × 


Pocket IME × 


1.1 MB - 最小データベース × 


1.3 MB - コンパクト データベース × 


インプット メソッド エディタ 
Windows CE 用 


 MSPY2 データベース 


 (1 つ選択) 
1.7 MB - 標準データベース × 


SC_Song × 


SimSun および NSimSun × 


SimSun および NSimSun (サブセット 2_50) × 


SimSun および NSimSun (サブセット 2_60) × 


SimSun および NSimSun (サブセット 2_70) × 


SimSun および NSimSun (サブセット 2_80) × 


簡体字中国語 


フォント SimSun および NSimSun 
 (1 つ選択) 


SimSun および NSimSun (サブセット 2_90) × 


Agfa AC3 フォント圧縮 × 


韓国語ソフト キーボード サンプル × 


In
te


rn
at
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n
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ロ
ケ


ー
ル


特
定


サ
ポ


ー
ト


 


韓国語 


インプット メソッド 
手書き認識エンジン (HWX) およびサンプル UI × 
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インプット メソッド エディタ IME 97 × 


Gulim (GL_CE) × 


Gulim および GulimChe (サブセット 1_30) × 


Gulim および GulimChe (サブセット 1_40) × 


Gulim および GulimChe (サブセット 1_50) × 


 


フォント Gulim および GulimChe 
 (1 つ選択) 


Gulim および GulimChe (サブセット 1_60) × 


かなソフト キーボード × 


インプット メソッド セレクタ サンプル アプリケーション × 


ローマ字/英語のソフト キーボード × 


画数検索 × 


  × 
手書き認識エンジン (HWX)


Multibox HWX サンプル UI × 


インプット メソッド 


部首検索 × 


  × 


小型辞書 × IME 98 
IME 98 
 データベ


ース オプ


ション 
標準辞書 × 


  ○ 


人名地名辞書 ○ 
Pocket IME 
 (追加のデータベースを選


択) 
追加辞書 ○ 


インプット メソッド エディタ 


テスト IME × 


ＭＳ ゴシック、ＭＳ Ｐゴシックおよび MS UI Gothic 


ＭＳ ゴシック、ＭＳ Ｐゴシックおよび MS UI Gothic (サブセット 
1_50) 
ＭＳ ゴシック、ＭＳ Ｐゴシックおよび MS UI Gothic (サブセット 
1_60) 
ＭＳ ゴシック、ＭＳ Ｐゴシックおよび MS UI Gothic (サブセット 
1_70) 
ＭＳ ゴシック、ＭＳ Ｐゴシックおよび MS UI Gothic (サブセット 
1_80) 
ＭＳ ゴシック、ＭＳ Ｐゴシックおよび MS UI Gothic (サブセット 
1_90) 


ＭＳ ゴシックおよび ＭＳ Ｐゴシック (サブセット 30) 


日本語 


フォント 
ＭＳ ゴシック


 (1 つ選択)


ＭＳ ゴシックおよび ＭＳ Ｐゴシック (サブセット 30_1_19) 


○ 


インプット メソッド 手書き認識エンジン (HWX) およびサンプル UI × 


インプット メソッド エディタ Pocket IME × 


MingLiU および PMingLiU × 


MingLiU および PMingLiU (サブセット 2_70) × 


MingLiU および PMingLiU (サブセット 2_80) × 


MingLiU および PMingLiU 
 (1 つ選択) 


MingLiU および PMingLiU (サブセット 2_90) × 


 


繁体字中国語 


フォント 


MS Ming × 


 


複数言語ユーザー インターフェイス (MUI) × 


Pocket Internet Explorer HTML ビュー (WEBVIEW) × 


Internet Explorer HTML/DHTML API × 


  × 


固定幅レイアウト × 


垂直のスクロール バーおよびイベントを使用不可能にする × 
Internet Explorer TV スタイル ナビゲーション 


方向タブ × 


Internet Explorer ブラウザ コントロール ホスト × 


Internet Explorer 複数の言語 API ○ 


URL モニカ サービス ○ 


Windows CE 用 


 Internet Explorer 5.5 
 コンポーネント 


Windows Internet サービス ○ 


サンプル IE 5.5 Internet オプション コントロール パネル × 


JScript 5.5 × 
スクリプト 


VBScript 5.5 × 


Pocket Internet Explorer × 


  × 


Internet Explorer 5.5 サンプル ブラウザ × 


In
te
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ブラウザ アプリケーション 


 (1 つ選択) Windows CE 用 Internet Explorer 5.5 - 標準コンポーネント 


TV スタイルのナビゲーション コンポーネント × 


Digital Rights Management (DRM) × 


e
di


a 


T
e
c
h
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 Digital Rights Management 


DRM ライセンス取得 OCX × 
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 ポータブル デバイス用の DRM × 


Direct3D × 
Direct3D 


リファレンス ラスタライザ × 


DirectDraw × 


DirectMusic × 


ACM ラッパ フィルタ × 


DirectShow コア × 


DMO ラッパ フィルタ × 


DirectSound オーディオ レンダラ × 


G.711 オーディオ Codec × 


GSM 6.10 オーディオ Codec × 


IMA ADPCM オーディオ Codec × 


MP3 Codec × 


MPEG-1 レイヤ 1 および 2 オーディオ Codec × 


MS ADPCM オーディオ Codec × 


Waveform オーディオ レンダラ × 


オーディオ Codec およびレンダラ 


WMA Codec × 


Cinepak ビデオ Codec × 


DirectShow ビデオ レンダラ × 


MPEG-1 ビデオ Codec × 


MS RLE ビデオ Codec × 


QuickTime V2 ビデオ Codec × 


ビデオ Codecs およびレンダラ 


WMV/MPEG-4 ビデオ Codec × 


AVI フィルタ × 


MIDI フィルタ × 


MPEG-1 パーサ/スプリッタ × 


DirectShow 


メディア フォーマット 


Wave/AIFF/au/snd ファイル パーサー × 


DVD-ビデオ × 


Windows Media Player OCX × 
Windows Media Player 


Windows Media Player アプリケーション × 


  × 


ASX v1 および M3U ファイル サポート × 


ASX v2 ファイル サポート × 


ASX v3 ファイル サポート × 


HTTP 上の Windows Media ストリーミング × 


MMS 上の Windows Media ストリーミング × 


NSC ファイル サポート × 


Windows Media マルチキャストおよびマルチ ビット レート × 


Windows Media テクノロジ 
Windows 
 Media 
 テクノロジ 


ローカル記憶域からの Windows Media ストリーミング × 


DirectSound × 


Waveform オーディオ ○ 


  × 


GSM 6.10 Codec × 


 


オーディオ 


オーディオ圧縮マネージャ 


MSFilter Codec × 


WMA および MP3 ストリーミング × 


WMA および MP3 ローカル再生 × 


 


基本マルチメディア 


WMV および MPEG-4 ストリーミング × 


  ○ 


スマート カード暗号化プロバイダ × 


証明書 (CryptoAPI 2.0) ○ 
高度な暗号プロバイダのある暗号化サービス (CryptoAPI 1.0) 


低度な暗号化プロバイダ (40 ビット) ○ 


  ○ 


Kerberos × 


NTLM ○ 


S
e
c
u
ri
ty


 


認証サービス (SSPI) 


Schannel (SSL/TLS) ○ 


Taskman サンプル シェル ×  
 シェル グラフィック シェル 


 (1 つ選択) 
Windows シン クライアント シェル × 
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 標準のシェル × 


コマンド プロセッサ × 
コマンド シェル 


コンソール ウィンドウ × 


横 (480x240 およびそれ以上) ○ 


 


コントロール パネルの方向 (1 つ選択) 
縦 (240x320 およびそれ以上) × 


オーバーラップ メニュー × 


カスタマイズ可能な UI Windows XP のようなサンプル スキン × 


Null スピーチ認識エンジン × 


Null テキスト ツー スピーチ エンジン × スピーチ インターフェイス 


スピーチ API (SAPI) × 


小さなスクリーン用 SIP × ソフトウェア ベースのインプッ


ト パネル 


 (SIP) (1 つまたはそれ以


上を選択) 
大きなスクリーン用 SIP × ソフトウェア インプット パネル 


ソフトウェア ベースのインプット パネル ドライバ × 


タッチ ディスプレイ (スタイラス) × 


ネットワーク ユーザー インターフェイス ○ 


マウス ○ 


 


ユーザー インターフェイス 


ユーザー補助 × 
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Platform Manager DT-950


ActiveSync トランスポート × 


Platform Builder 用カーネル独立トランスポート層 × トランスポート 


TCP/IP トランスポート × 


 
 


ベース エンジン         × 


       


       


Device Drivers DT-950


  × 


  × 


AV/C VCR サブユニット ドライバ × 


AV/C VCR 仮想サブユニット ドライバ × 


AV/C ストリーミング フィルタ ドライバ × 


オーディオ ビデオ コントロール (AV/C) プロトコル 


AV/C 仮想サブユニット コア × 


  × 
シリアル バス プロトコル 2 (SBP-2) 


SBP-2 記憶域ドライバ × 


テスト ツール - 診断ドライバ × 


テスト ツール - 診断仮想ドライバ × 


テスト ツール - サンプル アプリケーション × 


非 AV/C ウェブ カメラ ドライバ × 


IEEE 1394 


非 AV/C ウェブ カメラ仮想ドライバ × 
PCI バス × 


PCMCIA (i82365 互換) × PCMCIA  


(PC カード) PCMCIA (TI1250) × 


HD465 OHCI × 
OHCI × USB ホスト USB ホスト コントローラ 


UHCI × 


Netchip NET2890 USB 機能 (RNDIS インターフェイス) × 
USB 関数 


Netchip NET2890 USB 機能 (シリアル インターフェイス) × 
Windows CE Test Kit × 


8042 英語のキーボード/マウス × 
8042 韓国語のキーボード/マウス × 
8042 日本語 1 のキーボード/マウス (NEC レイアウト) × 


8042 日本語 2 のキーボード/マウス (IBM レイアウト) × 
NOP (Stub) 英語のキーボード/マウス × 
NOP (Stub) 韓国語のキーボード/マウス × 


NOP (Stub) 日本語 1 のキーボード/マウス (NEC レイアウト) × 


インプット 


 デバイス 
キーボード/マウス 


NOP (Stub) 日本語 2 のキーボード/マウス (IBM レイアウト) × 


Ensoniq ES1371 × 
Ensoniq ES1371 (Unified) × 


Geode/MediaGX Waveform オーディオ デバイス × 
Geode/MediaGX オーディオ (Unified) × 


オーディオ 


TVIA 5000 Waveform オーディオ デバイス × 
Com16550 × 


Com16550 (第 3 のインスタンス) × 
Com16550 第 2 のインスタンス) × 


シリアル 


Com_Card × 
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  × 
Bull Systems SmarTLP3 - シリアル スマートカード リーダ × 
SCM Microsystems SCR120 - PCMCIA スマート カード リーダー × 


スマート カード 


SCM Microsystems SCR300 - USB スマート カード リーダー × 
ATI (Victoria カード) × 
Geode/MediaGX × 


Geode/MediaGX (回転サポート) × 
MediaQ MQ200 × 
NULL (Stub) × 


Permedia3 × 
TVIA 5000 × 
VGA Linear (Flat) Framebuffer × 


VGA Linear (Flat) Framebuffer (回転サポート) × 


ディスプレイ 


複数のモニタ サポート × 


ユニバーサルの読み込み可能な 


ドライバのある Bluetooth × 


統合された UART のみの 


ドライバのある Bluetooth × Bluetooth 


統合された USB のみの 


ドライバのある Bluetooth × 


パーソナル エリア 


ネットワーク (PAN) 


デバイス 


シリアル赤外線 (SIR) デバイス シリアル赤外線 (SIR) ○ 


Cisco 802.11b PC カード ○ 
Intel DEC21x4 × 
National Semiconductor DP83815 (MacPhyter) × 


NE2000 PC カード × 


NE2000 互換 × 


NE2000 互換 (ISA カード) × 


RealTek RTL8139 × 


rNDIS 互換のイーサネット アダプタ × 


SMS SMSC100FD × 


Turbo 16/4 Token-Ring PC カード 2 × 
USB リモート NDIS クラス ドライバ × 


ローカル エリア ネットワーク 


(LAN) デバイス 


Xircom CE2 PC カード × 


Asyncmac NDIS ドライバ ○ 


ネットワーキング 


広域ネットワーク (WAN) デバイ


ス 将来の WAN ドライバ × 
HD465 パラレル × 


パラレル 
パラレル × 
  ○ 


プリンタ デバイス 
PCL プリンタ ドライバ × 


  ○ 


ATAPI PCI/IDE 記憶域ブロック ドライバ △ 


Intel(R) 継続記憶域マネージャ (PSM) × 


M-Systems TrueFFS (DiskOnChip および PC カード) × 


コンパクト フラッシュ/PC カード記憶域 (ATADISK) × 


記憶域デバイス 


保護されたデジタル/マルチメディア カード (SD/MMC) × 







DT-950 ライブラリマニュアル 
§2．Export SDK 


2-7. DT-950 仮想キーコード表 
押下キー モード 動作仕様 通知コード 


F 以外 Fn モードへ切替え  0ｘ85 (VK_F22) Fｎ（機能） 


F（Fn ﾓｰ


ﾄﾞ） 


Fn モードを解除   0ｘ85 (VK_F22) 


 F 以外 〔Enter〕キー動作   


（ｴﾝﾀｰ） F 何もしない   


F 以外 〔←〕キー動作   Ｌ 


F 押されたことをユーザに通知  0x82 (VK_F19) 


F 以外 〔→〕キー動作   Ｒ 


F 押されたことをユーザに通知  0ｘ83 (VK_F20) 


F 以外 〔↑〕キー動作   ↑  


F 押されたことをユーザに通知  0ｘ80 (VK_F17) 


F 以外 〔↓〕キー動作、Hiragana/Katakana ﾓｰﾄﾞ中は〔変換〕キー動作   ↓ 


F 押されたことをユーザに通知  0ｘ81 (VK_F18) 


F 以外 〔Backspace〕キー動作   F1 


F アプリケーション 1 を起動  0x5B+0ｘ87(VK_LWIN+VK_APP_LAUNCH1)


F 以外 〔-〕（ハイフン）キー動作   F2 


F アプリケーション 2 を起動  0x5B+0ｘ88(VK_LWIN+VK_APP_LAUNCH2)


F 以外 〔.〕（ピリオド）キー動作   F3 


F アプリケーション 3 を起動  0x5B+0ｘ89(VK_LWIN+VK_APP_LAUNCH3)


入力モード切替え 


WWE 版: Numeric→UppercaseAlphabet→LowerceseAlphabet 


F 以外 


JPN 版: Numeric→Hiragana→Katakana→UppercaseAlphabet → 
LowerceseAlphabet 


 0ｘ86(VK_F23) F4 


F アプリケーション 4 を起動  0x5B+0ｘ8A(VK_LWIN+VK_APP_LAUNCH4)


F 以外 〔   〕(ブランク)キー動作   F5 


F アプリケーション 5 を起動  0x5B+0ｘ8B(VK_LWIN+VK_APP_LAUNCH5)


F 以外 〔Shift〕+〔Tab〕キー動作   F6 


F アプリケーション 6 を起動  0x5B+0ｘ8C(VK_LWIN+VK_APP_LAUNCH6)


F 以外 〔Tab〕キー動作   F7 


F アプリケーション 7 を起動  0x5B+0ｘ8D(VK_LWIN+VK_APP_LAUNCH7)


F 以外 押されたことをユーザに通知  0ｘ77 (VK_F8) F8 


F アプリケーション 8 を起動  0x5B+0ｘ8E(VK_LWIN+VK_APP_LAUNCH8)


左トリガ   押されたことをユーザに通知  0ｘ87(VK_F24) 


右トリガ   押されたことをユーザに通知  0ｘ84(VK_F21) 
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押下キー モード 動作仕様 通知コード 


F 以外 1 〔0〕キー動作   


  あ ページ捲りキー通知: わをん゛゜。、「」~\？   


  ァ ページ捲りキー通知: ワヲン゛゜。、「」~\？   


  Ａ ページ捲りキー通知: ‘<,>?/{[]}   


0 


  a 何もしない   


  F   押されたことをユーザに通知  0ｘ7B  (VK_F12) 


1 F 以外 1 〔1〕キー動作   


  あ ページ捲りキー通知: あいうえおぁぃぅぇぉ   


  ァ ｱｲｳｴｵｧｨｩｪｫ   


  Ａ 何もしない   


  


  a 何もしない   


  F   バックライト ON/OFF   


F 以外 1 〔2〕キー動作   


  あ ページ捲りキー通知: かきくけこ   


  ァ ページ捲りキー通知: ｶｷｸｹｺ   


  Ａ ページ捲りキー通知: ABC   


2 


  a ページ捲りキー通知: abc   


  F   コントラスト淡く(明るく)する   


3 F 以外 1 〔3〕キー動作   


  あ ページ捲りキー通知: さしすせそ   


  ァ ページ捲りキー通知: ｻｼｽｾｿ   


  Ａ ページ捲りキー通知: DEF   


  a ページ捲りキー通知: def   


  


F   コントラストを濃く(暗く)する   


4 F 以外 1 〔4〕キー動作   


  あ ページ捲りキー通知: たちつてとっ   


  ァ ページ捲りキー通知: ﾀﾁﾂﾃﾄｯ   


  Ａ ページ捲りキー通知: GHI   


  a ページ捲りキー通知: ghi   


  


F   押されたことをユーザに通知  0ｘ7C (VK_F13) 


5 F 以外 1 〔5〕キー動作   


  あ ページ捲りキー通知: なにぬねの   


  ァ ページ捲りキー通知: ﾅﾆﾇﾈﾉ   


  Ａ ページ捲りキー通知: JKL   


  


  a ページ捲りキー通知: jkl   


  F   何もしない   


6 F 以外 1 〔6〕キー動作   


  あ ページ捲りキー通知: はひふへほ   


  ァ ページ捲りキー通知: ﾊﾋﾌﾍﾎ   


  Ａ ページ捲りキー通知: MNO   


  


  a ページ捲りキー通知: mno   


  F   何もしない   


7 F 以外 1 〔7〕キー動作   


  あ ページ捲りキー通知: まみむめも   


  ァ ページ捲りキー通知: ﾏﾐﾑﾒﾓ   


  Ａ ページ捲りキー通知: PQRS   


  


  a ページ捲りキー通知: pqrs   
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  F   押されたことをユーザに通知  0ｘ7D (VK_F14) 


8 F 以外 1 〔8〕キー動作   


  あ ページ捲りキー通知: やゆよゃゅょ   


  ァ ページ捲りキー通知: ﾔﾕﾖｬｭｮ   


  Ａ ページ捲りキー通知: TUV   


  a ページ捲りキー通知: tuv   


  


F   押されたことをユーザに通知  0ｘ7E (VK_F15) 


F 以外 1 〔9〕キー動作   


  あ ページ捲りキー通知: らりるれろ   


  ァ ページ捲りキー通知: ﾗﾘﾙﾚﾛ   


  Ａ ページ捲りキー通知: WXYZ   


9 


  a ページ捲りキー通知: wxyz   


  F   押されたことをユーザに通知  0ｘ7F (VK_F16) 


C F 以外 1 〔Delete〕キー動作   


  あ 何もしない   


  ァ 何もしない   


  Ａ ページ捲りキー通知: !@#$%~&*()   


  a ページ捲りキー通知: _~`+=|\:;”   


  


F   〔Esc〕キー動作   


 F 以外   〔Enter〕キー動作   


（ｴﾝﾀｰ） F   何もしない   
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§4. レーザスキャナライブラリ 


4-1.機能 
レーザスキャナライブラリは、本機に搭載されているレーザスキャナを使用するためのもので、バーコードのスキ


ャン、デコードを行う関数を提供します。 


 


4-2.動作環境 
■機種 DT-950 


■OS Microsoft WindowsCE .NET 4.1 


 


4-3.開発環境 
■Microsoft eMbedded C++ Version4.0 + SP1 


※ServicePack2 以降は使用しないで下さい。 


 


4-4.提供ファイル 
■OBRLib.lib  インポートライブラリ 


■OBRLib.h  ヘッダファイル 


 


4-5.使用方法 
・開発環境において、プログラムソース内にヘッダファイル「OBRLib.h」をインクルードし、インポートライブラリ


「OBRLib.lib」を使用するライブラリとして指定してください。 


 


4-5-1.キーが押されたらスキャンを開始する場合 


１． OBROpen 関数を実行し、スキャナを使用可能な状態（Open 状態）にします。 


２． Open 状態中に、読み取りキーに設定されているキーを押すとスキャンを行います。 


読み取り開始キーの設定は Close 状態のときに OBRSetScanningKey 関数を呼び出すことで行えま


す。読み取り開始キーに設定されたキーは、Open 状態時にレーザスキャナドライバにより占有されるた


め、ユーザが使用することができなくなるので注意が必要です。 


３． スキャンに成功すると、設定されている出力方式により、読み取り結果が出力されます。 


出力方式の設定は Open 状態または Close 状態のときに OBRSetBuffType 関数を呼び出すことで


行えます。 


４． 読み取りを完了する場合は、OBRClose 関数を実行し、スキャナを使用禁止状態（Close 状態）にしま







DT-950 ライブラリマニュアル 
§4．レーザースキャナライブラリ 


Ver1.01 


4-2 


す。 


4-5-2.API が呼ばれたらスキャンを開始する場合 


１． OBROpen 関数を実行し、スキャナを使用可能な状態（Open 状態）にします。 


２． Open 状態中に、OBRStartScanning 関数を呼び出すと、スキャンを開始します。 


３． スキャン実行中に OBRStopScanning 関数を呼び出すと、スキャンを停止します。 


４． スキャンに成功すると、設定されている出力方式により、読み取り結果が出力されます。 


出力方式の設定は Open 状態または Close 状態のときに OBRSetBuffType 関数を呼び出すことで


行えます。 


５． 読み取りを完了する場合は、OBRClose 関数を実行し、スキャナを使用禁止状態（Close 状態）にしま


す。 


 


4-5-3.設定を変更する場合 


設定の変更は Close 状態のときに行います。Open 状態のときに設定を変更することはできません。 


 


１． OBRClose 関数を実行し、スキャナを Close 状態にします。（すでに Close 状態になっているときは、


必要ありません。） 


２． 各設定を行う関数を呼び出します。設定を行う関数は名前が OBRSet＊＊＊となっています。スキャナ


を使用許可状態にするために、OBROpen 関数を呼び出すときに、2 番目の引数に“0”を指定します。 


例）   OBROpen (  NULL,  0  ); 


 


３． 読み取りを完了する場合は、OBRClose 関数を実行し、スキャナを使用禁止状態（Close 状態）にしま


す。 


 


※ １，２ は設定変更の手順、３は変更した設定でスキャンを行うときの手順となります。 
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レーザスキャナドライバの状態遷移図 
 


OBRClose 関数  


 


Open 状態 Close 状態  


 


 
OBROpen 関数 


 スキャン禁止状態 


設定変更可能 


読み取り開始キー解放 読


 


 


スキャン許可状態 


設定変更不可 


み取り開始キー占有
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4-6.ライブラリ一覧 


4-6-1.ライブラリ一覧 


NO. 関数名 機能 


Core Functions 


1 OBROpen スキャナを読み取り許可状態にします。 


2 OBRClose スキャナを読み取り禁止状態にします。 


3 OBRGetLED 読み取り完了時の LED 制御の設定を取得します。 


4 OBRSetLED 読み取り完了時の LED 制御の設定をセットします。 


5 OBRGetBuzzer 読み取り完了時のブザー制御の設定を取得します。 


6 OBRSetBuzzer 読み取り完了時のブザー制御の設定をセットします。 


7 OBRGetVibrator 読み取り完了時のバイブレータ制御の設定を取得します。 


8 OBRSetVibrator 読み取り完了時のバイブレータ制御の設定をセットします。 


9 OBRGetSwing 振れ角制御モード設定を取得します。 


10 OBRSetSwing 振れ角制御モード設定をセットします。 


11 OBRGetFocus レーザフォーカス設定を取得します。 


12 OBRSetFocus レーザフォーカス設定をセットします。 


13 OBRGetScanningNotification 読み取り完了の通知設定を取得します。 


14 OBRSetScanningNotification 読み取り完了の通知設定をセットします。 


15 
OBRGetLastEventStatus レーザスキャナドライバの最新のイベントステータスを取得しま


す。 


16 OBRGetScanningKey 読み取り開始キー設定を取得します。 


17 OBRSetScanningKey 読み取り開始キー設定をセットします。 


18 OBRGetAllOptions レーザスキャナドライバの全ての設定を一括取得します。 


19 OBRSetAllOptions レーザスキャナドライバの全ての設定を一括セットします。 


20 
OBRSetDefaultSymbology レーザスキャナドライバの全ての設定をデフォルト設定にセット


します。 


21 OBRIntLogRequest ドライバ内のログ情報をファイルに出力します。 


Decoder Functions 


22 
OBRGets デコードデータ格納バッファから 1 コード分の文字列を読み出し


ます。 


23 OBRGetStat デコードデータ格納バッファの状態を取得します。 


24 OBRClearBuff デコードデータ格納バッファをクリアします。 


25 OBRGetBuffType デコードデータの出力方式設定を取得します。 


26 OBRSetBuffType デコードデータの出力方式設定をセットします。 


27 OBRGetCheckCounter デコードデータの照合回数設定を取得します。 


28 OBRSetCheckCounter デコードデータの照合回数設定をセットします。 


29 OBRGetScanningTimeout 読み取りタイムアウト時間設定を取得します。 


30 OBRSetScanningTimeout 読み取りタイムアウト時間設定をセットします。 


31 OBRGetSuffixChar デコードデータに追加して出力する文字の設定を取得します。


32 OBRSetSuffixChar デコードデータに追加して出力する文字の設定をセットします。


33 OBRGetScanningType 読み取り方式設定を取得します。 


34 OBRSetScanningType 読み取り方式設定をセットします。 


35 OBRGetScanningCounter 連続読み方式の時の連続読み取り回数設定を取得します。 


36 OBRSetScanningCounter 連続読み方式の時の連続読み取り回数設定をセットします。 


37 OBRGetMultiStepReading 読み取りを許可するバーコードの数の設定を取得します。 


38 OBRSetMultiStepReading 読み取りを許可するバーコードの数の設定をセットします。 


39 OBRStartScanning レーザを点灯し、読み取りを開始します。 


40 OBRStopScanning レーザを消灯し、読み取りを停止します。 


Symbologies Functions 


41 OBRGetScanningCode 各バーコードの読み取り許可・禁止設定を取得します。 


42 OBRSetScanningCode 各バーコードの読み取り許可・禁止設定をセットします。 


Symbol Functions 


43 OBRGetCode39Option Code39 コードの読み取り設定を取得します。 
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44 OBRSetCode39Option Code39 コードの読み取り設定をセットします。 


45 OBRGetNW7Option NW7 コードの読み取り設定を取得します。 


46 OBRSetNW7Option NW7 コードの読み取り設定をセットします。 


47 OBRGetWPCAddonOption WPC アドオンコードの読み取り設定を取得します。 


48 OBRSetWPCAddonOption WPC アドオンコードの読み取り設定をセットします。 


49 
OBRSetWPCAddonOptionEx WPC アドオンコードの読み取り設定をセットします。 


（機能拡張関数） 


50 OBRGetWPCOption WPC コードの読み取り設定を取得します。 


51 OBRSetWPCOption WPC コードの読み取り設定をセットします。 


52 
OBRSetWPCOptionEx WPC コードの読み取り設定をセットします。 


（機能拡張関数） 


53 OBRGetUPCEAddonOption UPC-E アドオンコードの読み取り設定を取得します。 


54 OBRSetUPCEAddonOption UPC-E アドオンコードの読み取り設定をセットします。 


55 
OBRSetUPCEAddonOptionEx UPC-E アドオンコードの読み取り設定をセットします。 


（機能拡張関数） 


56 OBRGetUPCEOption UPC-E コードの読み取り設定を取得します。 


57 OBRSetUPCEOption UPC-E コードの読み取り設定をセットします。 


58 
OBRSetUPCEOptionEx UPC-E コードの読み取り設定をセットします。 


（機能拡張関数） 


59 OBRGetIDFOption Industrial 2of5 コードの読み取り設定を取得します。 


60 OBRSetIDFOption Industrial 2of5 コードの読み取り設定をセットします。 


61 OBRGetITFOption Interleaved 2of5 コードの読み取り設定を取得します。 


62 OBRSetITFOption Interleaved 2of5 コードの読み取り設定をセットします。 


63 OBRGetCode93Option Code93 コードの読み取り設定を取得します。 


64 OBRSetCode93Option Code93 コードの読み取り設定をセットします。 


65 OBRGetCode128Option Code128 コードの読み取り設定を取得します。 


66 OBRSetCode128Option Code128 コードの読み取り設定をセットします。 


67 OBRGetMSIOption MSI コードの読み取り設定を取得します。 


68 OBRSetMSIOption MSI コードの読み取り設定をセットします。 


69 OBRGetIATAOption IATA コードの読み取り設定を取得します。 


70 OBRSetIATAOption IATA コードの読み取り設定をセットします。 


71 OBRGetRSS14Option RSS-14 コードの読み取り設定を取得します。 


72 OBRSetRSS14Option RSS-14 コードの読み取り設定をセットします。 


73 OBRGetRSSLimitedOption RSS Limited コードの読み取り設定を取得します。 


74 OBRSetRSSLimitedOption RSS Limited コードの読み取り設定をセットします。 


75 OBRGetRSSExpandedOption RSS Expanded コードの読み取り設定を取得します。 


76 OBRSetRSSExpandedOption RSS Expanded コードの読み取り設定をセットします。 


Save & Load Configuration File Function 


77 OBRSaveConfigFile スキャナの設定を取得し、所定のファイルに保存します。 


78 OBRLoadConfigFile 所定のファイルを読み込み、設定をスキャナにセットします。 


Filter Function 


79 OBRGetFilterFunction ノイズフィルタモードの設定を取得します。 


80 OBRSetFilterFunction ノイズフィルタモードの設定をセットします。 


81 OBRGetFilterOnTimer ノイズフィルタ開始までの時間の設定を取得します。 


82 OBRSetFilterOnTimer ノイズフィルタ開始までの時間の設定をセットします。 
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4-6-2.従来機種より機能削除される関数 
従来機種ライブラリ関数名 説明 


OBRGetc デコードデータ格納バッファから 1 文字分のデータを読み出します。 


 


4-6-3.従来機種より関数名が変更になる関数一覧 


下記の関数について、従来製品のライブラリの関数名が変更になります。 


ただし、ヘッダーファイル「ObrLib.h」において、従来の関数名と新しい関数名をリンクするように定義してある


ので、従来の関数名でも呼び出しが可能です。 


以降の解説はすべて新しい関数名で記述されていますが、従来機種の関数名で呼び出した場合でも同様の機


能をもつものとします。 


 
No 従来機種ライブラリ関数名 新しいライブラリ関数名 


18 OBRGetScanningMode OBRGetAllOptions 


19 OBRSetScanningMode OBRSetAllOptions 


26 OBRChangeBuffMode OBRSetBuffType 


37 OBRGetModeReadAction OBRGetMultiStepReading 


38 OBRSetModeReadAction OBRSetMultiStepReading 


47 OBRGetWPCAOption OBRGetWPCAddonOption 


48 OBRSetWPCAOption OBRSetWPCAddonOption 


53 OBRGetUPCAOption OBRGetUPCEAddonOption 


54 OBRSetUPCAOption OBRSetUPCEAddonOption 


59 OBRGetIDF2o5Option OBRGetIDFOption 


60 OBRSetIDF2o5Option OBRSetIDFOption 


61 OBRGetITF2o5Option OBRGetITFOption 


62 OBRSetITF2o5Option OBRSetITFOption 


77 OBRUpDateIniFileOption OBRSaveConfigFile 


78 OBRSetIniFileOption OBRLoadConfigFile 


 
 


4-7.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 


関数リファレンス 
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 OBROpen 
機能 レーザスキャナドライバを、読み取り許可状態（Open 状態）にします。この状態変更は OBRClose 関数


を実行するまで有効です。Open 状態時に読み取り開始キーを押すと、スキャンを開始します。 


※ レーザスキャナドライバが Open 状態のときは、動作設定や読み取り設定の変更は行えません。設


定を変更するには、1 度 OBRClose 関数を呼び出して Close 状態にしてから行ってください。 


※ Open 状態の時は、読み取り開始キーはレーザスキャナドライバにより占有されるため、ユーザは使


用することができなくなります。読み取り開始キーは OBRSetScanningKey 関数により設定すること


ができます。 


書式 int  OBROpen  ( 


HWND    hWnd, 


DWORD   dwMode


) 


パラメータ 


hWnd  アプリケーションウィンドウハンドルを指定。デコードデータの出力方式を「キーバッファ出


力」方式に設定した場合、指定されたウィンドウハンドルに出力します。ウィンドウハンドル


を持たないアプリケーションで呼び出す場合、出力モードを「キーバッファ出力」方式以外


の モー ドに設 定し 、このパラ メー タに NULL を 指定 してくださ い。出力 方式 は


OBRSetBuffType 関数により設定することができます。 


 


dwMode  各コードの読み取り許可・禁止を設定します。以下の値の論理和で指定します。 


  0 を指定すると、現在セットされている設定のままで Open 状態にします。 


0 以外の値を設定した場合、一度全ての設定をデフォルトの設定にセットしてから、指定さ


れた値の設定を反映します。 


   


OBR_CD39  Code39 読み取り許可 


  OBR_NW_7  NW－7 読み取り許可 


  OBR_WPCA  WPC Addon 読み取り許可 


  OBR_WPC  WPC 読み取り許可 


  OBR_UPEA  UPC-E Addon 読み取り許可 


  OBR_UPE  UPC-E 読み取り許可 


  OBR_IDF  Industrial 2 of 5 読み取り許可 


  OBR_ITF  Interleaved 2 of 5 読み取り許可 


  OBR_CD93  Code93 読み取り許可 


  OBR_CD128  Code128 読み取り許可 


  OBR_MSI  MSI 読み取り許可 


  OBR_IATA  IATA 読み取り許可 
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  OBR_RSS14  RSS－14 読み取り許可 


  OBR_RSSLTD  RSS Limited 読み取り許可 


  OBR_RSSEXP  RSS Expanded 読み取り許可 


  OBR_CHK_ON  全コードに対して、チェックデジット計算有効（※１） 


  OBR_OUT_ON  全コードに対して、チェックキャラクタ出力有効（※２） 


 


※１ チェックデジット計算に対応しているコードのみ有効となります。 


※2 チェックキャラクタ出力に対応しているコードのみ有効となります。 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 OBR_ERROR_HOTKEY  スキャンキー登録エラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 







DT-950 ライブラリマニュアル 
§4．レーザースキャナライブラリ 


Ver1.01 


4-9 


 OBRClose 
機能 レーザスキャナドライバを読み取り禁止状態（Close 状態）にします。 


書式 int  OBRClose  ( 


void


) 


パラメータ無し 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetLED 
機能 読み取り完了時に、LED による通知を行うかどうかの設定を取得します。 


書式 int  OBRGetLED  ( 


BYTE  *pMode 


) 


パラメータ 


*pMode  取得した LED 設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


OBR_LEDOFF LED 制御なし 


OBR_LEDON LED 制御あり 


OBR_LEDEROF LED 制御あり (読み取りエラー時は制御なし) 


 


以下のような場合、読み取りエラーとなります。 


１．指定した桁数の範囲外のバーコードを読み取った場合 


2. チェックデジット計算でエラーが発生した場合 


3. Code39、Code128 における Full ASCII 変換でエラーが発生した場合 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetLED 
 


機能 読み取り完了時に、LED による通知を行うかどうかの設定をセットします。 


書式 int  OBRSetLED  ( 


BYTE  byMode 


) 


パラメータ 


byMode  LED 設定を指定。 


OBR_LEDOFF LED 制御なし 


OBR_LEDON LED 制御あり 


OBR_LEDEROF LED 制御あり (読み取りエラー時は制御なし) 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetBuzzer 
機能 読み取り成功時に、ブザーによる通知を行うかどうかの設定を取得します。 


書式 int  OBRGetBuzzer  ( 


BYTE  *pMode


) 


パラメータ 


* pMode  取得したブザー設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


OBR_BUZOFF ブザー通知 OFF 


OBR_BUZON ブザー通知 ON 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetBuzzer 
 


機能 読み取り成功時に、ブザーにより通知をおこなうかどうかの設定をセットします。 


 


書式 int  OBRSetBuzzer  ( 


BYTE  byMode


) 


パラメータ 


byMode  ブザー設定を指定。 


OBR_BUZOFF ブザー通知 OFF 


OBR_BUZON ブザー通知 ON 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済みエラー 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetVibrator 
機能 読み取り成功時に、バイブレータによる通知を行うかどうかの設定を取得します。 


書式 int  OBRGetVibrator  ( 


DWORD  *pMode


) 


パラメータ 


* pMode  取得したバイブレータ設定を格納する DWORD 型変数へのポインタ。 


OBR_VIBOFF バイブレータ通知 OFF 


OBR_VIBON バイブレータ通知 ON 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetVibrator 
機能 読み取り成功時に、バイブレータにより通知をおこなうかどうかの設定をセットします。 


書式 int  OBRSetVibrator  ( 


DWORD  dwMode


) 


パラメータ 


dwMode  バイブレータ設定を指定。 


OBR_VIBOFF バイブレータ通知 OFF 


OBR_VIBON バイブレータ通知 ON 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済みエラー 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetSwing 
 


機能 現在設定されているレーザ振れ角制御モードの設定を取得します。４段階の振れ角モードのうち、現


在設定されている振れ角モードが取得されます。 


 各振れ角モードでのレーザの照射幅は、OBR キャリブレーションにより設定することができます。


OBR キャリブレーションにより設定を行わなかった場合は、工場出荷時に設定された照射幅となりま


す。 


OBR キャリブレーションは、レーザスキャナ設定ユーティリティから行うことができます。キャリブレーシ


ョンを行うためには、専用のバーイメージが必要となります。 


書式 int  OBRGetSwing  ( 


DWORD  *pMode


) 


パラメータ 


* pMode  取得した振れ角モード設定を格納する DWORD 型変数へのポインタ。 


OBR_SWING_OFF  振れ角制御なし 


OBR_SWING_WIDE  振れ角大 


OBR_SWING_MIDDLE  振れ角中 


OBR_SWING_NARROW  振れ角小 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetSwing 
機能 レーザ振れ角制御モードの設定をセットします。４段階の振れ角モードのなかから、いずれかを指定


します。 


書式 int  OBRSetSwing  ( 


DWORD  dwMode


) 


パラメータ 


dwMode  振れ角モードを指定 


OBR_SWING_OFF  振れ角制御なし 


OBR_SWING_WIDE  振れ角大 


OBR_SWING_MIDDLE  振れ角中 


OBR_SWING_NARROW  振れ角小 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PON   オープン済みエラー 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetFocus 
機能 現在設定されているレーザフォーカスモードの設定を取得します。 


 レーザフォーカス機能とは、バーコード読み取り成功時に、読み取ったバーコードをレーザで指し示


す機能です。レーザが複数のバーコードにあたってしまい、読み取ったときにどのバーコードを読み


取ったのかわかりにくい、といった場合に有効な機能です。 


書式 int  OBRGetFocus  ( 


DWORD  *pMode


) 


パラメータ 


* pMode  取得したレーザフォーカスモード設定を格納する DWORD 型変数へのポインタ。 


OBR_FOCUSOFF  レーザフォーカス OFF 


OBR_FOCUSON  レーザフォーカス ON 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetFocus 
機能 レーザフォーカスモードの設定をセットします。 


書式 int  OBRSetFocus  ( 


DWORD  dwMode


) 


パラメータ 


dwMode  レーザフォーカスモードを指定 


OBR_FOCUSOFF  レーザフォーカス OFF 


OBR_FOCUSON  レーザフォーカス ON 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PON   オープン済みエラー 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetScanningNotification 
機能 レーザスキャナによる読み取りの完了通知を、イベントで行うか、ウィンドウメッセージで行うかの設定


を取得します。 


ウィンドウメッセージ通知： 


WM_OBR_SCANNING( WM_USER+0x530 )のウィンドウメッセージが、指定されているウィンド


ウハンドルに対して送られます。 


 


イベント通知： 


読み取り完了時に発行されるイベントは “OBRScanningEvent” という名前のイベントになります。


WindowsCE で は 、 名 前 は Unicode で 表 さ れ る た め 、 プ ロ グ ラ ム 上 で は 


TEXT(“OBRScanningEvent”) と指定します。 


 


詳細な仕様については、「4-8-1.読み取り完了の通知について」を参照して下さい。 


書式 int  OBRGetScanningNotification  ( 


DWORD  *pMode, 


HWND    *hWnd


) 


パラメータ 


* pMode 取得した読み取り完了時の通知方法の設定を格納するDWORD型変数へのポインタ。 


OBR_MESSAGE  ウィンドウメッセージ通知 


OBR_EVENT  イベント通知 


 


*hWnd 取得したウィンドウメッセージ送り先に指定されているハンドルを格納。 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetScanningNotification 
機能 レーザスキャナによる読み取りの完了通知を、イベントで行うか、ウィンドウメッセージで行うかの設定


をセットします。ウィンドウメッセージで通知を行う場合、送り先のウィンドウハンドルを指定します。 


書式 int  OBRSetScanningNotification  ( 


DWORD  dwMode, 


HWND   hWnd


) 


パラメータ 


dwMode 読み取り完了時の通知方法の設定を指定。 


OBR_MESSAGE  ウィンドウメッセージ通知 


OBR_EVENT  イベント通知 


 


hWnd  読み取り完了時の通知方法をウィンドウメッセージ方式にした場合の、ウィンドウ


メッセージ送り先のハンドルを指定。 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PON   オープン済みエラー 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetLastEventStatus 
機能 読み取り完了時の通知をイベントにより取得する場合、イベントが発行された後に使用して、読み取り


の完了要因を取得します。 


詳細については、4-8.プログラミング上の注意点を参照して下さい。 


書式 int  OBRGetLastEventStatus  ( 


DWORD  *pStatus


) 


パラメータ 


*pStatus イベントの要因（読み取り完了の要因）を格納する DWORD 型変数へのポインタ 


  以下の値の中から取得されます。 


OBR_NONE  イベント要因なし 


OBR_SUCCESS  読み取り成功 


OBR_TIMEOUT  タイムアウト 


OBR_BUFFOVER  OBR バッファ許容量オーバエラー 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetScanningKey 
機能 現在設定されている読み取り開始キーの設定を取得します。OBROpen関数によりOpen状態にした


した後で、本関数により設定されている開始キーを押すと、スキャンを開始します。 


※ この関数により読み取り開始キーに設定されたキーは、Open 中レーザスキャナドライバにより占有されるため、ユ


ーザは使用することができなくなります。OBRClose 関数により Close することで、再び使用可能となります。 


書式 int  OBRGetScanningKey  ( 


DWORD  *pKey


) 


パラメータ 


* pKey  取得した読み取り開始キー設定を格納する DWORD 型変数へのポインタ。 


 複数のキーを読み取り開始キーに指定している場合、下記の値の論理和が取得され


ます。デフォルト設定は、トリガキーL とトリガキーR が設定されています。 


OBR_TRIGGERKEY_L  トリガキーL 


OBR_TRIGGERKEY_R  トリガキーR 


OBR_MULTIKEY   マルチキー 


OBR_CURSORKEY_L  カーソルキーL 


OBR_CURSORKEY_R  カーソルキーR 


 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetScanningKey 
 


機能 読み取り開始キーの設定を取得します。OBROpen 関数により Open 状態にしたした後で、本関数に


より設定されている開始キーを押すと、スキャンを開始します。 


 


書式 int  OBRSetScanningKey  ( 


DWORD  dwKey


) 


パラメータ 


dwKey  読み取り開始キー設定を指定。複数のキーを読み取り開始キーに指定する場合、下


記の値の論理和を指定します。 


OBR_TRIGGERKEY_L  トリガキーL 


OBR_TRIGGERKEY_R  トリガキーR 


OBR_MULTIKEY   マルチキー 


OBR_CURSORKEY_L  カーソルキーL 


OBR_CURSORKEY_R  カーソルキーR 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PON   オープン済みエラー 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetAllOptions 
機能 レーザスキャナドライバの全ての設定を一括して取得します。 


書式 int  OBRGetAllOptions  ( 


M_TBL  * pModeTable 


) 


パラメータ 


*pModeTable  取得したスキャナドライバ設定を格納する構造体へのポインタ。 


   M_TBL 構造体については、次のページを参照して下さい。 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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M_TBL 構造体 のメンバ名一覧 (  ObrLib.h 内で定義  ) 


 
データ型 メンバ名 説明 同じ設定をセットできる関数 


DWORD Code 読み取り有効／無効コード指定 OBRSetScanningCode 
BYTE Cd39[6] Code39 読み取り設定 OBRSetCode39Option 
BYTE Nw7[6] NW-7 読み取り設定 OBRSetNW7Option 
BYTE Wpcea[6] WPC Addon 読み取り設定 OBRSetWPCAddOnOption 


OBRSetWPCAddOnOptionEx 
BYTE Wpce[6] WPC 読み取り設定 OBRSetWPCOption 


OBRSetWPCOptionEx 
BYTE Upcea[6] UPC-E Addon 読み取り設定 OBRSetUPCEAddonOption 


OBRSetUPCEAddonOptionEx 
BYTE Upce[6] UPC-E 読み取り設定 OBRSetUPCEOption 


OBRSetUPCEOptionEx 
BYTE Idsf[6] IDF 読み取り設定 OBRSetIDFOption 
BYTE Itrf[6] ITF 読み取り設定 OBRSetITFOption 
BYTE Cd93[6] Code93 読み取り設定 OBRSetCode93Option 
BYTE Cd128[6] Code128 読み取り設定 OBRSetCode128Option 
BYTE Msi[6] MSI 読み取り設定 OBRSetMSIOption 
BYTE Iata[6] IATA 読み取り設定 OBRSetIATAOption 
BYTE Rss14[6] RSS-14 読み取り設定 OBRSetRSS14Option 
BYTE RssLtd[6] RSS Limited 読み取り設定 OBRSetRSSLimitedOption 
BYTE RssExp[6] RSS Expanded 読み取り設定 OBRSetRSSExpandedOption 
BYTE Resv[17][6] ※リザーブ － 
BYTE Type 読み取り方式設定 OBRSetScanningType 
BYTE Gain ※リザーブ － 
BYTE Buzc ブザー設定 OBRSetBuzzer 
BYTE Ledc LED 設定 OBRSetLED 
BYTE Bufc 出力方式設定 OBRSetBuffType 
BYTE Endc 終了コード設定 OBRSetSuffixChar 
BYTE Mode 段数読み設定 OBRSetMultiStepReading 
BYTE Dumy ※リザーブ － 
int cmp_ct 照合回数設定 OBRSetCheckCounter 
int rd_ct 読み取り回数設定 OBRSetScanningCounter 
int scn_tm タイムアウト設定 OBRSetScanningTimeout 
DWORD dwFilterMode ノイズフィルタモードの設定 OBRSetFilterFunction 
DWORD dwFilterCnt 読み取り開始から、ノイズフィルタ


を開始するまでの時間の設定 
OBRSetFilterOnTimer 


DWORD dwRfu1 ※リザーブ － 
DWORD dwVibc バイブレータ設定 OBRSetVibrator 
DWORD dwScanningKey スキャン開始キー設定 OBRSetScanningKey 
DWORD dwSwing  振れ角モード設定 OBRSetSwing 
DWORD dwFocus  レーザフォーカス設定 OBRSetFocus 
DWORD dwNotification  読み取り完了のイベント通知設定 OBRSetScanningNotification 
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 OBRSetAllOptions 
機能 レーザスキャナドライバの全ての設定を一括でセットします。 


書式 int  OBRSetAllOptions  ( 


M_TBL  * pModeTable 


) 


パラメータ 


*pModeTable  スキャナドライバ設定を指定する構造体へのポインタ。 


   M_TBL 構造体については、前のページを参照して下さい。 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetDefaultSymbology 
機能 レーザスキャナドライバの全ての設定をデフォルト設定にセットします。デフォルト設定は、


OBRLoadConfigFile 関数を呼び出していなければ、機能仕様書に記載されるデフォルト設定がセ


ットされます。設定ファイルが存在する状態で、OBRLoadConfigFile 関数を呼び出していれば、設


定ファイルに保存されている設定がセットされます。 


書式 int  OBRSetDefaultSymbology  ( 


void 


) 


パラメータ無し 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRIntLogRequest 
機能 レーザスキャナドライバによりメモリに保存されたスキャナのログ情報を、所定のファイルに保存しま


す。 


スキャナ制御関連 ： ObrLog.dat （ルートディレクトリに作成） 


デコーダ関連 ： DecodeLog.dat （ルートディレクトリに作成） 


※ 本関数を呼び出すには、OBROpen 関数を呼び出してレーザスキャナドライバを Open 状態にする


必要があります。 


書式 int  OBRIntLogRequest  ( 


void 


) 


パラメータ無し 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGets 
機能 レーザスキャナドライバ内のデコードデータ格納バッファ（OBR バッファ）から 1 コード分のデコードデー


タ（BYTE 型）を読み出します。 


※ この関数で取得したデコードデータを WindowsCE 上において表示するには、Unicode に変換す


る必要があります。変換は WindowsCE API により提供される MultiByteToWideChar 関数によ


り行います。 


書式 int  OBRGets  ( 


BYTE    *pDecodeData, 


DWORD  *pCode, 


BYTE     *pLength 


) 


パラメータ 


*pDecodeData 取得したデコードデータを格納する BYTE 型変数へのポインタ 


*pCode  取得したデコードデータの種類を格納する DWORD 型変数へのポインタ 


  OBR_NONDT データなし 


  OBR_CD39 Code39 


  OBR_NW_7 NW－7 


  OBR_WPCA  WPC Addon 


  OBR_WPC  WPC 


  OBR_UPEA  UPC-E Addon 


  OBR_UPE  UPC-E 


  OBR_IDF  Industrial 2 of 5 


  OBR_ITF  Interleaved 2 of 5 


  OBR_CD93  Code93 


  OBR_CD128  Code128 


  OBR_MSI  MSI 


  OBR_IATA  IATA 


  OBR_RSS14  RSS－14 


  OBR_RSSLTD  RSS Limited 


  OBR_RSSEXP  RSS Expanded 


*pLength 取得したデコードデータの長さを格納する BYTE 型変数へのポインタ 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


※ OBR バッファにデータがない場合、戻り値はエラーにはならずに、引数 pCode に OBR_NONDT 


が格納されます。 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetStat 
機能 ドライバ内のデコードデータ格納バッファ（OBR バッファ）の状態を取得します。 


書式 int  OBRGetStat  ( 


DWORD  *pSize, 


BYTE    *pNumber 


) 


パラメータ 


*pSize  取得したバッファ内の残りバイト数 （残り段数×１データの 大長） を格納する DWORD


型変数へのポインタ 


*pNumber 取得したバッファ内の残り段数を格納する BYTE 型変数へのポインタ 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRClearBuff 
 


機能 レーザスキャナドライバ内のデコードデータ格納バッファ（OBR バッファ） をクリアします。 


- 


書式 int  OBRClearBuff  ( 


void 


) 


 


パラメータなし 


 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetBuffType 
機能 デコードデータの出力方式の設定を取得します。 


書式 int  OBRGetBuffType  ( 


BYTE  *pType 


) 


パラメータ 


*pType  取得した出力方式設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ 


  OBR_BUFOBR  OBR バッファへ出力 


  OBR_STOFF  指定されたウィンドウハンドルへキーメッセージとして出力 


  OBR_ASTOFF  クリップボードを経由してフォーカスのある場所へ出力 


  OBR_KEYBOARD フォーカスのある場所へキーボードイベントとして出力 


※ キーメッセージの送り先のウィンドウハンドルは、OBROpen により指定することができます。 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetBuffType 
機能 デコードデータの出力方式の設定をセットします。 


書式 int  OBRSetBuffType  ( 


BYTE  byType 


) 


パラメータ 


byType  出力方式設定を指定 


  OBR_BUFOBR  OBR バッファへ出力 


  OBR_STOFF  指定されたウィンドウハンドルへキーメッセージとして出力 


  OBR_ASTOFF  クリップボードを経由してフォーカスのある場所へ出力 


  OBR_KEYBOARD フォーカスのある場所へキーボードイベントとして出力 


※ キーメッセージの送り先のウィンドウハンドルは、OBROpen により指定することができます。 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetCheckCounter 
機能 デコードデータの照合回数設定を取得します。 


書式 int  OBRGetCheckCounter  ( 


int  *pCounter 


) 


パラメータ 


*pCounter 取得したデコードデータの照合回数を格納する int 型変数へのポインタ。 


設定範囲は１～9 回。デフォルト設定は 3 回。 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 


 


 







DT-950 ライブラリマニュアル 
§4．レーザースキャナライブラリ 


Ver1.01 


4-36 


 OBRSetCheckCounter 
機能 デコードデータの照合回数設定をセットします。 


書式 int  OBRSetCheckCounter  ( 


int  nCounter 


) 


パラメータ 


nCounter  デコードデータの照合回数を指定。設定範囲は１～9 回。 


デフォルト設定は 3 回。 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 


 


 







DT-950 ライブラリマニュアル 
§4．レーザースキャナライブラリ 


Ver1.01 


4-37 


 OBRGetScanningTimeout 
機能 読み取りタイムアウト時間設定を取得します。 


書式 int  OBRGetScanningTImeout  ( 


int  *pTimeout 


) 


パラメータ 


*pTimeout 取得した読み取りタイムアウト時間を格納する int 型変数へのポインタ。単位は秒。 


  設定範囲は１～9 秒。デフォルト設定は 3 秒。 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetScanningTimeout 
機能 読み取りタイムアウト時間設定をセットします。 


書式 int  OBRSetScanningTimeout  ( 


int  nTimeout 


) 


パラメータ 


nTimeout 読み取りタイムアウト時間を指定。単位は秒。 


指定範囲は 1～9 秒。デフォルト設定は 3 秒。 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetSuffixChar 
機能 デコードデータの末尾に、追加して出力する制御コードの設定を取得します。 


書式 int  OBRGetSuffixChar  ( 


BYTE  *pSuffix 


) 


パラメータ 


*pSuffix  取得した追加出力する制御のコードの設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ 


OBR_ENDCR  CR コード(0Dh) 


OBR_ENDLF  LF コード(0Ah) 


OBR_ENDCL  CR コード+LF コード(0D0Ah) 


OBR_ENDTAB  HT コード(09h) 


OBR_ENDNULL  終了コードなし 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetSuffixChar 
機能 デコードデータの末尾に、追加して出力する制御コードの設定をセットします。 


書式 int  OBRSetSuffixChar  ( 


BYTE  bySuffix 


) 


パラメータ 


bySuffix  追加出力する制御コードを指定 


OBR_ENDCR  CR コード(0Dh) 


OBR_ENDLF  LF コード(0Ah) 


OBR_ENDCL  CR コード+LF コード(0D0Ah) 


OBR_ENDTAB  HT コード(09h) 


OBR_ENDNULL  終了コードなし 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetScanningType 
機能 スキャナの読み取り方式の設定を取得します。 


書式 int  OBRGetScanningType  ( 


BYTE  *pType 


) 


パラメータ 


*pType  取得した読み取り方式設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ 


OBR_TYPE0 単発読み・キー離しチェックなし 


OBR_TYPE1 連続読み・キー離しチェックあり 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetScanningType 
機能 スキャナの読み取り方式の設定をセットします。 


書式 int  OBRSetScanningType  ( 


BYTE  byType 


) 


パラメータ 


byType  読み取り方式を指定 


OBR_TYPE0 単発読み・キー離しチェックなし 


OBR_TYPE1 連続読み・キー離しチェックあり 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetScanningCounter 
機能 読み取り方式が連続読みの時、連続して読み取る回数の設定を取得します。 


書式 int  OBRGetScanningCounter  ( 


int  *pCounter 


) 


パラメータ 


*pCounter 取得した連続読み取り回数を格納する int 型変数へのポインタ。 


設定範囲は 1～9 回。デフォルト値は 1 回。 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 


 


 







DT-950 ライブラリマニュアル 
§4．レーザースキャナライブラリ 


Ver1.01 


4-44 


 OBRSetScanningCounter 
機能 読み取り方式が連続読みの時、連続して読み取る回数の設定をセットします。 


書式 int  OBRSetScanningCounter  ( 


int  nCounter 


) 


パラメータ 


nCounter  連続読み取り回数を指定。 


設定範囲は 1～9 回。デフォルト値は 1 回。 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetMultiStepReading 
機能 段数読みの設定を取得します。取得される方式には以下の方式があります。 


通常読み OBROpen 関数を実行して Open 状態にしてから、OBRClose 関数を実行して Close 状


態にするまでの間、読み取れるバーコードの数に制限がありません。 


 また、連続読みを行う場合、1 回前の読み取り結果と重複する場合は読み取りません。 


段数読み OBROpen 関数を実行して Open 状態にしてから、OBRClose 関数を実行して Close 状


態にするまでの間、指定した数のバーコードしか読み取りません。読み取りを行うバーコー


ドの数は、OBRSetScanningCounter 関数により指定します。 


 また、連続読みを行う場合、Open 状態になってから読み取ってきた結果と重複する場合


は読み取りません。 


書式 int  OBRGetMultiStepReading  ( 


BYTE  *pMode 


) 


パラメータ 


*pMode  段数読みの方式を格納する BYTE 型変数へのポインタ 


OBR_NORM 通常読み 


OBR_DANN 段数読み 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetMultiStepReading 
機能 段数読みの設定をセットします。 


※ 段数読みの方式については、OBRGetMultiStepReading 関数の解説を参照して下さい。 


書式 int  OBRSetMultiStepReading  ( 


BYTE  byMode 


) 


パラメータ 


byMode  段数読みの方式を指定 


OBR_NORM 通常読み 


OBR_DANN 段数読み 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRStartScanning 
機能 レーザの点灯を開始し、連続読みを開始します。スキャン実行中は、OBRStopScanning 関数により


スキャンを停止することができます。 


※ 本関数を呼び出すには、OBROpen 関数を呼び出してレーザスキャナドライバを Open 状態にする


必要があります。 


※ 読み取り回数に制限はありません。 


※ 連続読み実行中に電源 OFF した場合、次回電源 ON 時に自動的にレーザが点灯するため、注意


が必要となります。 


書式 int  OBRStartScanning  ( 


DWORD  dwTimeout 


) 


パラメータ 


dwTimeout 読み取りタイムアウト時間を指定。単位は秒。1～300 秒 または、OBR_INFINITE(タイム


アウトなし)を指定します。1 つのバーコードを読み取ってから、バーコードを読み取ることな


く指定時間経過するとスキャンを停止します。 


  OBR_INFINITE  無制限 


 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_POF   クローズ済みエラー 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 OBR_ERROR_SCANNING  スキャン中エラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 


 


 







DT-950 ライブラリマニュアル 
§4．レーザースキャナライブラリ 


Ver1.01 


4-48 


 OBRStopScanning 
機能 OBRStartScanning 関数によりスキャンを実行中している 中に呼び出すことにより、スキャンを停


止させます。 


※ 本関数を呼び出すには、OBROpen 関数を呼び出してレーザスキャナドライバを Open 状態にする


必要があります。 


書式 int  OBRStopScanning  ( 


void 


) 


パラメータなし 


 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetScanningCode 
機能 各コードの読み取り許可・禁止設定を取得します。 


書式 int  OBRGetScanningCode  ( 


DWORD  *pMode 


) 


パラメータ 


*pMode 取得した各コードの読み取り許可・禁止情報を格納する DWORD 型変数へのポインタ。 


  各コードの読み取り許可・禁止設定は、ビットフィールドにより表されます。 


 


                                 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


  OBR_CD39  Code39 有効 


  OBR_NW_7  NW－7 有効 


  OBR_WPCA  WPC Addon 有効 


  OBR_WPC  WPC 有効 


  OBR_UPEA  UPC-E Addon 有効 


  OBR_UPE  UPC-E 有効 


  OBR_IDF  Industrial 2 of 5 有効 


  OBR_ITF  Interleaved 2 of 5 有効 


  OBR_CD93  Code93 有効 


  OBR_CD128  Code128 有効 


  OBR_MSI  MSI 有効 


  OBR_IATA  IATA 有効 


  OBR_RSS14  RSS－14 有効 


  OBR_RSSLTD  RSS Limited 有効 


  OBR_RSSEXP  RSS Expanded 有効 


  OBR_ALL  全コード有効 
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戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


※ 同時に複数種類のバーコードの読み取りが有効になっている場合、各コードに対応する値の論理和の値 


が pMode に格納されます。 


インクルード #include <ObrLib.h> 







DT-950 ライブラリマニュアル 
§4．レーザースキャナライブラリ 


Ver1.01 


4-51 


 OBRSetScanningCode 
機能 各コードの読み取り許可・禁止設定をセットします。 


書式 int  OBRSetScanningCode  ( 


DWORD  dwMode 


) 


パラメータ 


dwMode  各 コー ドの読み 取り許可・禁 止情報を ビットフィールドに より 指定。指定方 法は


OBRGetScanningCode 関数のパラメータと同じ形式となります。 


 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


 


※ OBROpen 関数でも各コードの読み取り許可設定の指定が行えます。OBROpen 関数を呼び出す際に、読


み取りコードの指定を行った場合、OBROpen 関数により指定される設定に更新されます。 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetCode39Option 
機能 Code39 コードの読み取り設定を取得します。 


書式 int  OBRGetCode39Option  ( 


BOOL  *pEnable, 


BYTE  *pMinLength, 


BYTE  *pMaxLength,  


BYTE  *pOutFormat, 


BYTE  *pCheckDigit, 


BYTE  *pCheckChar 


) 


パラメータ 


*pEnable  Code39 コード読み取り許可設定を取得。 


TRUE  Code39 の読み取り有効 


   FALSE  Code39 の読み取り無効 


*pMinLength 取得した読み取り有効 小桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 小の長さより小さな Code 39 データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 2。 


*pMaxLength  取得した読み取り有効 大桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 大の長さより大きな Code 39 データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 49。 


*pOutFormat  取得した出力フォーマットを格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_39SON  Start／Stop コードあり 


   OBR_39SOFF  Start／Stop コードなし 


   OBR_39ASON  Full ASCII Start／Stop コードあり 


   OBR_39ASOFF  Full ASCII Start／Stop コードなし 


*pCheckDigit  取得したチェックデジット設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


*pCheckChar  取得したチェックキャラクタ設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_CHKKOFF  チェックキャラクタ出力なし 


   OBR_CHKKON  チェックキャラクタ出力あり 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetCode39Option 
機能 Code39 コードの読み取り設定をセットします。 


書式 int  OBRSetCode39Option  ( 


BYTE  byEnable, 


BYTE  byMinLength, 


BYTE  byMaxLength,  


BYTE  byOutFormat, 


BYTE  byCheckDigit, 


BYTE  byCheckChar 


) 


パラメータ 


byEnable  Code39 コードの読み取り許可設定を指定。 


OBR_CODE_ENABLE  Code39 の読み取り有効 


   OBR_CODE_DISABLE  Code39 の読み取り無効 


   OBR_CODE_IGNORE  現在の設定継続 


byMinLength 読み取り有効 小桁数を指定。この 小の長さより小さな Code 39 データのデ


コードは行いません。Min 値は 2（デフォルト値）。 


byMaxLength  読み取り有効 大桁数を指定。この 大の長さより大きな Code 39 データのデ


コードは行いません。Max 値は 49（デフォルト値）。 


byOutFormat  出力フォーマットを指定。 


   OBR_39SON  Start／Stop コードあり 


   OBR_39SOFF  Start／Stop コードなし 


   OBR_39ASON  Full ASCII、Start／Stop コードあり 


   OBR_39ASOFF  Full ASCII、Start／Stop コードなし 


byCheckDigit  チェックデジット設定を指定。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


byCheckChar  チェックキャラクタ設定を指定。 


   OBR_CHKKOFF  チェックキャラクタ出力なし 


   OBR_CHKKON  チェックキャラクタ出力あり 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetNW7Option 
機能 NW－7 コードの読み取り設定を取得します。 


書式 int  OBRGetNW7Option  ( 


BOOL  *pEnable, 


BYTE  *pMinLength, 


BYTE  *pMaxLength,  


BYTE  *pOutFormat, 


BYTE  *pCheckDigit, 


BYTE  *pCheckChar 


) 


パラメータ 


*pEnable  NW－7 コードの読み取り許可設定を取得。 


TRUE  NW－7 の読み取り有効 


   FALSE  NW－7 の読み取り無効 


*pMinLength 取得した読み取り有効 小桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 小の長さより小さな NW－7 データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 2。 


*pMaxLength  取得した読み取り有効 大桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 大の長さより大きな NW－7 データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 40。 


*pOutFormat  取得した出力フォーマットを格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_NWSON  Start／Stop コードあり 


   OBR_NWSOFF  Start／Stop コードなし 


*pCheckDigit  取得したチェックデジット設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


*pCheckChar  取得したチェックキャラクタ設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_CHKKOFF  チェックキャラクタ出力なし 


   OBR_CHKKON  チェックキャラクタ出力あり 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetNW7Option 
機能 NW-7 コードの読み取り設定をセットします。 


書式 int  OBRSetNW7Option  ( 


BYTE  byEnable, 


BYTE  byMinLength, 


BYTE  byMaxLength,  


BYTE  byOutFormat 


) 


パラメータ 


byEnable  NW－7 コードの読み取り許可設定を指定。 


OBR_CODE_ENABLE  NW－7 の読み取り有効 


   OBR_CODE_DISABLE  NW－7 の読み取り無効 


   OBR_CODE_IGNORE  現在の設定継続 


byMinLength 読み取り有効 小桁数を指定。この 小の長さより小さな NW－7 データのデコ


ードは行いません。デフォルト値は 2。 


byMaxLength  読み取り有効 大桁数を指定。この 大の長さより大きな NW－7 データのデコ


ードは行いません。デフォルト値は 40。 


byOutFormat  出力フォーマットを指定。 


   OBR_NWSON  Start／Stop コードあり 


   OBR_NWSOFF  Start／Stop コードなし 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetWPCAddonOption 
機能 WPC Addon コードの読み取り設定を取得します。 


書式 int  OBRGetWPCAddonOption  ( 


BOOL  *pEnable, 


BYTE  *pMinLength, 


BYTE  *pMaxLength,  


BYTE  *pOutFormat, 


BYTE  *pCheckDigit, 


BYTE  *pCheckChar 


) 


パラメータ 


*pEnable  WPC Addon コードの読み取り許可設定を指定。 


TRUE  WPC Addon の読み取り有効 


   FALSE  WPC Addon の読み取り無効 


*pMinLength 取得した読み取り有効 小桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 小の長さより小さな WPC Addon データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 10。 


*pMaxLength  取得した読み取り有効 大桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 大の長さより大きな WPC Addon データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 18。 


*pOutFormat  取得した出力フォーマットを格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_NUMSYSON ナンバーシステムキャラクタ出力あり 


   OBR_NUMSYSOFF ナンバーシステムキャラクタ出力なし 


*pCheckDigit  取得したチェックデジット設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


*pCheckChar  取得したチェックキャラクタ設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


WPC Addon コードにはチェックキャラクタ出力の設定がありません。そのため、


NULL が格納されます。 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetWPCAddonOption 
機能 WPC Addon コードの読み取り設定をセットします。 


書式 int  OBRSetWPCAddonOption  ( 


BYTE  byEnable, 


BYTE  byCheckDigit, 


) 


パラメータ 


byEnable  WPC Addon コードの読み取り許可設定を指定。 


OBR_CODE_ENABLE  WPC Addon の読み取り有効 


   OBR_CODE_DISABLE  WPC Addon の読み取り無効 


 OBR_CODE_IGNORE  現在の設定継続 


byCheckDigit  チェックデジット設定を指定。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetWPCAddonOptionEx 
機能 WPC Addon コードの読み取り設定をセットします。 


書式 int  OBRSetWPCAddonOptionEx  ( 


BYTE  byEnable, 


BYTE  byMinLength, 


BYTE  byMaxLength,  


BYTE  byOutFormat, 


BYTE  byCheckDigit, 


BYTE  byCheckChar 


) 


パラメータ 


byEnable  WPC Addon コードの読み取り許可設定を指定。 


OBR_CODE_ENABLE  WPC Addon の読み取り有効 


   OBR_CODE_DISABLE  WPC Addon の読み取り無効 


   OBR_CODE_IGNORE  現在の設定継続 


byMinLength 読み取り有効 小桁数を指定。この 小の長さより小さな WPC Addon データの


デコードは行いません。WPC Addon コードの読み取り有効 小桁数は、10 桁


なので、10 を指定します。 


byMaxLength  読み取り有効 大桁数を指定。この 大の長さより大きな WPC Addon データの


デコードは行いません。WPC Addon コードの読み取り有効 小桁数は、18 桁


なので、18 を指定します。 


byOutFormat  出力フォーマットを指定。 


   OBR_NUMSYSON UPC-A のナンバーシステムキャラクタ出力あり 


   OBR_NUMSYSOFF UPC-A のナンバーシステムキャラクタ出力なし 


byCheckDigit  チェックデジット設定を指定。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


byCheckChar  チェックキャラクタ設定を指定。WPC Addon コードのチェックデジット計算の設


定は常に無効となるため、OBR_CHKKOFF を指定します。 


   OBR_CHKKOFF  チェックキャラクタ出力なし 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetWPCOption 
機能 WPC コードの読み取り設定を取得します。 


書式 int  OBRGetWPCOption  ( 


BOOL  *pEnable, 


BYTE  *pMinLength, 


BYTE  *pMaxLength,  


BYTE  *pOutFormat, 


BYTE  *pCheckDigit, 


BYTE  *pCheckChar 


) 


パラメータ 


*pEnable  WPC コードの読み取り許可設定を取得。 


TRUE  WPC の読み取り有効 


   FALSE  WPC の読み取り無効 


*pMinLength 取得した読み取り有効 小桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 小の長さより小さな WPC データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 8。 


*pMaxLength  取得した読み取り有効 大桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 大の長さより大きな WPC データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 13。 


*pOutFormat  取得した出力フォーマットを格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_NUMSYSON ナンバーシステムキャラクタ出力あり 


   OBR_NUMSYSOFF ナンバーシステムキャラクタ出力なし 


*pCheckDigit  取得したチェックデジット設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


*pCheckChar  取得したチェックキャラクタ設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


WPC コードにはチェックキャラクタ出力の設定がありません。そのため、NULL


が格納されます。 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetWPCOption 
機能 WPC コードの読み取り設定をセットします。 


書式 int  OBRSetWPCOption  ( 


BYTE  byEnable, 


BYTE  byCheckDigit, 


) 


パラメータ 


byEnable  WPC コードの読み取り許可設定を指定。 


OBR_CODE_ENABLE  WPC の読み取り有効 


   OBR_CODE_DISABLE  WPC の読み取り無効 


 OBR_CODE_IGNORE  現在の設定継続 


byCheckDigit  チェックデジット設定を指定。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetWPCOptionEx 
機能 WPC コードの読み取り設定をセットします。 


書式 int  OBRSetWPCOptionEx  ( 


BYTE  byEnable, 


BYTE  byMinLength, 


BYTE  byMaxLength,  


BYTE  byOutFormat, 


BYTE  byCheckDigit, 


BYTE  byCheckChar 


) 


パラメータ 


byEnable  WPC コードの読み取り許可設定を指定。 


OBR_CODE_ENABLE  WPC の読み取り有効 


   OBR_CODE_DISABLE  WPC の読み取り無効 


   OBR_CODE_IGNORE  現在の設定継続 


byMinLength 読み取り有効 小桁数を指定。この 小の長さより小さな WPC データのデコー


ドは行いません。WPC コードの読み取り有効 小桁数は、8 桁なので、8 を指


定します。 


byMaxLength  読み取り有効 大桁数を指定。この 大の長さより大きな WPC データのデコー


ドは行いません。WPC コードの読み取り有効 小桁数は、13 桁なので、13 を


指定します。 


byOutFormat  出力フォーマットを指定。 


   OBR_NUMSYSON UPC-A のナンバーシステムキャラクタ出力あり 


   OBR_NUMSYSOFF UPC-A のナンバーシステムキャラクタ出力なし 


byCheckDigit  チェックデジット設定を指定。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


byCheckChar  チェックキャラクタ設定を指定。WPC コードのチェックデジット計算の設定は常


に無効となるため、OBR_CHKKOFF を指定します。 


   OBR_CHKKOFF  チェックキャラクタ出力なし 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetUPCEAddonOption 
機能 UPC-E Addon コードの読み取り設定を取得します。 


書式 int  OBRGetUPCEAddonOption  ( 


BOOL  *pEnable, 


BYTE  *pMinLength, 


BYTE  *pMaxLength,  


BYTE  *pOutFormat, 


BYTE  *pCheckDigit, 


BYTE  *pCheckChar 


) 


パラメータ 


*pEnable  UPC-E コードの読み取り許可設定を取得。 


TRUE  UPC-E Addon の読み取り有効 


   FALSE  UPC-E Addon の読み取り無効 


*pMinLength 取得した読み取り有効 小桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 小の長さより小さな UPC-E Addon データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 9。 


*pMaxLength  取得した読み取り有効 大桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 大の長さより大きな UPC-E Addon データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 12。 


*pOutFormat  取得した出力フォーマットを格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_NUMSYSON ナンバーシステムキャラクタ出力あり 


   OBR_NUMSYSOFF ナンバーシステムキャラクタ出力なし 


*pCheckDigit  取得したチェックデジット設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


*pCheckChar  取得したチェックキャラクタ設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_CHKKOFF  チェックキャラクタ出力なし 


   OBR_CHKKON  チェックキャラクタ出力あり 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetUPCEAddonOption 
機能 UPC-E Addon コードの読み取り設定をセットします。 


書式 int  OBRSetUPCEAddonOption  ( 


BYTE  byEnable, 


BYTE  byCheckDigit, 


BYTE  byCheckChar 


) 


パラメータ 


byEnable  UPC-E Addon コードの読み取り許可設定を指定。 


OBR_CODE_ENABLE  UPC-E Addon の読み取り有効 


   OBR_CODE_DISABLE  UPC-E Addon の読み取り無効 


   OBR_CODE_IGNORE  現在の設定継続 


byCheckDigit  チェックデジット設定を指定。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


byCheckChar  チェックキャラクタ設定を指定。 


   OBR_CHKKOFF  チェックキャラクタ出力なし 


   OBR_CHKKON  チェックキャラクタ出力あり 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetUPCEAddonOptionEx 
機能 UPC-E Addon コードの読み取り設定をセットします。 


書式 int  OBRSetUPCEAddonOptionEx  ( 


BYTE  byEnable, 


BYTE  byMinLength, 


BYTE  byMaxLength,  


BYTE  byOutFormat, 


BYTE  byCheckDigit, 


BYTE  byCheckChar 


) 


パラメータ 


byEnable  UPC-E Addon コードの読み取り許可設定を指定。 


OBR_CODE_ENABLE  UPC-E Addon の読み取り有効 


   OBR_CODE_DISABLE  UPC-E Addon の読み取り無効 


   OBR_CODE_IGNORE  現在の設定継続 


byMinLength 読み取り有効 小桁数を指定。この 小の長さより小さな UPC-E Addon デー


タのデコードは行いません。UPC-E Addon コードの読み取り有効 小桁数は、


9 桁なので、9 を指定します。 


byMaxLength  読み取り有効 大桁数を指定。この 大の長さより大きな UPC-E Addon デー


タのデコードは行いません。UPC-E Addon コードの読み取り有効 小桁数は、


12 桁なので、12 を指定します。 


byOutFormat  出力フォーマットを指定。 


   OBR_NUMSYSON ナンバーシステムキャラクタ出力あり 


   OBR_NUMSYSOFF ナンバーシステムキャラクタ出力なし 


byCheckDigit  チェックデジット設定を指定。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


byCheckChar  チェックキャラクタ設定を指定。 


   OBR_CHKKOFF  チェックキャラクタ出力なし 


   OBR_CHKKON  チェックキャラクタ出力あり 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetUPCEOption 
機能 UPC-E コードの読み取り設定を取得します。 


書式 int  OBRGetUPCEOption  ( 


BOOL  *pEnable, 


BYTE  *pMinLength, 


BYTE  *pMaxLength,  


BYTE  *pOutFormat, 


BYTE  *pCheckDigit, 


BYTE  *pCheckChar 


) 


パラメータ 


*pEnable  UPC-E コードの読み取り許可設定を取得。 


TRUE  UPC-E の読み取り有効 


   FALSE  UPC-E の読み取り無効 


*pMinLength 取得した読み取り有効 小桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 小の長さより小さな UPC-E データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 7。 


*pMaxLength  取得した読み取り有効 大桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 大の長さより大きな UPC-E データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 7。 


*pOutFormat  取得した出力フォーマットを格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_NUMSYSON ナンバーシステムキャラクタ出力あり 


   OBR_NUMSYSOFF ナンバーシステムキャラクタ出力なし 


*pCheckDigit  取得したチェックデジット設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


*pCheckChar  取得したチェックキャラクタ設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_CHKKOFF  チェックキャラクタ出力なし 


   OBR_CHKKON  チェックキャラクタ出力あり 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetUPCEOption 
機能 UPC-E コードの読み取り設定をセットします。 


書式 int  OBRSetUPCEOption  ( 


BYTE  byEnable, 


BYTE  byCheckDigit, 


BYTE  byCheckChar 


) 


パラメータ 


byEnable  UPC-E コードの読み取り許可設定を指定。 


OBR_CODE_ENABLE  UPC-E の読み取り有効 


   OBR_CODE_DISABLE  UPC-E の読み取り無効 


   OBR_CODE_IGNORE  現在の設定継続 


byCheckDigit  チェックデジット設定を指定。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


byCheckChar  チェックキャラクタ設定を指定。 


   OBR_CHKKOFF  チェックキャラクタ出力なし 


   OBR_CHKKON  チェックキャラクタ出力あり 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetUPCEOptionEx 
機能 UPC-E コードの読み取り設定をセットします。 


書式 int  OBRSetUPCEOptionEx  ( 


BYTE  byEnable, 


BYTE  byMinLength, 


BYTE  byMaxLength,  


BYTE  byOutFormat, 


BYTE  byCheckDigit, 


BYTE  byCheckChar 


) 


パラメータ 


byEnable  UPC-E コードの読み取り許可設定を指定。 


OBR_CODE_ENABLE  UPC-E の読み取り有効 


   OBR_CODE_DISABLE  UPC-E の読み取り無効 


   OBR_CODE_IGNORE  現在の設定継続 


byMinLength 読み取り有効 小桁数を指定。この 小の長さより小さな UPC-E データのデコ


ードは行いません。UPC-E コードの読み取り有効 小桁数は、9 桁なので、9 を


指定します。 


byMaxLength  読み取り有効 大桁数を指定。この 大の長さより大きな UPC-E データのデコ


ードは行いません。UPC-E コードの読み取り有効 小桁数は、12 桁なので、12


を指定します。 


byOutFormat  出力フォーマットを指定。 


   OBR_NUMSYSON ナンバーシステムキャラクタ出力あり 


   OBR_NUMSYSOFF ナンバーシステムキャラクタ出力なし 


byCheckDigit  チェックデジット設定を指定。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


byCheckChar  チェックキャラクタ設定を指定。 


   OBR_CHKKOFF  チェックキャラクタ出力なし 


   OBR_CHKKON  チェックキャラクタ出力あり 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetIDFOption 
機能 Industrial 2 of 5 コードの読み取り設定を取得します。 


書式 int  OBRGetIDFOption  ( 


BOOL  *pEnable, 


BYTE  *pMinLength, 


BYTE  *pMaxLength,  


BYTE  *pOutFormat, 


BYTE  *pCheckDigit, 


BYTE  *pCheckChar 


) 


パラメータ 


*pEnable  Industrial 2 of 5 コードの読み取り許可設定を取得。 


TRUE  Industrial 2 of 5 の読み取り有効 


   FALSE  Industrial 2 of 5 の読み取り無効 


*pMinLength 取得した読み取り有効 小桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 小の長さより小さな Industrial 2 of 5 データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 2。 


*pMaxLength  取得した読み取り有効 大桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 大の長さより大きな Industrial 2 of 5 データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 40。 


*pOutFormat  取得した出力フォーマットを格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


Industrial 2 of 5 コードには出力フォーマットの設定がありません。そのため、


NULL が格納されます。 


*pCheckDigit  取得したチェックデジット設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


*pCheckChar  取得したチェックキャラクタ設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_CHKKOFF  チェックキャラクタ出力なし 


   OBR_CHKKON  チェックキャラクタ出力あり 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetIDFOption 
機能 Industrial 2 of 5 コードの読み取り設定をセットします。 


書式 int  OBRSetIDFOption  ( 


BYTE  byEnable, 


BYTE  byMinLength, 


BYTE  byMaxLength,  


BYTE  byCheckDigit, 


BYTE  byCheckChar 


) 


 


パラメータ 


byEnable  Industrial 2 of 5 コードの読み取り許可設定を指定。 


OBR_CODE_ENABLE  Industrial 2 of 5 の読み取り有効 


   OBR_CODE_DISABLE  Industrial 2 of 5 の読み取り無効 


 OBR_CODE_IGNORE  現在の設定継続 


byMinLength 読み取り有効 小桁数を指定。この 小の長さより小さな Industrial 2 of 5 デ


ータのデコードは行いません。デフォルト値は 2。 


byMaxLength  読み取り有効 大桁数を指定。この 大の長さより大きな Industrial 2 of 5 デ


ータのデコードは行いません。デフォルト値は 40。 


byCheckDigit  チェックデジット設定を指定。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


byCheckChar  チェックキャラクタ設定を指定。 


   OBR_CHKKOFF  チェックキャラクタ出力なし 


   OBR_CHKKON  チェックキャラクタ出力あり 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetITFOption 
機能 Interleaved 2 of 5 コードの読み取り設定を取得します。 


書式 int  OBRGetITFOption  ( 


BOOL  *pEnable, 


BYTE  *pMinLength, 


BYTE  *pMaxLength,  


BYTE  *pOutFormat, 


BYTE  *pCheckDigit, 


BYTE  *pCheckChar 


) 


パラメータ 


*pEnable  Interleaved 2 of 5 コードの読み取り許可設定を取得。 


TRUE  Interleaved 2 of 5 の読み取り有効 


   FALSE  Interleaved 2 of 5 の読み取り無効 


*pMinLength 取得した読み取り有効 小桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 小の長さより小さな Interleaved 2 of 5 データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 4。 


*pMaxLength  取得した読み取り有効 大桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 大の長さより大きな Interleaved 2 of 5 データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 40。 


*pOutFormat  取得した出力フォーマットを格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


Interleaved 2 of 5 コードには出力フォーマットの設定がありません。そのため、


NULL が格納されます。 


*pCheckDigit  取得したチェックデジット設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


*pCheckChar  取得したチェックキャラクタ設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_CHKKOFF  チェックキャラクタ出力なし 


   OBR_CHKKON  チェックキャラクタ出力あり 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetITFOption 
機能 Interleaved 2 of 5 コードの読み取り設定をセットします。 


書式 int  OBRSetITFOption  ( 


BYTE  byEnable, 


BYTE  byMinLength, 


BYTE  byMaxLength,  


BYTE  byCheckDigit, 


BYTE  byCheckChar 


) 


パラメータ 


byEnable  Interleaved 2 of 5 コードの読み取り許可設定を指定。 


OBR_CODE_ENABLE  Interleaved 2 of 5 の読み取り有効 


   OBR_CODE_DISABLE  Interleaved 2 of 5 の読み取り無効 


   OBR_CODE_IGNORE  現在の設定継続 


byMinLength 読み取り有効 小桁数を指定。この 小の長さより小さな Interleaved 2 of 5


データのデコードは行いません。デフォルト値は 4。 


byMaxLength  読み取り有効 大桁数を指定。この 大の長さより大きな Interleaved 2 of 5


データのデコードは行いません。デフォルト値は 40。 


byOutFormat  出力フォーマットを指定。 


Interleaved 2 of 5 コードには出力フォーマットの設定がありません。そのため、


NULL が格納されます。 


byCheckDigit  チェックデジット設定を指定。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


byCheckChar  チェックキャラクタ設定を指定。 


   OBR_CHKKOFF  チェックキャラクタ出力なし 


   OBR_CHKKON  チェックキャラクタ出力あり 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetCode93Option 
機能 Code93 コードの読み取り設定を取得します。 


書式 int  OBRGetCode93Option  ( 


BOOL  *pEnable, 


BYTE  *pMinLength, 


BYTE  *pMaxLength,  


BYTE  *pOutFormat, 


BYTE  *pCheckDigit, 


BYTE  *pCheckChar 


) 


パラメータ 


*pEnable  Code93 コードの読み取り許可設定を取得。 


TRUE  Code93 の読み取り有効 


   FALSE  Code93 の読み取り無効 


*pMinLength 取得した読み取り有効 小桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 小の長さより小さな Code93 データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 3。 


*pMaxLength  取得した読み取り有効 大桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 大の長さより大きな Code93 データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 40。 


*pOutFormat  取得した出力フォーマットを格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


Code93 コードには出力フォーマットの設定がありません。そのため、NULL が


格納されます。 


*pCheckDigit  取得したチェックデジット設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


*pCheckChar  取得したチェックキャラクタ設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


Code93 コードにはチェックキャラクタの出力の設定がありません。そのため、


NULL が格納されます。 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetCode93Option 
機能 Code93 コードの読み取り設定をセットします。 


書式 int  OBRSetCode93Option  ( 


BYTE  byEnable, 


BYTE  byMinLength, 


BYTE  byMaxLength,  


BYTE  byCheckDigit, 


) 


パラメータ 


byEnable  Code 93 コードの読み取り許可設定を指定。 


OBR_CODE_ENABLE  Code 93 の読み取り有効 


   OBR_CODE_DISABLE  Code 93 の読み取り無効 


 OBR_CODE_IGNORE  現在の設定継続 


byMinLength 読み取り有効 小桁数を指定。この 小の長さより小さな Code 93 データのデ


コードは行いません。デフォルト値は 3。 


byMaxLength  読み取り有効 大桁数を指定。この 大の長さより大きな Code 93 データのデ


コードは行いません。デフォルト値は 40。 


byCheckDigit  チェックデジット設定を指定。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetCode128Option 
機能 Code128 コードの読み取り設定を取得します。 


書式 int  OBRGetCode128Option  ( 


BOOL  *pEnable, 


BYTE  *pMinLength, 


BYTE  *pMaxLength,  


BYTE  *pOutFormat, 


BYTE  *pCheckDigit, 


BYTE  *pCheckChar 


) 


パラメータ 


*pEnable  Code128 コードの読み取り許可設定を取得。 


TRUE  Code128 の読み取り有効 


   FALSE  Code128 の読み取り無効 


*pMinLength 取得した読み取り有効 小桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 小の長さより小さな Code128 データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 2。 


*pMaxLength  取得した読み取り有効 大桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 大の長さより大きな Code128 データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 64。 


*pOutFormat  取得した出力フォーマットを格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_128AON  ASCII 変換出力 


   OBR_128AOFF  ASCII 変換なし出力 


   OBR_128EAN  EAN－128 のみ出力 


   OBR_128AIM  EAN－128 のみ出力、コード ID あり 


   OBR_128FNC  EAN－128 のみ出力、Fnc→GS 変換 


*pCheckDigit  取得したチェックデジット設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


*pCheckChar  取得したチェックキャラクタ設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


Code128 コードにはチェックキャラクタの出力の設定がありません。そのため、


NULL が格納されます。 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetCode128Option 
機能 Code128 コードの読み取り設定をセットします。 


書式 int  OBRSetCode128Option  ( 


BYTE  byEnable, 


BYTE  byMinLength, 


BYTE  byMaxLength,  


BYTE  byOutFormat, 


BYTE  byCheckDigit, 


) 


パラメータ 


byEnable  Code128 コードの読み取り許可設定を指定。 


OBR_CODE_ENABLE  Code128 の読み取り有効 


   OBR_CODE_DISABLE  Code128 の読み取り無効 


   OBR_CODE_IGNORE  現在の設定継続 


byMinLength 読み取り有効 小桁数を指定。この 小の長さより小さな Code128 データのデ


コードは行いません。デフォルト値は 2。 


byMaxLength  読み取り有効 大桁数を指定。この 大の長さより大きな Code128 データのデ


コードは行いません。デフォルト値は 64。 


byOutFormat  出力フォーマットを指定。 


   OBR_128AON  ASCII 変換出力 


   OBR_128AOFF  ASCII 変換なし出力 


   OBR_128EAN  EAN－128 のみ出力 


   OBR_128AIM  EAN－128 のみ出力、コード ID あり 


   OBR_128FNC  EAN－128 のみ出力、Fnc→GS 変換 


byCheckDigit  チェックデジット設定を指定。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 







DT-950 ライブラリマニュアル 
§4．レーザースキャナライブラリ 


Ver1.01 


4-76 


 OBRGetMSIOption 
機能 MSI コードの読み取り設定を取得します。 


書式 int  OBRGetMSIOption  ( 


BOOL  *pEnable, 


BYTE  *pMinLength, 


BYTE  *pMaxLength,  


BYTE  *pOutFormat, 


BYTE  *pCheckDigit, 


BYTE  *pCheckChar 


) 


パラメータ 


*pEnable  MSI コードの読み取り許可設定を取得。 


TRUE  MSI の読み取り有効 


   FALSE  MSI の読み取り無効 


*pMinLength 取得した読み取り有効 小桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 小の長さより小さな MSI データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 1。 


*pMaxLength  取得した読み取り有効 大桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 大の長さより大きな MSI データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 40。 


*pOutFormat  取得した出力フォーマットを格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


MSI コードにはチェックキャラクタの出力の設定がありません。そのため、


NULL が格納されます。 


*pCheckDigit  取得したチェックデジット設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


*pCheckChar  取得したチェックキャラクタ設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_CHKKOFF  チェックキャラクタ出力なし 


   OBR_CHKKON  チェックキャラクタ出力あり 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetMSIOption 
機能 MSI コードの読み取り設定をセットします。 


書式 int  OBRSetMSIOption  ( 


BYTE  byEnable, 


BYTE  byMinLength, 


BYTE  byMaxLength,  


BYTE  byCheckDigit, 


BYTE  byCheckChar 


) 


パラメータ 


byEnable  MSI コードの読み取り許可設定を指定。 


OBR_CODE_ENABLE  MSI の読み取り有効 


   OBR_CODE_DISABLE  MSI の読み取り無効 


   OBR_CODE_IGNORE  現在の設定継続 


byMinLength 読み取り有効 小桁数を指定。この 小の長さより小さな MSI データのデコー


ドは行いません。デフォルト値は 1。 


byMaxLength  読み取り有効 大桁数を指定。この 大の長さより大きな MSI データのデコー


ドは行いません。デフォルト値は 40。 


byCheckDigit  チェックデジット設定を指定。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


byCheckChar  チェックキャラクタ設定を指定。 


   OBR_CHKKOFF  チェックキャラクタ出力なし 


   OBR_CHKKON  チェックキャラクタ出力あり 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetIATAOption 
機能 IATA コードの読み取り設定を取得します。 


書式 int  OBRGetIATAOption  ( 


BOOL  *pEnable, 


BYTE  *pMinLength, 


BYTE  *pMaxLength,  


BYTE  *pOutFormat, 


BYTE  *pCheckDigit, 


BYTE  *pCheckChar 


) 


パラメータ 


*pEnable  IATA コードの読み取り許可設定を取得。 


TRUE  IATA の読み取り有効 


   FALSE  IATA の読み取り無効 


*pMinLength 取得した読み取り有効 小桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 小の長さより小さな IATA データのデコードは行いません。 


デフォルト値は１。 


*pMaxLength  取得した読み取り有効 大桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 大の長さより大きな IATA データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 40。 


*pOutFormat  取得した出力フォーマットを格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


IATA コードには出力フォーマットの設定がありません。そのため、NULL が格


納されます。 


*pCheckDigit  取得したチェックデジット設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


*pCheckChar  取得したチェックキャラクタ設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


IATA コードにはチェックキャラクタの出力の設定がありません。そのため、


NULL が格納されます。 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetIATAOption 
機能 IATA コードの読み取り設定をセットします。 


書式 int  OBRSetIATAOption  ( 


BYTE  byEnable, 


BYTE  byMinLength, 


BYTE  byMaxLength,  


BYTE  byCheckDigit, 


) 


パラメータ 


bEnable   IATA コードの読み取り許可設定を指定。 


OBR_CODE_ENABLE  IATA の読み取り有効 


   OBR_CODE_DISABLE  IATA の読み取り無効 


 OBR_CODE_IGNORE  現在の設定継続 


byMinLength 読み取り有効 小桁数を指定。この 小の長さより小さな IATA データのデコ


ードは行いません。デフォルト値は 1。 


byMaxLength  読み取り有効 大桁数を指定。この 大の長さより大きな IATA データのデコ


ードは行いません。デフォルト値は 40。 


byCheckDigit  チェックデジット設定を指定。 


   OBR_CHKDOFF  チェックデジット計算なし 


   OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetRSS14Option 
機能 RSS－14 コードの読み取り設定を取得します。 


書式 int  OBRGetRSS14Option  ( 


BOOL  *pEnable, 


BYTE  *pMinLength, 


BYTE  *pMaxLength,  


BYTE  *pOutFormat, 


BYTE  *pCheckDigit, 


BYTE  *pCheckChar 


) 


パラメータ 


*pEnable  RSS－14 コードの読み取り許可設定を取得。 


TRUE  RSS－14 の読み取り有効 


   FALSE  RSS－14 の読み取り無効 


*pMinLength 取得した読み取り有効 小桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 小の長さより小さな RSS－14 データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 14。 


*pMaxLength  取得した読み取り有効 大桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 大の長さより大きな RSS－14 データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 14。 


*pOutFormat  取得した出力フォーマットを格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


RSS－14 コードには出力フォーマットの設定がありません。そのため、NULL


が格納されます。 


*pCheckDigit  取得したチェックデジット設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


RSS－14 コードのチェックデジット計算の設定は常に有効となるため、


OBR_CHKDON が格納されます。 


*pCheckChar  取得したチェックキャラクタ設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


RSS－14 コードのチェックキャラクタ出力の設定は常に有効となるため、


OBR_CHKKON が格納されます。 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetRSS14Option 
機能 RSS－14 コードの読み取り設定をセットします。 


書式 int  OBRSetRSS14Option  ( 


BYTE  byEnable, 


BYTE  byMinLength, 


BYTE  byMaxLength,  


BYTE  byOutFormat, 


BYTE  byCheckDigit, 


BYTE  byCheckChar 


) 


パラメータ 


byEnable  RSS－14 コードの読み取り許可設定を指定。 


OBR_CODE_ENABLE  RSS－14 の読み取り有効 


   OBR_CODE_DISABLE  RSS－14 の読み取り無効 


 OBR_CODE_IGNORE  現在の設定継続 


byMinLength 読み取り有効 小桁数を指定。この 小の長さより小さな RSS－14 データのデ


コードは行いません。RSS－14 コードの読み取り有効 小桁数は、14 桁なの


で、14 を指定します。 


byMaxLength  読み取り有効 大桁数を指定。この 大の長さより大きな RSS－14 データのデ


コードは行いません。RSS－14 コードの読み取り有効 大桁数は、14 桁なの


で、14 を指定します。 


byOutFormat  出力フォーマットを指定。RSS－14 コードには出力フォーマットの設定がありま


せん。そのため、NULL を指定します。 


byCheckDigit  チェックデジット設定を指定。RSS-14 コードのチェックデジット計算の設定は常


に有効となるため、OBR_CHKDON を指定します。 


  OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


byCheckChar  チェックキャラクタ設定を指定。RSS－14 コードのチェックキャラクタ出力の設


定は常に有効となるため、OBR_CHKKON を指定します。 


  OBR_CHKKON  チェックキャラクタ出力あり 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetRSSLimitedOption 
 


機能 RSS Limited コードの読み取り設定を取得します。 


 


書式 int  OBRGetRSSLimitedOption  ( 


BOOL  *pEnable, 


BYTE  *pMinLength, 


BYTE  *pMaxLength,  


BYTE  *pOutFormat, 


BYTE  *pCheckDigit, 


BYTE  *pCheckChar 


) 


 


パラメータ 


*pEnable  RSS Limited コードの読み取り許可設定を取得。 


TRUE  RSS Limited の読み取り有効 


   FALSE  RSS Limited の読み取り無効 


*pMinLength 取得した読み取り有効 小桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 小の長さより小さな RSS Limited データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 14。 


*pMaxLength  取得した読み取り有効 大桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 大の長さより大きな RSS Limited データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 14。 


*pOutFormat  取得した出力フォーマットを格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


RSS Limited コードには出力フォーマットの設定がありません。そのため、


NULL が格納されます。 


*pCheckDigit  取得したチェックデジット設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


RSS Limited コードのチェックデジット計算の設定は常に有効となるため、


OBR_CHKDON が格納されます。 


*pCheckChar  取得したチェックキャラクタ設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


RSS Limited コードのチェックキャラクタ出力の設定は常に有効となるため、


OBR_CHKKON が格納されます。 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetRSSLimitedOption 
機能 RSS Limited コードの読み取り設定をセットします。 


書式 int  OBRSetRSSLimitedOption  ( 


BYTE  byEnable, 


BYTE  byMinLength, 


BYTE  byMaxLength,  


BYTE  byOutFormat, 


BYTE  byCheckDigit, 


BYTE  byCheckChar 


) 


パラメータ 


byEnable  RSS Limited コードの読み取り許可設定を指定。 


OBR_CODE_ENABLE  RSS Limited の読み取り有効 


   OBR_CODE_DISABLE  RSS Limited の読み取り無効 


 OBR_CODE_IGNORE  現在の設定継続 


byMinLength 読み取り有効 小桁数を指定。この 小の長さより小さな RSS Limited データ


のデコードは行いません。RSS Limited コードの読み取り有効 小桁数は、


14 桁の固定で変更できません。そのため、NULL を指定します。 


byMaxLength  読み取り有効 大桁数を指定。この 大の長さより大きな RSS Limited データ


のデコードは行いません。RSS Limited コードの読み取り有効 大桁数は、14


桁の固定で変更できません。そのため、NULL を指定します。 


byOutFormat  出力フォーマットを指定。RSS Limited コードには出力フォーマットの設定が


ありません。そのため、NULL を指定します。 


byCheckDigit  チェックデジット設定を指定。RSS Limited コードのチェックデジット計算の設


定は常に有効となるため、OBR_CHKDON を指定します。 


  OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


byCheckChar  チェックキャラクタ設定を指定。RSS Limited コードのチェックキャラクタ出力の


設定は常に有効となるため、OBR_CHKKON を指定します。 


  OBR_CHKKON  チェックキャラクタ出力あり 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetRSSExpandedOption 
 


機能 RSS Expanded コードの読み取り設定を取得します。 


 


書式 int  OBRGetRSSExpandedOption  ( 


BOOL  *pEnable, 


BYTE  *pMinLength, 


BYTE  *pMaxLength,  


BYTE  *pOutFormat, 


BYTE  *pCheckDigit, 


BYTE  *pCheckChar 


) 


 


パラメータ 


*pEnable  RSS Expanded コードの読み取り許可設定を取得。 


TRUE  RSS Expanded の読み取り有効 


   FALSE  RSS Expanded の読み取り無効 


*pMinLength 取得した読み取り有効 小桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 小の長さより小さな RSS Expanded データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 1。 


*pMaxLength  取得した読み取り有効 大桁数を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


この 大の長さより大きな RSS Expanded データのデコードは行いません。 


デフォルト値は 74。 


*pOutFormat  取得した出力フォーマットを格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


RSS Expanded コードには出力フォーマットの設定がありません。そのため、


NULL が格納されます。 


*pCheckDigit  取得したチェックデジット設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


RSS Expanded コードのチェックデジット計算の設定は常に有効となるため、


OBR_CHKDON が格納されます。 


*pCheckChar  取得したチェックキャラクタ設定を格納する BYTE 型変数へのポインタ。 


RSS Expanded コードのチェックキャラクタ出力の設定は常に有効となるため、


OBR_CHKKON が格納されます。 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetRSSExpandedOption 
 


機能 RSS Expanded コードのデコード設定をセットします。 


 


書式 int  OBRSetRSSExpandedOption  ( 


BYTE  byEnable, 


BYTE  byMinLength, 


BYTE  byMaxLength,  


BYTE  byOutFormat, 


BYTE  byCheckDigit, 


BYTE  byCheckChar 


) 


 


パラメータ 


byEnable  RSS Expanded コードの読み取り許可設定を取得。 


OBR_CODE_ENABLE  RSS－14 の読み取り有効 


   OBR_CODE_DISABLE  RSS－14 の読み取り無効 


   OBR_CODE_IGNORE  現在の設定継続 


byMinLength 読み取り有効 小桁数を指定。この 小の長さより小さな RSS Expanded デー


タのデコードは行いません。デフォルト値は 1。 


byMaxLength  読み取り有効 大桁数を指定。この 大の長さより大きなRSS Expanded デー


タのデコードは行いません。デフォルト値は 74。 


byOutFormat  出力フォーマットを指定。RSS Expanded コードには出力フォーマットの設定


がありません。そのため、NULL を指定します。 


byCheckDigit  チェックデジット計算の設定を指定。RSS Expanded コードのチェックデジット


計算の設定は常に有効となるため、OBR_CHKDON を指定します。 


  OBR_CHKDON  チェックデジット計算あり 


byCheckChar  チェックキャラクタ出力の設定を指定。RSS Expanded コードのチェックキャラ


クタ出力の設定は常に有効となるため、OBR_CHKKON を指定します。 


  OBR_CHKKON  チェックキャラクタ出力あり 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSaveConfigFile 
 


機能 レーザスキャナドライバの全ての設定を所定のファイルに保存します。 


  保存場所は、“FlashDisk¥System Settings”になります。


  ファイル名は「OBRDRV.ini」となります。 


 


書式 int  OBRSaveConfigFile  ( 


void 


) 


 


パラメータなし 


 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRLoadConfigFile 
 


機能 所定のファイルに保存される設定を読み出して、レーザスキャナドライバのデフォルト設定を変更しま


す。OBRLoadConfigFile 関数を呼び出しただけでは、デフォルト設定が変更されるだけなので、 


設 定 フ ァ イ ル に 記 述 さ れ る 設 定 を レ ー ザ ス キ ャ ナ ド ラ イ バ に 反 映 さ せ る た め に は 、


OBRLoadConfigFile 関数を呼び出した後に、OBRSetDefaultSymbology 関数を呼び出す必要


があります。 


 


書式 int  OBRLoadConfigFile  ( 


void 


) 


 


パラメータなし 


 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetFilterFunction 
 


機能 現在設定されているノイズフィルタモード設定を取得します。 


 


書式 int  OBRGetFilterFunction  ( 


DWORD  *pMode 


) 


 


パラメータ 


*pMode  取得したノイズフィルタモードを格納する DWORD 型変数へのポインタ。 


OBR_NOFILTER   ノイズフィルタ無効 


OBR_SOFTFILTER  ソフトウェアフィルタ有効 


OBR_HARDFILTER  ハードウェアフィルタ有効 


OBR_SOFTHARDFILTER  ソフトウェアフィルタ＆ハードウェアフィルタ有効 


 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 


 


 


 







DT-950 ライブラリマニュアル 
§4．レーザースキャナライブラリ 


Ver1.01 


4-89 


 OBRSetFilterFunction 
 


機能 ノイズフィルタモード設定を指定します。 


 


書式 int  OBRSetFilterFunction  ( 


DWORD  dwMode 


) 


 


パラメータ 


dwMode  ノイズフィルタモードを指定。 


OBR_NOFILTER   ノイズフィルタ無効 


OBR_SOFTFILTER  ソフトウェアフィルタ有効 


OBR_HARDFILTER  ハードウェアフィルタ有効 


OBR_SOFTHARDFILTER  ソフトウェアフィルタ＆ハードウェアフィルタ有効 


 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済みエラー 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetFilterOnTimer 
 


機能 読み取りを開始してから、ノイズフィルタを開始までの時間の設定を取得します。 


 


書式 int  OBRGetFilterOnTimer  ( 


int  *pTime 


) 


 


パラメータ 


*pTime  取得したデコード開始からノイズフィルタを有効にするまでの時間を格納する int 型変数へ


のポインタ。単位は秒。 


 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetFilterOnTimer 
 


機能 デコードを開始してから、ノイズフィルタを開始するまでの時間の設定を指定します。 


 


書式 int  OBRSetFilterOnTimer  ( 


int  nTime 


) 


 


パラメータ 


nTime  デコード開始からノイズフィルタを有効にするまでの時間を指定。単位は秒。 


 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PON   オープン済みエラー 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRGetDecodeLevel 
 


機能 デコードレベル設定を取得します。デコードレベル設定とは、バーの比率が正しくない不良バーコー


ドに対する読取精度を切り替える設定です。デコードレベルには下記の２段階があります。 


・標準 


標準のデコードロジックを使って読み取りを行います。 


・高度 


初に標準のデコードロジックを使って読み取りを行い、読み取りに失敗した場合、追加のデコー


ドロジックを使って読み取りを行います。EAN（JAN）、UPC-A、Code39、Code128 に対する読


み取り率が向上します。その他のコードについては、読み取り率が上がることはありません。また、


高度に設定した場合、誤読をする可能性が高くなります。読み取りたいバーコードが、標準では読


み取りできない場合にのみ、高度に設定することを推奨します。 


 


書式 int  OBRGetDecodeLevel  ( 


DWORD  *pMode 


) 


 


パラメータ 


*pMode 取得したデコードレベル設定を格納する DWORD 型変数へのポインタ。 


デフォルト値は OBR_DECODELEVEL_NORMAL。 


OBR_DECODELEVEL_NORMAL  標準 


OBR_DECODELEVEL_HIGH  高度 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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 OBRSetDecodeLevel 
 


機能 デコードレベル設定をセットします。デコードレベルについては、OBRGetDecodeLevel 関数の解説


を参照してください。 


 


書式 int  OBRSetDecodeLevel  ( 


DWORD  dwMode 


) 


 


パラメータ 


dwMode デコードレベルを指定。デフォルト値は OBR_DECODELEVEL_NORMAL。 


OBR_DECODELEVEL_NORMAL  標準 


OBR_DECODELEVEL_HIGH  高度 


 


戻り値 OBR_OK    正常終了 


 OBR_PRM   パラメータエラー 


 OBR_PON   オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE  スキャナドライバエラー 


 


 


インクルード #include <ObrLib.h> 
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4-8. プログラミング上の注意点 
 


4-8-1.読み取り完了の通知について 


本機に組み込まれているレーザスキャナドライバはデータを取得した際に、メッセージまたはイベントを発行しま


す。（初期設定はメッセージによる通知のみの設定となっています。） 


 


メッセージによる通知は、WM_OBR_SCANNING（WM_USER +0x530 ）のメッセージが発行されます。 


また、メッセージの wParam には完了条件をあらわす以下の値が格納されます。 


 


OBR_SUCCESS  正常終了 


OBR_TIMEOUT  タイムアウト発生 


OBR_BUFFOVER  OBR バッファ出力エラー 


 


OBRSetScanningNotification 関数を使用してイベントによる通知の設定を有効にすると、名前付きイベント


により通知が行われます。名前付きイベントは「OBRScanningEvent」という名称になっています。 


 


また、イベント発生後に OBRGetLastEventStatus 関数を呼び出すことにより、イベントの発生要因を取得する


ことができます。取得できる要因は、メッセージ通知の wParam で表される種類と同じものになります。 
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 メッセージによる通知方法に設定した場合 


 


1. OBRSetScanningNotification 関数により、読み取り完了の通知方法をメッセージ出力に設定します。このとき、


メッセージ送り先のウィンドウハンドルも指定します。 


2. OBROpen 関数によりレーザスキャナを Open 状態にした後、読み取り通知のメッセージが発行されるまで待ちま


す。 


3. メッセージを受け取った後、メッセージの wParam の値を確認します。 


4. 読み取りに成功していることが確認できたら、各出力先に出力されたデータを処理します。 


5. 読み取りを終了する場合は、OBRClose 関数を実行して下さい。 


 


 


読み取りフロー例） 出力方式を OBR バッファ出力にした場合 


 


OBRS


OBR_


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


No 


Yes 


WM_CREATE 


; 


etScanningNotification ( 


MESSAGE, hWnd  ); 


No 


Yes 


WM_CLOSE 


 


No 


Yes 


WM_OBR_SCANNING 


wParam 


以外の値 


WndProc() 

OBROpen( NULL, 0 )

d 

OBRClose();

得 
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 イベントによる通知方法に設定した場合 


 


1. 名前つきイベントの初期化を行います。 


2. OBRSetScanningNotification 関数により、読み取り完了の通知方法をイベント出力に設定します。 


3. OBROpen 関数によりレーザスキャナを Open 状態にした後、WaitForSingleObject 等で名前付きイベントが発


行されるまで待ちます。 


4. 名前付きイベントを受け取った後、OBRGetLastEventStatus 関数を呼び出し、イベントが発行された条件を確


認します。 


5. 読み取りに成功していることが確認できたら、各出力先に出力されたデータを処理します。 


6. 読み取りを終了する場合は、OBRClose 関数を実行して下さい。 


 


読み取りフロー例） 出力方式を OBR バッファ出力にした場合 


 


hEvent = CreateEvent( NULL, FALSE, FALSE,  TEXT(“OBRScanningEvent”) ); 


OBRSetScanningNotification(  OBR_EVENT, NULL ); 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


; 


OBROpen(  NULL, 0 ) 

WaitForSingleObject( hEvent, INFINITE )

） 


No 


s 


読み取り成功？ 

OBRGets でデータ取得 

No

s 


読み取り終了？ 

Ye

 

OBRClose();

; 

CloseHandle( hEvent )

OBRGetLastEventStatus でイベントの条件を確認（読み取り成功／失敗

Ye
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4-8-2.OBRGetc 関数の削除について 


 


本ライブラリでは、従来機種でサポートされてきた機能である OBRGetc 関数(OBR バッファから読み取り結果 1


文字分を取得する)について、アプリケーションにて実現可能であるため削除しました。 


以下に、OBRGetc 関数と同等の機能をアプリケーションで実現するプログラミング例を記述します。 


 


OBRGetc 関数の代替関数 DataGetc 関数のプログラミング例) 


 


// グローバル変数 


BYTE  g_pBuffer[ 256 ];  // 読み取りデータ保存バッファ 


DWORD  g_dwCode;  // 読み取りデータ種類 


BYTE  g_byLength = 0;  // 読み取りデータ長 


DWORD  g_dwGetPoint = 0;  // 読み出し位置情報 


 


int  DataGetc (  DWORD *pCode  ) 


{ 


 BYTE byGetChar = 0;  // 読み取りデータ 1 文字分格納 


 if (  g_byLength == 0  ) // 保存バッファにデータがないとき 


 { 


  memset(  g_pBuffer, 0, sizeof( g_pBuffer )  ); 


  OBRGets(  g_pBuffer, &g_dwCode, &g_byLength  ); 


 } 


 if (  g_byLength > 0 ) // 保存バッファにデータがあるとき 


 { 


  byGetChar  =  g_pBuffer[  g_dwGetPoint++  ]; 


  *pCode     =  g_dwCode; 


  if (  g_dwGetPoint >= g_byLength  ) 


  { 


   g_dwGetPoint = 0; 


   g_byLength = 0; 


  } 


 } 


 return  (int)byGetChar; 


} 







DT-950 ライブラリマニュアル 
§4．レーザースキャナライブラリ 


Ver1.01 


4-98 


4-8-3.設定ファイルの書式 


設定ファイルはテキスト形式で保存されます。保存される設定項目は、以下のとおりです。 


設 定 フ ァ イ ル を エ デ ィ タ 等 で 変 更 し た 場 合 、 OBRLoadConfigFile 関 数 を 呼 び 出 し た 後 、


OBRSetDefaultSymbology 関数を呼び出すことで、ドライバに設定内容を反映させることができます。 


 
項目 説明 値 


 
[Readable Bar Code] 
READCODE 各コードの読み取り許可／禁止 1 Code39 読み取り有効 
 設定 2 NW7 読み取り有効 
  4 WPC Addon  


読み取り有効 
  8 WPC 読み取り有効 
  16 UPC-E Addon 


読み取り有効 
  32 UPC-E 読み取り有効 
  64 IDF 読み取り有効 
  128 ITF 読み取り有効 
  256 Code93 読み取り有効 
  512 Code128 読み取り有効 
  1024 MSI 読み取り有効 
  2048 IATA 読み取り有効 
  4096 RSS-14 読み取り有効 
  8192 RSS Limited  


読み取り有効 
  16384 RSS Expanded 


読み取り有効 
※複数のコードを同時に有効にする場合、これらの値の合計を指定します。 


 
[CODE 39 Option] 
CODE39_MIN Code39 読み取り有効 小桁数 1～50 
CODE39_MAX Code39 読み取り有効 大桁数 1～50 
CODE39_OUTFORMAT Code39 出力フォーマット指定 0 Start/Stop コードあり 
  1 Start/Stop コードなし 
  2 Full ASCII 変換あり 


Start/Stop コードあり 
  3 Full ASCII 変換あり 


Start/Stop コードなし 
CODE39_CHKD Code39 チェックデジット計算指定 0 無効 
  1 有効 
CODE39_CHKCH Code39 チェックキャラクタ出力 0 無効 
 指定 1 有効 
    
[NW 7 Option] 
NW7_ MIN NW-7 読み取り有効 小桁数 1～40 
NW7_ MAX NW-7 読み取り有効 大桁数 1～40 
NW7_ OUTFORMAT NW-7 出力フォーマット指定 0 Start/Stop コードあり 
  1 Start/Stop コードなし 
NW7_ CHKD NW-7 チェックデジット計算指定 0 無効 （固定） 
NW7_ CHKCH NW-7 チェックキャラクタ出力指定 0 無効 （固定） 
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項目 説明 値 


 
[WPC Addon Option] 
WPCADDON_ MIN WPC Addon 読み取り有効 小桁数 10 （固定） 
WPCADDON_ MAX WPC Addon 読み取り有効 大桁数 18 （固定） 
WPCADDON_ OUTFORMAT WPC Addon 出力フォーマット指定 0 ナンバーシステムキャラクタ出力あり 
  1 ナンバーシステムキャラクタ出力なし 
WPCADDON_ CHKD WPC Addon チェックデジット計算指


定 
0 無効 


  1 有効 
WPCADDON_ CHKCH WPC Addon チェックキャラクタ出力指


定 
0 無効 （固定） 


    
[WPC Option] 
WPC_ MIN WPC 読み取り有効 小桁数 8 （固定） 
WPC_ MAX WPC 読み取り有効 大桁数 13 （固定） 
WPC_ OUTFORMAT WPC 出力フォーマット指定 0 ナンバーシステムキャラクタ出力あり 
  1 ナンバーシステムキャラクタ出力なし 
WPC_ CHKD WPC チェックデジット計算指定 0 無効 
  1 有効 
WPC_ CHKCH WPC チェックキャラクタ出力指定 0 無効 （固定） 


 
[UPCE Addon Option] 
UPCEADDON_ MIN UPC-E 読み取り有効 小桁数 9 （固定） 
UPCEADDON_ MAX UPC-E 読み取り有効 大桁数 12 （固定） 
UPCEADDON_ OUTFORMAT UPC-E 出力フォーマット指定 0 ナンバーシステムキャラクタ出力あり 
  1 ナンバーシステムキャラクタ出力なし 
UPCEADDON_ CHKD UPC-E チェックデジット計算指定 0 無効 
  1 有効 
UPCEADDON_ CHKCH UPC-E チェックキャラクタ出力 0 無効 
 指定 1 有効 
    
[UPCE Option] 
UPCE_ MIN UPC-E Addon 読み取り有効 小桁


数 
7 （固定） 


UPCE_ MAX UPC-E Addon 読み取り有効 大桁


数 
7 （固定） 


UPCE_ OUTFORMAT UPC-E Addon 出力フォーマット指定 0 ナンバーシステムキャラクタ出力あり 
  1 ナンバーシステムキャラクタ出力なし 
UPCE_ CHKD UPC-E Addon チェックデジット 0 無効 
 計算指定 1 有効 
UPCE_ CHKCH UPC-E Addon チェックキャラクタ 0 無効 
 出力指定 1 有効 
    
[IDF Option] 
IDF_ MIN IDF 読み取り有効 小桁数 2～40 
IDF_ MAX IDF 読み取り有効 大桁数 2～40 
IDF_ OUTFORMAT IDF 出力フォーマット指定 0 出力フォーマットなし（固定） 
IDF_ CHKD IDF チェックデジット計算指定 0 無効 
  1 有効 
IDF_ CHKCH IDF チェックキャラクタ出力指定 0 無効 
  1 有効 
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項目 説明 値 


 
[ITF Option] 
ITF_ MIN ITF 読み取り有効 小桁数 2～40 
ITF_ MAX ITF 読み取り有効 大桁数 2～40 
ITF_OUTFORMAT ITF 出力フォーマット指定 0 出力フォーマットなし（固定） 
ITF_ CHKD ITF チェックデジット計算指定 0 無効 
  1 有効 
ITF_ CHKCH ITF チェックキャラクタ出力指定 0 無効 
  1 有効 


 
[CODE 93 Option] 
CODE93_ MIN Code93 読み取り有効 小桁数 1～40 
CODE93_ MAX Code93 読み取り有効 大桁数 1～40 
CODE93_ OUTFORMAT Code93 出力フォーマット指定 0 出力フォーマットなし（固定） 
CODE93_ CHKD Code93 チェックデジット計算指定 0 無効 
  1 有効 
CODE93_ CHKCH Code93 チェックキャラクタ出力指定 0 無効 （固定） 
    
[CODE 128 Option] 
CODE128_ MIN Code128 読み取り有効 小桁数 1～64 
CODE128_ MAX Code128 読み取り有効 大桁数 1～64 
CODE128_ OUTFORMAT Code128 出力フォーマット指定 0 Full ASCII 変換あり 
  1 Full ASCII 変換なし 
  2 EAN-128 のみ出力 
  6 EAN-128 のみ出力 


コード ID 出力 
  10 EAN-128 のみ出力 


Fnc→GS 変換 
CODE128_ CHKD Code128 チェックデジット計算指定 0 無効 
  1 有効 
CODE128_ CHKCH Code128 チェックキャラクタ出力指定 0 無効 （固定） 
    
[MSI Option] 
MSI_ MIN MSI 読み取り有効 小桁数 1～40 
MSI_ MAX MSI 読み取り有効 大桁数 1～40 
MSI_ OUTFORMAT MSI 出力フォーマット指定 0 出力フォーマットなし 
MSI_ CHKD MSI チェックデジット計算指定 0 チェックデジット計算なし 
  1 1 桁、mod 10 
  2 2 桁 


1st: mod 11／2nd: mod 10 
  3 2 桁 


1st: mod 10／2nd: mod 10 
MSI_ CHKCH MSI チェックキャラクタ出力指定 0 無効 
  1 有効 
    
[IATA Option] 
IATA_ MIN IATA 読み取り有効 小桁数 1～40 
IATA_ MAX IATA 読み取り有効 大桁数 1～40 
IATA_ OUTFORMAT IATA 出力フォーマット指定 0 無効 （固定） 
IATA_ CHKD IATA チェックデジット計算指定 0 無効 
  1 有効 
IATA_ CHKCH IATA チェックキャラクタ出力指定 0 無効 （固定） 
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項目 説明 値 


 
[RSS-14 Option] 
RSS14_ MIN RSS-14 読み取り有効 小桁数 14 （固定） 
RSS14_ MAX RSS-14 読み取り有効 大桁数 14 （固定） 
RSS14_ OUTFORMAT RSS-14 出力フォーマット指定 0 出力フォーマットなし 
RSS14_ CHKD RSS-14 チェックデジット計算指定 1 有効 （固定） 
RSS14_ CHKCH RSS-14 チェックキャラクタ出力指定 1 有効 （固定） 
    
[RSS Limited Option] 
RSSLTD_ MIN RSS Limited 読み取り有効 小桁数 14 （固定） 
RSSLTD_ MAX RSS Limited 読み取り有効 大桁数 14 （固定） 
RSSLTD_OUTFORMAT RSS Limited 出力フォーマット指定 0 出力フォーマットなし 
RSSLTD_ CHKD RSS Limited チェックデジット計算指定 1 有効 （固定） 
RSSLTD_ CHKCH RSS Limited チェックキャラクタ出力指定 1 有効 （固定） 
    
[RSS Expanded Option] 
RSSEXP_ MIN RSS Expanded 読み取り有効 小桁数 1～74 
RSSEXP_ MAX RSS Expanded 読み取り有効 大桁数 1～74 
RSSEXP_OUTFORMAT RSS Expanded 出力フォーマット指定 0 出力フォーマットなし （固定） 
RSSEXP_ CHKD RSS Expanded チェックデジット計算指定 1 有効 （固定） 
RSSEXP_ CHKCH RSS Expanded チェックキャラクタ出力指


定 
1 有効 （固定） 


 


 
[Read Mode Option] 
READMODE 読み取り方式設定を指定 0 単発読み 
  1 連続読み 
    
[Buzzer Control Option] 
BUZZER ブザー設定の指定 0 無効 
  1 有効 
    
[Led Control Option] 
LEDCTRL LED 設定の指定 0 無効 
  1 有効 
  2 有効、読み取り失敗時は無効 
    
[OutBuff Control Option] 
OUTBUFF 出力方式設定の指定 0 OBR バッファ出力 
  2 キー出力 
  3 クリップボード出力 
  4 キーボードイベント出力 
    
[Suff Char Option] 
ENDCODE 終了コードの指定 0 <CR> 
  1 <LF> 
  2 <CR> ＋ <LF> 
  3 <TAB> 
  4 終了コードなし 
    
[Multi Step Reading Option] 
MULTISTEP 段数読みの指定 0 通常読み 
  1 段数読み 
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項目 説明 値 


 
[Comp Counter Option] 
CMPCNT 照合回数を指定 1～9 
   
[Read Counter Option] 
READCNT 連続読み方式の時の、読み取り回数


を指定 
1～9 


 
[Scan Time Option] 
SCANTIME タイムアウト時間（秒）を指定 1～9 
FILTERMODE ノイズキャンセルフィルタのモードを 
 指定 


 


FILTERCNT 読み取り開始から、ノイズキャンセルフィル


タを開始するまでの時間（秒）を指定  
 


   
[Vibrator Control Option] 
VIBRATOR バイブレータ設定の指定 0 無効 
  1 有効 
    
[Scanning Key Option]    
KEY 読み取り開始キーの設定を指定 1 トリガキーL 
  2 トリガキーR 
  4 マルチキー 
  8 カーソルキーL 
  10 カーソルキーR 
※複数のキーを同時に読み取り開始キーに設定する場合、これらの値の合計を指定します。 
 
[Laser Swing Option] 
SWING 振れ角制御モードの指定 0 制御なし 
  1 大 
  2 中 
  3 小 
    
[Laser Focus Option]    
FOCUS レーザフォーカス設定の指定 0 無効 
  1 有効 
    
[Notification Option] 
NOTIFICATION 読み取り完了の通知方法の指定 1 ウィンドウメッセージによる通知 
  2 Event による通知 
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